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　大陸の北西に位置する島国、サウスランド連合王国。

　その北部にあり、かつては独立国であったノースランドは、今でも司法や教育の面では独立を保っている。造船を中心とした工業で得た財力と発言力を盾たてに、サウスランド中央議会でもノースランド出身者はかなりの議席を占しめ、人々はあくまで自分たちを「ノースランド人」であると主張する。

　そんなノースランドの首都近くにある街、スタークレスト。

　風ふう光こう明めい媚びなこの街の真ん中に、中世からの石造りの城がある。かつてのノースランドの王城であり、現在はサウスランド連合王国王家の私有財産となっているスタークレスト城だ。

　この城の奥深く、けして観光のためには公開されない場所に、『退たい魔ま庁』本部はある。

「なるほど。ジャスティンお嬢じようさんは、意外にもちゃんと退魔師として頑がん張ばってるんだねぇ」

　冷えた地下牢ろうに、退魔庁長官ベネットののんびりとした声が響ひびく。

　丸眼鏡めがねの似合う学者然とした容よう貌ぼうのベネットは、白いシャツに白いタイ、あとは細かな模様の入った濃のう緑りよくと黒の切り替かえベストというくつろいだ紳しん士し装束だ。格好自体はシンプルだが、シャツから、カフスボタンから、磨みがき抜ぬかれた革かわ靴ぐつまで、ひとつひとつがひと目でわかる高級品である。

　その他ほかも、彼を取り囲むものはすべてが一級品だった。

　複雑な織りの絨じゆう毯たん、壁かべにかかった絵画、色いろ鮮あざやかな植物と鳥を描えがいたシノワズリのついたて、小さな暖だん炉ろの前に敷しかれた毛皮はもちろん、ベネットの座るマホガニーの椅子いすも優美な彫ほりの入ったものだし、傍かたわらに立つ小こ姓しようの少年も少女にしか見えない美び貌ぼうを持っている。

　こうも豪ごう華かなものが詰つまっているのに、ここは牢の中であった。

　ベネットは貴人の住む小部屋のごとく飾かざられた地下牢の中で、鉄てつ格ごう子しごしに部下のユリアンと語らっているのだ。

　牢の中とは打って変わって冷えた石がむき出しの通路に立ち、退魔庁の退魔官であるユリアンは答える。

「はい。ジャスティンは魔法書に封ふうじられたレクスの力でキュリオスの部下である最上級の《槍アルマ》を倒たおしたうえに、レクスの部下の《槍》、《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》エルデンとも魔法書を通して契けい約やくを結びました。エルデンはこれから彼女に絶対服従となると思われます」

「それはちょっと面めん倒どうだなぁ。いざというとき、彼女に対処するのがますます面倒になっちゃったよね。あの魔法書をどうにかすれば一気にかたはつくんだけど、それができるならとうにやってるわけだし。せめて、僕が直接魔法書の研究にあたれればよかったんだけど」

　ベネットは深いため息を吐つき、小姓の差し出した箱の中から葉巻を一本選び取った。

　対するユリアンは穏おだやかな顔になんの表情も浮うかべずに答える。

「ジャスティンは退魔師としてはまだ未熟ですが、女にしては意外なほどに胆たん力りよくがあります。鍛きたえれば、多少は使えるかもしれません」

「あれ、女嫌ぎらいのユリアンがそんなこと言うなんて珍めずらしいね。ジャスティンに思い入れでもできちゃったのかな？　駄だ目めだよ、君はいざというときには彼女を殺すひとなんだから」

　あっさりと恐おそろしいことを言い放ち、ベネットは銀のナイフで葉巻の端はしを切り取った。

　切り落とされた葉巻の端が小しよう卓たくに転がるのを視線で追い、ユリアンは短く答える。

「はい」

　火をつけた葉巻を口元に運び、ベネットはにっこり笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、君ならできるさ。僕は君を信しん頼らいしてる。何しろ君は殺しに馴なれてるからね。ひとを殺すのだって、悪魔を殺すのだって結局は馴れの問題だよ。馴れていればうまくいく、初めてじゃなかなか上手にはできない。そう考えると、初めての退魔で大物をやっつけたジャスティンには才能があるのかもしれないなあ。……うん、じゃあ、しばらくは『退魔師のジャスティン』にも役に立ってもらおう。使いようは色々あるよね。どう思う？　ユリアン」

　終始早口なベネットに対して、ユリアンは考え考えゆっくりと喋しやべる。

「俺には判断できません。思考されるのは長官の役目です。俺は命令に従って動くだけの駒こまですから」

「はは、いいね、実につまらない模も範はん解答だ！　軍人あがりはこれだから楽だよ。ちょっと退たい屈くつだけどね。──そうそう、そういえば、ジャスティンのお父さんは元気？」

　不意に話を変えられて、ユリアンは深く頭を下げた。

「まだ魔界で逃にげ隠かくれしている様子で、正確な居場所が把は握あくできません。申し訳ありません」

「そうなんだ？　うーん、魔界の探査に関してはまだまだ我々の技術も精度が低いなあ。どうにかしなきゃならん。近代戦を制するのは情報量だ。まあいいさ、生身の人間が長く魔界にいることなんてできないから、そのうち出てくるよ。ジャスティンもきっと、お父さんのことは心配して捜さがしてるんだろうね？」

「そのようです。たまに暗号らしきものを使って新聞広告を出したり、貸し出した我々の資料から、自分の父親に関するものを取り出して調べたりした形けい跡せきがありました」

　ユリアンの答えはよどみない。彼の役割は新米退魔師であるジャスティンの監かん視しと援えん護ごのはずであった。しかしどうやら、ユリアンの監視はジャスティンの普ふ段だんの生活にも及およんでいるようだ。

　ベネットは椅子の肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついてうっとりと微笑ほほえんだ。

「頑張るねえ。ジャスティンはどことなく、小さいころの陛下と似ているな。まだ、喪も服ふくを着ていなかったころの陛下と。頑張り屋さんできらきらしてる。きっと魂たましいがあるからだろうね。きみが思い入れるのもわからないではない。ああ、でもね、ユリアン。ジャスティンにわざわざお父さんのことを教えてあげる必要はないよ。わかってると思うけど、彼女に切り札を出してあげるのはまだ先の話だ。それまで、彼女が生きていられるといいね。……さて、ではそろそろジャスティンの監視に戻もどりたまえ、ユリアン。魔法書がけして我々の敵の手に渡わたらないように注意してくれ。我々にも女王陛下にも、敵は山のようにいるんだからね」
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　退魔庁本部のあるスタークレストからは約十五キロ。

　ノースランド低地地方の穏やかな丘きゆう陵りよう地帯にある石造りの美しい城、これがジャスティンの学校、シェルズバーン・カレッジだ。

　元はシェルズバーン伯はく爵しやく家け代々の城だったのだが、ひょんなことから全ぜん寮りよう制せい男子校となった新興の学校である。本来の持ち主であるジャスティンの父、シェルズバーン伯爵は現在行方ゆくえ不明のため、娘むすめのジャスティンが影かげの学校長として秘書と一いつ緒しよに運営している。

　まだ十五歳のジャスティンにとってはこれだけでも大変な仕事なのだが、彼女には他にもふたつの顔があった。

　ひとつは生徒や教師、使用人たちに見せる『メイドのジャネット』の顔。

　そしてもうひとつは、強大な悪魔を使って戦う退魔師の顔だ。

　とある秋の午後、ジャスティンの姿は校長室にある。

　メイド仕事をひととおり終えた午後のひとときは、普段なら秘書から回ってくる書類を処理したり、勉強をしたりするための時間だった。

　しかし今日のジャスティンは書類は横にのけて、とある人物──正確に言えばひとではないのだが──と対決していた。

「──もう、ここまでにしよう」

　真しん剣けんな顔でジャスティンが言うと、深みのある甘い声が囁ささやく。

「なぜだ？　わたしは終わりになどしたくはない。むしろ始まったばかりだというのに……性急なことだな」

　耳をくすぐる美声は柔やわらかで深く、しかしどこか底知れぬ闇やみを含ふくんでいた。

　聞いているだけで心が震ふるえ、今にもがんじがらめになってしまいそう。

（──言いなりになっては駄目。これが彼のいつもの手だもの）

　ジャスティンは懸けん命めいに自分に言い聞かせ、拳こぶしを握にぎって顔を上げる。

　視線の先にたたずんでいる人ひと影かげは、ジャスティンと視線をあわせるとそっと目を細めて微笑んだ。その白い顔は彫ちよう刻こくじみて美しいのに、どこか不ふ吉きつな暗さを感じる。

　そう、彼はいつでも濃のう密みつな闇の気配を漂ただよわせていた。彼のいる場所には常に夜の香かおりが漂い、窓から差しこむ優やさしい光も、彼に触ふれた瞬しゆん間かんに色あせたものになってしまう。

　輝かがやける太陽すらひれ伏ふさせる、この青年の名はレクス。

　彼はかつて偉い大だいなる魔導師によって魔法書に封じられ、現在はジャスティンの使い魔となった、魔界でも最高位の悪魔だ。

　ほっそりとした全身から圧あつ倒とう的な力をにじませるレクスをどうにか見つめて、ジャスティンは必死に続ける。

「レクス……だって、きっとみんな不幸になるよ。そんなのは私、望んでないんだから」

　こうして懸命に訴うつたえても、当のレクスはこたえた様子もない。

　ゆるりと笑えみを深めてジャスティンの頬ほおに触れてくる。

　その手は冷たく、切れ長の赤い瞳ひとみはなまめかしく濡ぬれてジャスティンの姿を映した。

「お前にはわかっていないだけだ、ジャスティン。お前はものの見た目に惑まどわされすぎる。あと一歩踏ふみこんでみるがいい。……きっと真実が見えるだろう」

　甘い声で囁かれる不思議な台詞せりふ。聞いているだけで頭の芯しんがくらくらしてくるような声と、眼前に迫せまる美しい顔のかもし出す気持ち悪さがジャスティンの中で激しくぶつかる。

（うう、気持ちがいいんだか、悪いんだか……。いっそ私が美形男が大好きだったら、あっさりレクスに誘ゆう惑わくされて全部が簡単にすんだかも──って、駄目、駄目。そんなことを考えたら駄目！　私には、私にしかできないことがあるじゃない！）

　ジャスティンにしかできないこと。

　それはレクスの主人として、その美び貌ぼうに惑わされずに真実を告げ、彼が悪事に走らないように抑おさえておくことだ。

　ジャスティンは瞳を険しくし、あらためてレクスに向かって声をあげた。

「いいえ。見た目でわかることだってきっとある。とりあえず、このケーキは絶対にまずいと思う！」

　そう言ってジャスティンが指さした重じゆう厚こうな木製の机には、巨きよ大だいな銀の皿が載のっていた。

　皿の上にあるのは何やら奇きっ怪かいな塊かたまりだ。一ひと抱かかえもありそうな大きさの半球形で、表面は不自然にぼこぼこなあげくに、まんべんなく赤と黒の斑まだら模様がついている。

　どこから見ても凄すさまじく不気味で、口に入れたいようなものではなかった。

　レクスは謎なぞの物体を艶つやっぽい流し目で見やり、ジャスティンの頬を軽く撫なでやる。

「それがお前の考える真実か？　おかしな話だ。今回のケーキはきちんとふくらんでいるではないか。今までにない快挙だ」

「それはそうだけど、ありえない色だし、よく見ると表面に怪あやしい呪のろいの顔みたいな模様が浮かんでるし……絶対変だって！」

　ジャスティンは一いつ生しよう懸けん命めい主張して、しきりに撫でてくるくすぐったいレクスの手をちょこちょこ避よけた。

　この奇き妙みような物体──もとい、不気味すぎるケーキのようなものは、レクスのお手製だ。レクスが一いつ切さいの魔ま法ほうを使わず、手作りで焼いたものである。原料はもちろん小麦粉と卵と水とバターとその他もろもろの食べ物であり、こんなおそろしいものができる要因は何ひとつない……はずだった、のだが、できてしまったものは仕方がない。

「そりゃ、最強なくせに無気力すぎるレクスを見かねて、料理でもしたら？　って勧すすめたのは私だよ？　だけど、まさかあんたにここまで料理の才能がないなんて……むしろ、やればやるほど悪化してない？」

　悩なやむジャスティンの目の前で、レクスは空中から銀のスプーンを取り出した。

「表面の模様など偶ぐう然ぜんに決まっているだろう。大だい丈じよう夫ぶだ──見た目はお前の好みにあわなくとも、食べればきっと素す晴ばらしい夢が見られる。さあ口を開けてみろ」

「その夢、死ぬ間ま際ぎわに見るようなやつなんじゃ……」

　ジャスティンはぼそりとつぶやくが、レクスは問答無用、とばかりに自作のケーキに銀のスプーンを突つき立てる。

　その瞬間、ケーキから「きゅー」という細い悲鳴があがったような気がして、ジャスティンはびくりと震えた。

　レクスは気づいていないのか、気にしていないのか、赤黒いケーキの欠片かけらをスプーンに載せて優ゆう雅がにジャスティンを手招く。

　そんなレクスとケーキを見比べ、ジャスティンはものすごく真剣に考えこんだ。

（これ……どうしよう？　ここまで勧められてるんだから、いっそ食べるべきかなあ。見た目が最悪なのはともかく、怠なまけ者のレクスが頑がん張ばって作ったのは本当だもんね。一応材料的には食べられないものは入ってないはずだし、他ほかに被ひ害がいを広げるのも嫌いやだし、ゲテモノ変なもの大好きな人間としてはこのケーキの強きよう烈れつな怪しさにはちょっと惹ひかれるし……）

　何より、ここでレクスにやる気をなくされては、また彼が無気力な誘惑しかしない元の状態に戻ってしまうかもしれない。それは嫌だ、どうしても避さけたい。

　ならば、選ぶ答えはひとつだ。

　彼女が険しい顔で口を開けかけた、そのとき。不意に目の前に誰だれかが割りこむ。

「待ったっ！　レクス様。それ、俺が食ってみてもいいっスかね!?　なんか俺、急激に腹が減っちゃってー」

「エルデン？　どうしたの、急に」

　いきなりのことに、ジャスティンはびっくりして瞬またたいた。

　ジャスティンとレクスの間に割って入って彼女を守ろうとしているのは、朱しゆ赤きんの髪かみに金の瞳の快活そうな青年だ。レクスのものに似た灰色の軍服を着ていることからもわかるとおり、彼はレクスの部下の悪あく魔まであった。

　エルデンはちらと肩かた越ごしにジャスティンに視線を送り、にっこり笑って片目をつむる。

「大丈夫。ここは俺が引き受けるぜ。嬢じようさんは適当に逃にげちゃいな」

「え？　あの、気持ちは嬉うれしいんだけど、私……いっそ食べてみてもいいような気がしてきたところで……」

　ジャスティンが戸と惑まどって言い、レクスは唇くちびるに笑みを浮うかべたまま冷え冷えとした声を出す。

「エルデン、そこで何をしている。お前はさっき、秘書の用意したショートブレッドを全部平らげてルーナエを泣かせていなかったか？」

「あー、そういうこともありましたっけねぇ。でもあんなんじゃ全然足りなくって。ほら、最近嬢さんの趣しゆ味みで全然人間とか食べてませんしねー？　日々腹減り状態なんっスよ。いや、でもいいんですけどね、嬢さんのためなら！　俺だって今は高位悪魔だから、やる気にさえなればそのへんの草を食ってでも生きていけますし！　いやあ、愛って偉大だなあ、最近初めて知りましたよ。ねー、レクス様？」

　可愛かわいく首をかしげるエルデンに、レクスは切れるような笑みを深めた。

「ほう、では今すぐカタツムリにでも姿を変えてやろう。そのまま這はいずるものとして一生を終えてみるか？」

「わあ！　びっくりするほど直接的な脅おどしだー。すんごい殺気出てるし、いやあ、最近のレクス様は元気で正直でわかりやすくていいっスねえ！」

　そのへんの弱気な人間や小こ鬼おになら気絶でもしそうな殺気を発しながらの漫まん才ざいに、ジャスティンは軽く首をひねった。

（なんだろう。最近さらに仲良しになってきたな、レクスたちって。ちょっと仲間はずれにされてる気分、かも？）

　まさか自分のことでふたりが喧けん嘩かをしているとは思わず、ジャスティンはちょっぴり寂さびしい気分になっている。

（で、レクスとエルデンがやりあってたら、当然ルーナエも黙だまっていられないよね？）

　ここ数ヶ月の経験から傍かたわらの椅子いすを見ると、ちょうどそこに座っていた少年が勢いよく立ち上がったところだった。彼はもうひとりのレクスの部下で、名はルーナエという。青みがかった銀ぎん髪ぱつと紺こん色いろの瞳を持つ、冷たい印象の美少年だ。

　黙っていれば天使か人形かといったところだが、困った主君と困った仲間に囲まれてしまえば、いつも冷静ではいられない。

「……さっきから黙って聞いていれば……エルデン、お前はレクス様をなんだと思っているんです！　もっと敬意というものを持ちなさい、このケダモノが！」

　ルーナエは澄すんだ声で苛か烈れつに怒ど鳴なりつける。

　一方叫さけばれたエルデンのほうはというと、妙みように嬉しそうににやりと笑った。

「はっはー、残念！　俺はもう獣けだものなんかじゃねーっての。いいんだよ、俺は敬意うんぬんじゃなくて、いつかレクス様を殺すっていう約束でお仕えしてんだから。ルーナエ坊ぼつちゃんはおとなしく紅茶に砂糖でも入れて飲んでなさい。お前やレクス様が何を言おうと、何があろうと、俺はこのケーキだけは嬢さんに食わせるわけにはいかねーんだからさ」

「エルデン……偉えらい！」

　エルデンの宣言を聞いて、ジャスティンは思わず声をあげた。エルデンは自分が悪魔に造られた下級悪魔であることをずいぶんと引きずっていたのだが、どうやら少し前の事件でかなり自分の生まれをふっきることができたらしい。

　エルデンも成長したものだ、と思うと妙に感かん慨がい深く、ジャスティンはわずかに目をうるませてエルデンを見上げる。

　エルデンのほうはというと、彼女の涙なみだを何か違ちがう方向に誤解して、妙に精せい悍かんな笑みなどを返した。

「嬢さん……わかってくれた？」

　エルデンの独特なかすれ声を心地ここちよく聞き、ジャスティンは力強く頷うなずいた。

「うん。わかったと思う。エルデンは本当にレクスのことが大好きだし、そのことをきちんと自分で認められたんだね。今のエルデンは自分に正直でかっこいいよ。私だってレクスのことは大事だし、この不気味なケーキにも興味は湧わいてきたところだけど……ここはエルデンに譲ゆずる。私はいいから、心置きなく食べたらいいよ」

「へ？　え？　ケーキ……？　どうしてそうなるの、かなー……？」

　みるみる情けなくなるエルデンの顔に、ジャスティンはふと疑念を覚える。

（あれ？……ひょっとして私、何か間ま違ちがった？）

　しかしジャスティンが確かめる前に、意を決したルーナエが割って入ってきてしまう。

「どけ、エルデン！　味見は……不ふ肖しよう、この僕がする！　レクス様に一番の忠義を捧ささげるのはお前ではなく、この僕だ！」

「だから、俺はもうそういうことでは張り合ってないって言ってんだろーが、この坊ちゃんは！」

　エルデンが頭を抱かかえ、レクスはゆったりと問題のケーキを見下ろした。

「このケーキの人気は凄まじいものがあるようだな。いっそ売ったらどうだ、ジャスティン。この間エルデンが壊こわした塔とうの修理費の足しになるかもしれんぞ」

「どうかなあ。そのケーキ、確かに私には段々可愛く見えてきたんだけど、私が可愛く思うものって大たい抵ていみんなには受けないんだよね」

　ジャスティンがため息まじりに首をひねっていると、急に校長室の扉とびらがノックされた。

　はっとして顔をあげ、ジャスティンは唇に指をあてる。

「全員、静かに！」

　鋭するどく叫んだ途と端たん、悪魔たちはぴたりと黙った。それだけではなく、姿すらもふっと辺りの景色に紛まぎれて消えてしまう。

　彼らが完全に姿を消したのを確かく認にんしてから、ジャスティンは改めてノックの音を確認した。

（とん、とん、とんととん……うん、確かにこれは秘書さんが『学校長のジャスティン』に用があるときの合図。生徒さんや使用人仲間が叩たたいてるわけじゃない）

「──どうぞ？」

　身にまとった午後用のメイド装束を整えてから言うと、疲つかれた顔の初老の男が校長室へと入ってくる。彼は銀盆に名めい刺しを載のせて、ジャスティンの前で情けない顔で会え釈しやくをした。

「こんな時間に申し訳ありません。急なお客が来てしまいまして……いえね、今日は朝から嫌な予感がしていたんですよ。何か、悪い日だと思ったんです……ええ、予想的中ですよ」

（あいかわらず、有能なくせにとことん悲観的なひとだな。って、それはともかく）

　秘書の独特な愚ぐ痴ちをおもしろがりつつも、ジャスティンは事態のおかしさにも気づいている。秘書はジャスティンの事情をほとんどすべて知っていて、普ふ段だんはこの時間にはけして校長室に入ってこないのだ。

「ううん、いいの、バーナーズさん。でも、急なお客様ってどなた？『シェルズバーン・カレッジの学校長』としての私に会いたいって言っていらしたんだ？」

　受け取った名刺に書かれた名前は、ナサニエル・ウィンストン。

　どこかで聞いたことのある名前にジャスティンが首をひねっていると、秘書の背後でまたもノックの音がした。

　ジャスティンが『どうぞ』も言わないうちに、扉は勝手に外から開かれる。

「──失礼。緊きん急きゆう事態なので勝手に入らせてもらったが……なるほど、これが現実か」

　おそろしく苦い声で言い、招かれざる客は校長室に入ってきた。

　秘書は深い深いため息を吐つき、両りよう肩かたを落として告げる。

「ですから、このことにまつわる深くてとんでもなく不幸な事情はすでにお話ししたとおりでありまして、ですね……」

「きみは黙っていたまえ、わたしは彼女と話がしたいのだ」

　びしりと言って秘書を黙らせた客は、秘書よりさらに年配であろう紳しん士しだ。真っ白になった髪かみを綺き麗れいになでつけているが、顔にはまだ精悍さが残っているので老人という印象ではない。身につけたフロックコートや手にしたトップハットにステッキ、外がい套とうなどは見るからに高級で手入れが行き届いており、かなり裕ゆう福ふくな人間なのは一目でわかった。

（元気そうなひと。首筋に古傷があるし、ここまで背筋が伸のびてるんなら、きっと元軍人さんだな。軍人で、ウィンストンさん……うーん、知り合いではないよね？）

「ええと、よくいらしてくださいました。その……」

　はたして、この少しマナー違い反はんの方法で入ってきた客の名をこちらから呼んでもいいものだろうか？　上流階級のマナーについてジャスティンが迷っていると、さすがに相手は改めて自分から名を名乗った。

「ごきげんよう、お嬢じようさん。わたしはナサニエル・ウィンストン。ノースランド校長会の今期の議長を務めている」

（あ！　そうか、校長会のひとだ！）

　言われてやっと思い出し、ジャスティンはわずかに目を瞠みはる。

　校長会というのはその名のとおり、国内の私立学校の校長が集まって作る組織だ。この国で新規に私立学校を作りたい場合は、校長会に申しん請せいをして認められる必要がある。政府への届け出はその後だ。

　校長会はかなり地位のある紳士たちの集まりだから、当然紳士以外の人間が申請をしても基本的に受け入れられない。かなりのコネ社会だと言ってもいいだろう。また、一度加入した者も会員の多数決で除名されることがあり、そうなると学校を続けていられなくなる。

　その校長会の議長といったら、一学校長にとってはかなりの権力者だ。

（そんなひとが、どうして私のところに？　なんで秘書さんじゃ駄だ目めだったんだろう。……とにかく、変な態度をとるわけにはいかないな）

　改めて気合いを入れ、ジャスティンは軽く会釈をした。

「はじめまして、ウィンストンさん。シェルズバーン伯はく爵しやく家長女、ジャスティン・カーライルです。──まずは腰こし掛かけてください。その、色々と事情がありまして……こんな格好で申し訳ありません」

　何しろ格好がメイドのままなので、なおさら気をつけて上流階級らしい発音で言う。

　対するウィンストンは、座りもせずに鷲わしのような目でジャスティンをねめつけた。

「本来ならそうしたいところだが、その前にひとつ確認させていただきたい。このシェルズバーン・カレッジの学校長は、きみなのかね？」

（……？　どういう意味？）

　相手が何を聞きただしたいのかよくわからず、ジャスティンはちらと秘書を見やる。

　しかし秘書は小さく首を振ふるだけで、すっかりお手上げ、といった様子だ。

　仕方がないので、ジャスティンは慎しん重ちように事実を口にした。

「シェルズバーン・カレッジのオーナーは私の父であるシェルズバーン伯爵です。けれど彼は現在世界旅行中でして、代理人を立てて学校運営をしていたんですが、そこにまた不都合がおこりまして。今は私と秘書が協力して学校の運営を引き継ついでいます」

「それで、校長は？」

「書類上は空席ですが、事実上は私と思っていただいていいのではないかと……」

　正直、ジャスティンの他ほかにそれらしき人物はいない。実務全ぜん般ぱんは秘書が引き受けてくれるが、学校をどこに引っ張っていくかを考えるのはジャスティンの役目だ。

　ジャスティンは本当のことを言っただけなのだが、ウィンストンはわずかに目を細め、吐き捨てるように言った。

「──悪夢だ」

　ウィンストンの乱暴な言いように、ジャスティンは眉まゆをひそめて訊きき返す。

「……失礼ですが、一体何が悪夢なのでしょう？　校長会のほうにも、このことは申しん告こくしてあったかと思いますが」

　するとウィンストンは、獅し子しをかたどったステッキの柄えをジャスティンに向けて強い口調でたたみかけた。

「そのとおり、きみの申告に不ふ審しんな点があるためにわたしはわざわざここまで来たのだ。前の校長が不ふ祥しよう事じを起こしたので解任、ここまではいい。後任はシェルズバーン伯爵と連れん絡らくがつき次し第だい任命される。それまでは校長の役職は空席となる──それがきみの申告内容だったな」

「それで正しいかと思います」

「何が正しいというのだ！　個人的にも調べさせてもらったが、きみの父上は旅行中などではない。とうに死亡しているではないか！　しかも、よりによってきみが事実上の校長職に就ついている、だと？　確かにきみには相続権はあるだろうが、きみは未成年で、そもそも女だ。ただ権利を主張するだけならまだ可愛かわいいが、学校経営の実務に関かかわるなど言語道断！　紳士の学校は女子供の玩具おもちやではない！」

「……っ」

　反射的に言い返しそうになるのを、ジャスティンは懸けん命めいに我が慢まんする。

　ウィンストンの言うことももっともではある。ジャスティンの父親は未いまだに法律的には死んだことになってしまっているし、ジャスティンの財産は弁護士が管理している。

　この状況でのジャスティンの校長業に無理があるのは確かだ。女王陛下に個人的に応おう援えんしてもらって安心してしまっていたが、校長会への説明はいささか不十分だったかもしれない。

　ジャスティンは懸命に考え、なるべく声を落ち着かせて言う。

「ウィンストンさん、父は生きています。私は知っています。それに、私には学校の存続のためにできるかぎりのことをする用意もあります。……もしも校長会への説明が不十分であったというのなら、謹つつしんでお詫わび申し上げます。是ぜ非ひ、次の校長会には秘書と共に出席して……」

「きみなどを正式な校長会に呼べるはずがなかろう。寝ねぼけているのか」

　鋭く吐き捨てられ、ジャスティンはまたも言葉につまる。

（……駄目だ、このひと、私の話すことを聞く気がない）

　そんなジャスティンの頭の中に、レクスの声がひっそりと響ひびいてきた。

『ジャスティン、この人間を少し痛むやり方で殺していいか？』

『いいわけないでしょ！　あんたは黙だまってて。ここは私がどうにかするから』

　必死で念じ返してみるが、どうしたらいいのか、ぱっと具体案など思い浮うかばない。

　とにかく考えこむジャスティンの目の前で、ウィンストンは冷たい目つきで告げた。

「しかしわたしの独断できみとこの学校の処分を決めるわけにもいかん。この先の弁明は、校長会の他のメンバーがいる前でやっていただこう。民主主義らしい多数決でもろもろを決めようではないか」

「……急なお話ですが、誰だれの前でも私が言うことは同じです。いつでも、どこへなりとも参ります」

　一いつ生しよう懸けん命めい言いつつも、ジャスティンは内心首をひねる。

（なんだろう？　正式な校長会には呼べないって言ってたのに、あっという間に言うことが変わったな。非公式な会合でも開くってこと？）

　ジャスティンが不思議に思っていると、ウィンストンは平然と言った。

「よろしい。では急いで十二人ぶんの席を用意していただきたい。主要メンバーはもうそこまで来ているからな」

「は……い？」

　一体何を言われたのかわからず、ジャスティンは思わず訊き返した。

　視界の端はしで秘書がぐったりと頭を抱かかえているのが見える。

（ええっと、つまり、校長会の偉えらいひとたちが、今、そこまで来てるって言ったの、このひと……？）

　段々事態のおそろしさが吞のみこめてきたジャスティンの目の前で、ウィンストンはだめ押しのように言い放った。

「出来る限り早急に、ここで臨時の校長会を開こうと提案しているのだよ。理解できるかな、ジャスティン嬢。……もう、逃にげ隠かくれはできんぞ」
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「いきなり十二人のお客ーっ!?　一体なんなのよ、それっ！」

「私もよくわかんない！　とにかく急がないと！」

　ジャスティンが涙なみだ目めで叫さけび、メイド仲間のメイベルと一いつ緒しよにどたばたと石の廊ろう下かを駆かけ抜ぬけた。ウィンストンと十一人の紳士の襲しゆう来らいにより、シェルズバーン・カレッジの使用人区画は、もはや隅すみから隅まで大おお騒さわぎだ。

　メイドたちがシーツを抱えて普ふ段だん使っていない客室に突とつ進しんしていき、従僕たちも正式なお仕着せの上着を引っかけて走り回る。

（とりあえず、秘書さんを通して執しつ事じさんにおもてなしの指示は出したけど、いくらなんでも急すぎるって！）

　まずは食事の用意はどうなっているのか、ジャスティンはメイドの格好のまま大台所へ飛びこんだ。そこは他の場所にも増して怒ど号ごう飛び交かう阿あ鼻び叫きよう喚かんの世界である。

　太った年配の料理長が、執事に向かって野太い声で叫んでいる。

「ふざけなさんな！　こっちはいつも考えて食材のやりくりしてるんだ、無む駄だを出さないようにぎりぎりでな！　それが突とつ然ぜんなんの冗じよう談だんだ！」

「しかし午後のこの時間のお客様に食事を出さないわけにはいかん。どうにかまかなわなければ……このリストにある方々相手では、本来なら高級食材のひとつやふたつは入れたいところなのだ」

「はっは、笑えるね！　ウミガメとかクジャクとかを仕入れるのにどれだけ時間がかかるか知らないのか？　なんならあんたが首都の動物園から盗とってきな、そうしたら捌さばいてやるよ！」

　料理長に思いきり罵ば倒とうされ、執事は青い顔でつらそうに心臓の位置を押さえている。

（ああ、執事さんの心臓がますます悪くなる！　ごめんね、後で特とく別べつ休きゆう暇か出すから！）

　心の中で深く頭を下げて謝るが、ジャスティンにだってこの事態はどうしようもない。

（せめて何か……そう、おまじないでも使ってどうにかなることはないかな）

　彼女が懸命に考えていると、台所の隅の闇やみからにじみでるようにレクスの姿が現れた。

「ジャスティン。もしも料理が足りないようなら、わたしがひとつ……」

「料理はしなくていいからね！」

　顔も見ずに即そく答とうされ、レクスは優美に腰こしに手を当てて沈ちん黙もくする。

「………………そうか」

　ぽつりと囁ささやいたかと思うと、レクスはぱちんと指を鳴らした。同時に台所の作業台の真ん中に、どさどさっ！　と巨きよ大だいなウミガメが二匹ひきも落ちてくる。

　まだ塩水をしたたらせている新しん鮮せんなウミガメに、台所中の人間がぎょっとして注目した。

　しかし使用人たちはもう、レクスたち悪あく魔まの奇き行こうには慣れている。

　料理長は冷や汗あせを垂らしながらも、懸命にレクスから視線をそらして叫んだ。

「おお、なぜか偶ぐう然ぜんこんなところにウミガメが！　よーし、今から捌くぞ！」

　おお！　と他ほかの料理人たちも唱和して、いっせいに動き出した。ちなみに、この国ではウミガメは正式な晩ばん餐さんに欠かせない高級食材なのだ。正直ジャスティンはおいしいと思ったことがないが、好みは色々ということだろう。──多分。

「……ちなみに今のウミガメ、どこから盗ったの？」

　ジャスティンがこっそりレクスに訊きくと、彼は淡たん々たんと答える。

「あまりひとのいない南国の海からだ」

「うーん、なら盗ぬすみじゃないからいいのかな。ありがとうね、レクス。よーし、じゃあ、あとは私の着き替がえだ！　誰か、誰か手伝ってくれるひと……！」

　ジャスティンはさっさと頭を切り替かえて台所を飛び出した。

　さすがに十二人の紳しん士しの前で学校長として喋しやべるのに、メイド装束というわけにはいかない。かといって、淑しゆく女じよの服はひとりでは着ることができないから手伝いがいるのだ。なんとかかんとか言ってごまかして、誰かに手伝ってもらうしかない。

　ジャスティンが比ひ較かく的暇ひまそうなメイドを探そうと走り出した途と端たん、黙って後をついてきていたレクスがまた指を鳴らす。

　と、いつの間にやらジャスティンの格好は落ち着いた灰緑ベースのスーツに替わっていた。

「わわっ！　いきなりだなあ……鏡、鏡！」

　ジャスティンは慌あわてて自分の身体からだをぺたぺたと触さわり、長いスカートをつかんで使用人用の階段を駆けあがった。今までもよくレクスはこうやって衣装を出してくれたが、大たい抵ていは華か美びで場ば違ちがいなしろものだから安心できない。

　ジャスティンは勝手知ったる校長室に飛びこみ、部屋の隅から姿見を引きずり出してのぞきこむ。そしてほっと胸をなで下ろした。

「よかった──今回はこれで大だい丈じよう夫ぶそう。ありがとう！」

　鏡の中からジャスティンを見つめ返してくるのは、知的な落ち着きを感じさせつつも、若々しい華はなやかさもあるスーツをまとった自分だ。

　華やかなリボンタイとつけ襟えりつきのブラウスは黒で、上着は肩かたのあたりがふくらみ、あとはぴったり体に沿っている。スカートはバッスルで後ろをふくらませたものだ。服地に使われている灰緑と暗い赤を使ったチェックの生き地じは、ノースランドでは男性の正装に使われるもの。家それぞれで決まった模様があり、今では男性以外のファッションにも用いられている。

「あっ、このチェック、ちゃんとシェルズバーン伯爵家の証あかしの模様だね。すごい！　いつの間に調べてたの？」

「たいした手間ではない。お前が望むなら、この国中の富であろうとリボンをかけて──」

「よし、あとは髪かみをまとめたらどうにかなる、か。他に、やることは……」

「…………」

　ジャスティンが自分のことそっちのけで鏡をにらんでいるので、レクスは黙りこんだ。

　そして不意にジャスティンの腰を後ろから抱だき寄せる。

「っ、ちょっと、レクス！　こんなときに何やってるの！」

「──ジャスティン、かまえ」

　耳元で囁く甘い声に、ジャスティンはどっと疲つかれて肩を落とした。

「かまえって……猫ねこじゃないんだから！　いい？　今は大変なときなの。お茶の続きは、また落ち着いたらね。あんたのケーキはちゃんととっとくからね！」

　子供に言い聞かせるように言うと、レクスはジャスティンを放すどころかしっかりと抱き直す。強ごう引いんに縛しばりつけるようにではなく、優やさしく確かめるように。

（なんなの、もう……。こんなふうにされたら、あんまり乱暴もできないよ）

　妙みように恥はずかしくてわずかに赤くなるジャスティンに、レクスは穏おだやかに囁く。

「お前は何もわかっていない。お前が大変なときだからこそ、何かしようと言っているのだ。もっとわたしに頼たよれ。お前はわたしの主人だ。わたしをきちんと下僕として扱あつかってみせるがいい」

　言い方はあいかわらずだが、その内容はふわりと優しくジャスティンの胸に入ってきた。

（──レクス、本当に私のこと、心配してくれてる？　しかも悪魔関係のことでもないのに、やる気出してくれてるの？……ちょっと……ううん、かなり嬉うれしいかも）

　胸の鼓こ動どうが温かく打ち始めたのを感じて、ジャスティンは少し考えこんだ。

　レクスの気持ちを無駄にしたくなくて、そっと彼の顔を見上げる。いつもどおりの匂におい立つような美び貌ぼうにちょっと引きつりつつも、ジャスティンは告げる。

「……わかった。じゃあ、ひとつだけお願いするね」

「なんなりと、我が主あるじ」

　レクスは花がほころぶように淡あわく笑って、隙すきだらけのジャスティンの唇くちびるにそっと口づけを落とした。
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「皆みなさん、お忙いそがしいところをこのような田舎いなかまでわざわざご足労頂き、ありがとうございます。心から感謝の意を表させていただきます」

　精せい一いつ杯ぱい丁てい寧ねいに言って、ジャスティンは大食堂を見み渡わたした。

（それにしても、さすがに壮そう観かん。威い厳げんある紳士がきっかり一ダースか）

　先祖の肖しよう像ぞう画がに囲まれ、天てん井じようには美しい星座を描えがいた大食堂。

　普ふ段だんは正式な晩餐や、パーティーをするときに使う場所だ。

　その長机にずらりと身なりの正しい紳士『だけ』が座っているという光景は、ジャスティンにとっては初めて見るものだった。しかも誰だれもがあまり好意的ではない雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

　ジャスティンの横に座った秘書はもうすっかり青ざめて、目の前の資料をやたらといじくりまわしていた。

（なんだか嫌いやな雰囲気だけど、とにかくこの空気を変えなくちゃ）

　ジャスティンはあらためて口を開こうとしたが、いきなり校長会議長のウィンストンが重々しい声を響ひびかせた。

「では早さつ速そく本題に入ろう。このシェルズバーン・カレッジを存続させるか、閉へい鎖さを要求するかの多数決だ」

「多数決!?　待って下さい、そんな、いきなり決をとるだなんて！　まだ議論も何も行われていないんじゃないですか？」

　急なことにジャスティンが叫さけぶと、ウィンストンは視線もあわせずに言う。

「議論はすでに我々の中では終わったようなものだ。この学校の実態についても、充じゆう分ぶん調べはついている」

（何？　じゃあ、わざわざ校長会のメンバーが団体でここまでやってきたのは、形だけ整えて、とにかくシェルズバーン・カレッジを閉鎖に追いこむためだったっていうの？）

　さすがに全身が怒いかりで熱くなり、言葉を飾かざらずに反論したくなってきた。

　ジャスティンの父は彼女に『女は議論などするな』などとは言わなかったし、むしろおもしろがってジャスティンのつたない議論の相手になってくれたものだ。いざとなれば多少の論戦くらいはできるはずだった。

　決心して口を開きかけたとき、不意に頭の奥で甘い囁きがはじけた。

『──ジャスティン。奴やつらのやりようは異常なのだろう？　ならばお前は感情的にはなるな。戦いくさのときと同じだ。無む駄だ吠ぼえすれば、怯おびえていると思われる』

　これはレクスの声だ。ジャスティンはふと零こぼれかけた言葉を吞のみこみ、自分の足あし下もとへと視線をやる。スカートの脇わきにはレクスが姿を変えた黒くろ猫ねこが優美に寝ねそべっており、ジャスティンを見上げて真っ赤な片目を閉じてみせる。

『自分に頼れ』というレクスに、ジャスティンは『悪魔の能力は隠かくして、ただ傍そばについていてほしい』と望んだ。結果、こういうことになっている。

（……でも、正解だったかも。たとえ猫でも、味方がいるって思うと安心する）

　ジャスティンはぐっと唇を引き結んで黙だまりこんだ。

　冷静になろう。周囲を観察して、どこか突つき崩くずせる場所を探そう。まずはそこから。

　険悪になった雰囲気の中、少し穏やかな声が場を和なごませようと割って入る。

「まあまあ、少し待ちたまえ。確かにもう充分資料はあるよ。しかしせっかく我々がそろってここまでやってきたんだ。まさか釣つりをして帰るわけにもいかないし、少しお嬢じようさんに話をしてもらうのもいいんじゃないかな。彼女も話したいことはあるだろう。そうだね？」

　発言したのは、柔やわらかな声で実にテンポよく喋る紳士だ。その話し方には不思議な魅み力りよくがあって、彼が喋ると誰もが自然にそちらを向く。

　ジャスティンはとにかく発言をうながされたのが嬉しくて、力ちから一いつ杯ぱいお礼を言った。

「はい、ありがとうございます！」

「礼を言われるようなことではないよ、ジャスティン嬢。わたしはランドルフ・ロートン。エディトン・カレッジの校長で、参議院議員もやっている。きみとは面おも白しろい話ができそうな予感がしているんだ。紳士の学校の校長をやっているというのだから、きみは色々と物知りなのだろう？」

　卓たく上じように両りよう肘ひじをつき、指をあわせながらこちらを向いたロートンはなかなか感じのいいひとだった。白髪しらが交じりの黒くろ髪かみをぴったりとなでつけ、片眼鏡めがねの奥では深い青色の瞳ひとみが静かにジャスティンを見ている。歳としで言うなら四十歳前後くらいの紳士で、たまに見せる少し崩れた笑えみにはひとを惹ひきつける力があった。

　とはいえ腹の中を見せずに相手を試ためそうというような言葉選びは、さすがにこの国の紳士だけあるといったところか。簡単に信用することはできず、ジャスティンは慎しん重ちように告げた。

「──いえ、私は残念ながら、皆さんのような学識は持ち合わせていません。私が知っているのは、長い旅の間に父に教えてもらったことばかりなので。その、地図と磁石で目当ての場所に行ったり、食べられる草をより分けたり、そういうことはできるんですが……」

「まるで獣けものだな」

　誰かが小声で隣となりに囁ささやいたのが聞こえ、ジャスティンは少しがっくりした。

（子供の悪口じゃないんだから……。磁石を使う獣がいるんなら、見せ物小屋で大人気になっちゃうよ）

「ならば政治的なことは？　きみはノースランドの独立運動についてはどう思う？」

　次に飛んできたロートンの質問に、ジャスティンは驚おどろいて瞬またたく。

（女の子に政治の質問をするなんて、変わったひとだなあ。これは、なおさら慎重にならないと危ない予感だ）

　そもそも政治は男社会のものだ。わからない、と言っておくのがおしとやかな返答だが、この場合はそれもばかにされるだけだろう。

（なら、一か八ばちか返事はしよう。まずは相手の主義主張を考えないとね。校長会は、独立運動に対してはどんな態度をとっている団体だったっけ？）

　政治の話をするなら、相手の立ち位置を考えるのが重要だ。

　ジャスティンは今まで得てきた知識を総動員して、ゆっくりしゃべり出す。

「……運動自体は大事だと思います。ノースランドの意志と文化は重んじられるべきです。私がシェルズバーン・チェックを身につけているのは、ファッション性のためではなく、ノースランド古王国の末まつ裔えいとしての誇ほこりのためです。──けれどサウスランドとノースランドが互たがいに支え合って栄え、法と教育の面でノースランドの独自性が認められている現状では、連合王国からの独立は現実的な話ではないとも考えます。……もし現実的に独立を考えるなら、社会制度自体を百八十度変える必要性が……」

　レクスに出してもらったスーツもちゃっかりからめて話していくと、紳しん士したちは実に微び妙みような反応を返してきた。何人かは面白そうな顔をしているが、ほとんどは逆にこめかみを押さえたり、天井を仰あおいだり、鼻で笑って嫌な視線を送ってきたりする。

（……何か変なこと言ったのかな、私）

『逆だな。まともなことを言い過ぎだ。お前をばかにしたい人間の反感をかっているぞ』

　冷静な突っ込み念波を送ってきつつ、黒猫は長卓の下で大きくあくびをした。

　彼の言葉を裏付けるように、ウィンストンがいらいらとジャスティンの言葉をさえぎる。

「その辺にしておきたまえ。女が政治の話をするのははしたないと教わらなかったのか？」

「失礼、わたしが話をふったせいだ。それに、彼女はなかなか賢けん明めいだよ」

　すかさずロートンが謝罪してくれるが、今度は他ほかの紳士たちからも不満の声があがる。

「ばかばかしい。彼女は半はん端ぱな政治知識などより、家庭の切り盛りを覚えるべきだ」

「女家庭教師はついていないのか？　社交界は？　なぜ周りは彼女を野放しにしている？」

「そもそも、女のもとでまともな紳士が育つわけがない。この学校、できそこないの吹ふきだまりだと言うじゃないか」

　ついに話が生徒たちのことにおよび、ジャスティンは黙っていられなくなって叫んだ。

「お言葉ですが！　うちの生徒さんたちはできそこないなんかじゃありません。ただ、少しばかり個性的だったり、家庭の事情でひねくれて見える場合があるだけです！」

「それができそこないだと言っている！　課外授業に収まりきらない個性などひねり潰つぶせ！　我が慢まんを教えこんでこその全ぜん寮りよう制せい私立学校だろう！」

　紳士の高圧的な怒ど鳴なり声に、ジャスティンは思わず卓に手をついて本音を口にする。

「個性はひねり潰したからってなくなるものじゃありません！　そうやって生徒の逃げ場をなくすことだけが正しいんですか!?　そういった高圧的な狭きよう量りようさがご家庭でも学校でも発揮されたあげくに、結果としてできそこないと呼ばれる人間を増やしているのでは？」

　ジャスティンの言葉に紳士はおおいに青ざめ、ついにウィンストンが大きな拳こぶしで卓を叩たたいて叫んだ。

「黙れ、このもの知らずが！　そもそもこんな議論自体が無む駄だなのだ。このような学校が我が国にあってはならん！　わたしは断じてゆるさんぞ！」

「……っ！」

　ジャスティンは歯を食いしばった。

（やっぱり、何も聞く気なんてないんじゃない！）

　ジャスティンにも薄うす々うすわかってはいた。こんなのは茶番なのだ。

　こういった場で意見を通すために本当に必要なのは、根回しや何かであらかじめ味方を作っておくこと。なのに彼らはいきなりやってきて、そんな時間すら与あたえなかった。

　結論は最初から出ている。ウィンストンたちは学校をつぶすためにここまで来たのだ。

（どうしよう。もうどうにもならないの？　せめて、あともう少しだけでも……）

　ジャスティンが必死に考えていると、辺りにロートンの静かな声が響ひびいた。

「……頑がん固こと怒りっぽさは、我らノースランド人の欠点だね。わたしはそう思う」

「ロートン卿きよう、あなたはさっきからどうしてこの小こ娘むすめの肩かたを持たれるのかな」

　怪け訝げんそうな顔をして隣の紳士が訊きく。ジャスティンもそこは疑問だった。

（どうしてロートンさんは私に好意的なんだろ。……そういえば、どこかで顔を見たような）

　ジャスティンのうろ覚えの記き憶おくを肯こう定ていするように、ロートンはジャスティンの顔をまっすぐに見て告げた。

「わたしはシェルズバーン伯はく爵しやくとは友人だったんだ。彼は穏おだやかに見えて、先進的な考えを持つ頑固者でね。議論となると実に苛か烈れつだった。……ジャスティン嬢は彼によく似ているよ」

（父様のお友達──？　そうか、ひょっとしてあの写真！）

　途端に頭の中に一枚の写真が思い起こされ、ジャスティンは目を瞠みはる。

　父の書しよ斎さいの引き出しから出てきた一枚の写真。父が所属していたという『エルズバラ冒険者クラブ』の集合写真に、確かにこのひとはいた！

　いつの間にやら静かになった大食堂でロートンは立ち上がり、辺りを見み渡わたして告げる。

「シェルズバーン伯爵はわたしだけではなく、我々みんなの友であったと思う。ゆえにわたしは提案したい。彼女に可能性を与えてみてはどうだろう。──わたしは、自分が毎年主しゆ催さいしている合同研修に、シェルズバーン・カレッジの生徒を招待してもよいと考えている。そこでの出来を見れば、彼女の学校の、資料だけではわからない本質の部分が見えてくるだろう。そして万が一、シェルズバーン・カレッジが他の学校の生徒たちを抑おさえて一番の成績を取れば……それは彼女が今までやってきたことの証明になる。我々は彼女の学校の行く末を友として見守れるはずだ。──どうだね？」

　ロートンの言葉には、意外にも反論の声はあがらなかった。誰だれもが少し決まり悪い顔で黙だまりこくっている。おそらくは、シェルズバーン伯爵の名が出たからなのだろう。ジャスティンのことは批判できても、シェルズバーン伯爵家自体は相当古くて伝統ある家いえ柄がらなのだ。

（──父様が、助けてくれてる）

　自分の無力を思い知ると同時に、ジャスティンの胸には父への感謝の思いがじわりと湧わいた。父は今どこにいるとも知れないけれど、ここには彼の友がいて、ジャスティンに助けの手を伸のべてくれている。

（この機会を、無駄にしては駄だ目めだ。父様のためにも、できることをしなくちゃ）

　ジャスティンは胸の温かさを抱だいて、ロートンに深く頭を下げた。

「ありがとうございます。よろしければ、その合同研修、ぜひ参加させていただきたいと思います。その……具体的には、どんなことをするんでしょうか？」

　ロートンはジャスティンを見つめて微笑ほほえみ、こともなげに告げた。

「わたしの合同研修はね、ノースランド中の私立学校の中でも、文武共に成績が優ゆう秀しゆうだった学校から、数名ずつの生徒を招待して行う慰い安あん旅行みたいなものだよ。わたしの所領の島でしばしの休きゆう暇かを楽しむんだ。その前にちょっとした学力、礼法、スポーツ、軍事教練についての試験をやって、成績優秀者にはメダルを贈おくる。結果として、このメダルはノースランドでも一番の成績優秀者の証あかしになる、というわけだ。……遊びみたいなものだろう？」

　ロートンはにこにこと笑っているが、ジャスティンの顔色は徐じよ々じよに悪くなってきた。

『遊びどころか、まさしくこの国の学校の一番を決める総合試験だな。勝算はあるのか？』

　足あし下もとで黒猫がジャスティンを見上げてくる。

　もちろんそんなもの、ありはしなかった。
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「と、いうわけなのよ」

　珍めずらしく疲つかれた顔をしたジャスティンは、教室棟とう裏の枯かれバラ園にいた。

　ジャスティンがせっせと世話をしたり、たまに庭師に入ってもらったりしているせいで段々整ってはきているが、まだ人ひと気けのない場所だ。

　枯れバラの茂しげみに隠かくれてジャスティンの話を聞いているのは、生徒のひとりでフランシスという。金きん髪ぱつで長身、美形、成績抜ばつ群ぐんなうえ物もの腰ごしは優ゆう雅が、という一見完かん璧ぺきな優等生だが、実は度を越こしたオカルト好きの変人で、ジャスティンや悪あく魔またちの事情も大体知っている人物だ。

「それで、僕にその研修とやらに出席する優秀な生徒集めをしろっていうことだね？　難しいなあ」

　ロートンが提案した合同研修という名の試験について聞いたフランシスは、難しい顔で自分の頬ほおに指をあてる。

　ジャスティンはフランシスの足下で、彼の連れている大型犬をがしがしなでながらため息を吐ついた。

「やっぱり？　あくどいこととかオカルトなら、きっとどの学校にも負けないんだけど……そこまでまっとうな勝負だと、正直勝てる気がしなくって」

「だよね。でもまあ、僕も協力してどうにかするよ。こんなにオカルトに理解があるうえ、高位の悪魔がうろついてる学校なんて他にはないからね。絶対になくしたくない」

　力強く言うフランシスに、ジャスティンは勢いよく立ち上がって彼の手を取った。

「ありがとう、フランシス！　あんたはそう言ってくれると思ってた！」

「当然のことだよ。……そういえばその旅行、きみときみの悪魔たちもついてくるの？」

　フランシスは完璧に美少年然とした笑えみを浮うかべて訊いてくる。

「うん。私はお世話係としてついていくし、レクスたちにはまた例のごとく、生徒のふりでついてきてもらおうと思ってる。私が学校の存続がかかってる勝負を放ほうっておくわけにはいかないし、レクスたちはレクスたちで、ほっとくとろくなことにならないだろうから。で、このへんをごまかすのが色々面めん倒どうだから、先生を連れて行くのはなし。かわりに、校長会のロートンさんに後見人になってもらってるしね」

「そうか。またあの悪魔たちと机を並べられるのは嬉うれしいな。でも、参加する生徒は彼らにあんまり動じないひとがいいかもね」

　ふたりしてこそこそ話し合っていると、不意に傍そばの灌かん木ぼくの茂みががさりと音を立てた。

（うっ、何？　ひょっとして、またレクスかな？）

　ぎょっとして見やるが、茂みから出てきたのは意外にも暗い茶色の髪かみの最上級生だ。少し鋭するどい瞳ひとみでジャスティンを見つけ、メイドとしての名前を呼んでくる。

「ジャネット！」

「あ……メルヴィン。ど、どうしたの？」

　相手が生徒で一いつ瞬しゆん安心しかけたものの、ジャスティンはすぐに戸と惑まどいに声を揺ゆらした。

　この生徒、メルヴィンは熱ねつ烈れつにジャスティンを好いている生徒のひとりで、かつてラブレターを渡してきたこともあることを思い出したのだ。

（あのラブレターの返事、結局まだ書いてないんだよね。うわあ、気まずい……）

　ジャスティンが小さくなっていると、メルヴィンはなぜかきょろきょろと辺りを警けい戒かいしてから、ジャスティンに向き直って言った。

「いや、きみの声が聞こえたから来てみただけなんだけど……ああ、フランシス。きみもいたのか」

「こんにちは、先せん輩ぱい。ジャネットが困ったことがあるっていうんで、ちょっと話を聞いていたんです」

　フランシスはあっという間に優等生の仮面をかぶり、さわやかに言う。

　それを聞くと、メルヴィンは顔をしかめてジャスティンに視線をやった。

「──悩なやみ事か。きみは、俺にはそういうことは言ってくれないのに、彼には言うわけなんですね？」

「や、や、あの、そういうわけじゃなくってね……？」

（そういうわけってどういうわけよ、私……。どうしよう。なんだかメルヴァンのこと、変に意識しちゃってる。どういうふうにするのが一番いいんだろ？　まずはラブレターの返事の件を謝る？　でも、一体なんて言えばいいの？　ああもう、変に顔が熱くなってきちゃうし！）

　柄がらにもなくうろたえるジャスティンに、メルヴィンは少しきつい口調で問いを投げる。

「学校の存続がどうのっていう話がちらっと聞こえたけど、あれは俺の聞き間ま違ちがい？」

「え、その辺りから聞いてた、の？」

　慌あわてるジャスティンを見かねて、フランシスが微笑んで一歩前に出てくれる。

「どっちにしろ、もう卒業間近の先輩には関係ないんじゃないですか？　あとのことは我々がどうにかしますよ」

「俺はジャネットと話をしている。いいや──ジャスティンか。きみも、俺はきみの悩みを聞く資格はないと思う？」

　ジャスティン、という本名が耳に飛びこんできて、ジャスティンははっとして顔をあげた。

　メルヴィンは怖こわいほど真しん剣けんな目でまっすぐこちらを見つめている。

　生徒たちにとって自分はジャネットのはずだ。メルヴィンも手紙をくれたころは完全にジャスティンをジャネットだと思っていた。それが今、本名を知っているということは……。

　ジャスティンはどうにか戸惑いを胸の奥に押しこみ、問いを投げた。

「今の、フランシスとの話……最初から聞いてたの？」

「ああ。悪いけど、こっちへ来るところを見かけたからついてきたんだ。紳しん士しらしくないふるまいだって言って怒おこるかい、影かげのオーナーさん」

　もはや悪びれることもないメルヴィンに、ジャスティンは途と方ほうに暮れる。

（……これはもう駄目だ。一気に噂うわさになっちゃうな。まあ、しょうがないことだけど）

　本当に誰にも正体を知られたくなければ、もっと慎しん重ちようなやりようは色々あった。特に今回の合同研修の一件では、自分の正体がばれるのは半ば覚かく悟ご済みだったのだ。

　ジャスティンは小さく首を横に振ふって言う。

「いいえ。……どちらにせよ、いつまでも隠していられるとも思ってはいなかったし」

　メルヴィンはそんなジャスティンを見て少し複雑な表情を浮かべ、真剣に続けた。

「別に俺はこのことを言いふらしたりはしない。なんの得もないしね。むしろ、その試験とやらにつきあったっていい。やるとなったら全力でやるよ」

「本当？　ありがとう、メルヴィン！　私──」

　思わぬ協力の申し出に、ジャスティンはぱっと顔を明るくした。

　しかしメルヴィンは一歩前に出て、抑えた声で思いもかけないことを告げる。

「ただ、それで本当にこの学校が一位の成績を取ることができたら、俺とつきあうと約束してくれ。シェルズバーン伯爵家のお嬢じよう様さまと、貴族でもない俺とじゃ、釣つり合わないかもしれないけど……本当に、本気なんだ」

（え？　ええ!?　つきあうって、そんな……）

　いきなりのことに、ジャスティンは呆ぼう然ぜんとしてメルヴィンを見つめ返す。彼はあいかわらずものすごく真剣で、まっこうからジャスティンを見ていた。メルヴィンが緊きん張ちようしているのがひしひしと伝わってきて、思わずジャスティンの呼吸まで苦しくなってきてしまう。

　──彼は本気だ。一世一代の決心をして言っているのだ。

　こんな本気を断る理由など思いつくことができなくて、ジャスティンはぎこちなく頷うなずく。

「……わかった。私なんかでいいなら」

　そう告げた途と端たん、メルヴィンの目は驚おどろきに見開かれる。

　そしてすぐに感かん涙るいに瞳をうるませ、ジャスティンの手を取った。

「約束だよ」

　強く小さく囁ささやいて、メルヴィンは大事そうにジャスティンの指にくちづける。

　その柔やわらかな感かん触しよくに、ジャスティンの胸はずきりと痛んだ。小さいが、重く鈍にぶい痛み。

　何か、とんでもないことをしてしまった後のような……。
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「やー、いい天気でよかった……って言いたいとこだけど、ひでー煙けむりだな、こりゃ」

「まったくです。放ほうっておけば僕の美しい髪に煤すすが落ちる。これだから人間の築くものは無ぶ粋すいだと言うんです」

　エルデンとルーナエがいつもの調子で言って空を見上げる。

　ふたりはカレッジの制服である紳士装束で、ジャスティンの横に立つレクスも同じくだ。

　汚よごれに強いツイードのスーツに身を包んだジャスティンは、晴れなのに煤よけの傘かさをさして小さく笑った。その少し後ろには、フランシスとメルヴィンを含ふくむ四人の生徒が荷物を手に辺りを見み渡わたしている。

　ここはノースランド第一の大都市、グレンゴー。

　エルズバラよりさらに壮そう大だいな家々の群れの間に、無数の煙えん突とつが立って煙を吐き出している。

　ジャスティンたち一行は、ロートンの言う試験のためにこの街の港にやってきたのだ。

　熱のこもった空気の中、すっかり灰色になった空を眺ながめてジャスティンは言う。

「都会はこれがあるからね。でも、この煙は富の象しよう徴ちようなんだよ。グレンゴーはノースランドでは一番の人口を誇ほこる大都市で、造船業では世界一なんだもの」
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「人間というのは妙みようなものだ。弱いがゆえにちまちまとものを作るのにたけている。こんなもの、壊こわす気になれば一瞬だが」

　制服の上に灰色の細身の外がい套とうを身につけたレクスは、深みのある声で言いながら港の道を歩いていく。

　その姿はただそこにいるだけで匂におい立つように美しく、艀はしけから荷下ろしをしている男たちも、道ばたに屋台を出して芋いもやウサギや果物を売っている女たちも、残らずうっとりと彼を視線で追った。

　ジャスティンは後ろの生徒たちを気にしながら、すばやくレクスの後に続く。

「何も壊しちゃ駄だ目めだよ、レクス。いい？　今回はシェルズバーン・カレッジと他ほかの学校の対決なんだから。魔ま法ほうは一いつ切さい使っちゃ駄目。使ったらまた口きかないからね」

「わかった、がんばってみよう」

　レクスは神速で返事をした。どうも、レクスにとってジャスティンに無視されるのはかなりこたえることらしい。そこへ後ろからやけに楽しそうなエルデンが顔を出してきた。

「嬢じようさん、俺は？　俺が万が一魔法使ったらどうなっちゃうの？」

「エルデン？　そうだな、あんたは犬の格好に戻もどして、粉こな石せつ鹸けんで洗う。で、バラ水かラベンダー水をつけて乾かわかすのはどう？　きっとふかふかで安らぐいい匂いになるよ」

「い、いや、俺は犬じゃなくて狼おおかみなんだけど……っつーか地味に嫌いやだな、その仕打ち！　何、花の香かおりの悪魔って？　魔界の奴やつらにすっげぇばかにされる！」

　本気で青ざめるエルデンの横で、ルーナエはぎろりとジャスティンを睨にらんで叫さけぶ。

「言っておくが、僕は一切協力しないからな！　僕の主あるじはレクス様以外にはいない。今回だって、レクス様についてきただけなんだ。断じて、お前についてきたわけではない！」

「そっか……。でも、学力試験では一番頼たよりになりそうなのはルーナエなんだけどなあ。エルデンはあれだし、レクスは怠なまけ者でしょ？」

　ジャスティンはなるべくルーナエの誇りを刺し激げきしないように言うものの、ルーナエは冷たい美び貌ぼうに侮ぶ蔑べつの色をのせて言い放った。

「ふん。僕を動かしたいなら、これ以上レクス様につきまとわないとでも誓ちかえ。そうでなかったらこの場で這はいつくばってみせろ」

「──それでいいの？」

　言われたとおり、ジャスティンは立ち止まって道ばたに両りよう膝ひざをついてみる。

　正直都市の道は綺き麗れいなものではないが、もっととんでもないところも旅してきたジャスティンにはたいしたことではなかった。

　逆に生徒たちや、道を行く人々が何事かとぎょっとしている有様だ。

　ルーナエも思いきり目を見開き、慌ててジャスティンを罵ば倒とうする。

「ばっ……ばかっ！　こんなところで本当に這いつくばるばかがいるか！　立てって！」

「ルーナエの気がすむなら、これくらいなんでもない。お願いできないかな」

　真顔でそう言うと、ルーナエは険しい顔でぐっと言葉に詰つまってしまった。

（やっぱり、ルーナエにとっては難しいことなのかな。彼、レクスたちの中では一番貴族的だもんね。そもそも悪魔を生徒の頭数に入れて試験に参加させるって時点で反則のような気もするし──とはいえ、この目立つ悪魔を員数外で連れて行くのは、見つかったときの被ひ害がいが大きすぎるし）

　ジャスティンが悩なやんでいると、不意にレクスに腕うでをつかんで立たされる。

「レクス？」

　ジャスティンが名を呼んでも答えはなく、レクスは手ずからジャスティンの膝を払はらったかと思うと、実に物もの憂うげな赤い瞳ひとみでルーナエを見た。

「──ルーナエ」

「は、はい……」

　ぞくぞくするようなレクスの甘い声に、ルーナエはびくりとして全身を硬かたくする。

　レクスは美しい指を伸のべてルーナエの細いあごをとると、うっすらと微笑ほほえんで告げた。

「わたしがわざわざ命令しなければわからないのか？　わたしはこの指ひとつ動かすのにも疲ひ労ろう困こん憊ぱいするというのに、お前はわたしに何を支払わせるつもりだ。その価値がお前にあるとでも思っているのか？」

「ちょっと、レクス！　それはあんまり……」

　あまりの言いようにジャスティンも口を挟はさもうとしたが、漂ただよう迫はく力りよくがすごくてついつい気け圧おされてしまう。ルーナエはレクスの瞳を見つめたまま、いつもからは想像できないような困こん惑わくの色を浮うかべて立ちすくんでいた。

「レクス様……僕は、いつでもレクス様のことを思って……」

「ならば手間をかけさせるな。彼女のことは后きさきと思って遇ぐうせ。意味はわかるか？」

　レクスの声は度を越こして優やさしいのに、なんでこんなに冷たく響ひびくのだろう。

　ルーナエは震ふるえる銀色のまつげを伏ふせて、消え入りそうな声で言う。

「わかり……ます」

　答えを聞いたレクスはすぐにルーナエのあごを放し、また飄ひよう々ひようと歩き出してしまう。

「レクス、待って！」

　慌あわてて追いすがろうとしたジャスティンだが、ひょいとエルデンに腕をつかまれた。

　何事かと思って振ふり返ると、エルデンは苦笑いで片目をつむる。

「ほっとけよ。悪魔同士の関係にまで、なんでもかんでもあんたが口出しするのは筋すじ違ちがいだ。そもそもあんたにかばわれても、ルーナエは喜ばねぇぜ」

「それはそうかもしれないけど──今のはひどいよ、ルーナエはレクスのことが好きなだけなのに」

　足音を立てずに歩いていくレクスと、肩かたを落としてついていくルーナエを見送りながら、ジャスティンは途と方ほうに暮れる。レクスとエルデンといい、レクスとルーナエといい、どこかボタンを掛かけ違えたような関係に見えて、なんだか放っておけなかった。

　エルデンは頬ほおのあたりを軽くかきながらため息を吐つく。

「好きなだけっつっても、この場合変なのはルーナエのほうだぜ？　面おも白しろけりゃ、裏切り、闇やみ討うち、なんでもありなのが悪魔の世界の常識だ。悪魔同士で忠義者やりすぎたら、ばかみるだけだっての」

「そういうものなの？　悪魔には絶対の忠誠とかはないんだ？」

　ちょっと驚おどろいてジャスティンが訊きくと、エルデンは気楽にうなずいた。

「おう。ないない。ルーナエははっきり言って変。レクス様にこだわるキュリオス様みたいに、気に入った相手なら戦いたい、っつーほうが普ふ通つうの考え。ルーナエって俺のことも嫌きらいだ嫌いだって言いつつ、高位悪魔らしい振る舞まいとか術とか、全部教えてくれたんだぜ？　こっちは面めん倒どうだからすぐに逃にげたり戦せん闘とうしかけちゃったりしてたけど、めげなかったもんなー。そのへんはわけわかんねぇよ、あいつ。俺ならあんなの絶対無理！」

（そっか……じゃあ、レクスの対応のほうが悪魔的には普通なのかな。でも、あれじゃあんまりにもルーナエが報むくわれないよ）

　ジャスティンが悲しい気分になっていると、エルデンがぐしゃぐしゃと乱暴に頭をなでてくれた。

「ほら、気にすんなって。嬢さんがへこんだ顔してても、なーんもよくはならないぜ」

「……うん。そうだね」

　エルデンが慰なぐさめてくれるのは素す直なおに嬉うれしくて、ジャスティンはうなずいた。

　そうだ、何事もひとつひとつ、できるところからやっていかなければならない。ルーナエのことも心配だけれど、今は目前に迫せまった問題のことを考えなければ駄目だ。

（あの角を曲がれば、ロートン卿きようの船が見えるはず。……あれ？　あのひとって……）

　澱よどんだ運河沿いの道の先を見やると、ふとひとりの青年が目につく。

　なぜか道の真ん中に突つっ立ってこっちを見ているアッシュ・ブロンドの青年。

　片手に大きな楽器のケースを持った彼は、ジャスティンと目があうと軽く手を挙げ、まっすぐこちらに歩み寄ってきた。

　そしてジャスティンの目の前に立つと、穏おだやかな顔で容よう赦しやないことを言う。

「あいかわらず目立つな、きみたちは。見た目だけなら天使の群れだ。もちろん中身はまったく逆だが」

「ユリアン！　なんだってこんなところにいるの？」

「通りすがりの音楽家、に見えないか？」

　平然と言ってのけるものの、ジャスティンはユリアンが音楽家などではないと知っている。彼は人間優位の契けい約やくを結んだ悪魔契約者を使って、ひとと敵対する悪魔を狩かる女王陛下直属機関、退魔庁の一員だ。

　ユリアンの持つ楽器ケースをちらりと見下ろし、ジャスティンは小声で訊いた。

「音楽家も何も、そのケースの中身、どうせライフルでしょ？」

「勘かんがいい女は好きだ。何しろあまりたくさん喋しやべらなくて済む。では行くか」

「ちょ、ちょっと待って、行くってどこへ？　まさか……」

　嫌な予感にジャスティンは口ごもるが、ユリアンは平然と歩きながら告げた。

「俺はきみたちから目を離はなすわけにはいかん。よりによって船旅では、そのまま国外逃とう亡ぼうされたらたまらんからな」

「逃げるわけないじゃない！　ちゃんとこの旅行のことは退たい魔ま庁に連れん絡らくしたし、大体学校の旅行なんだよ？　ユリアンは学生には見えないからもぐりこむのは無理だって！　そもそも近くの島に行くだけなんだし……！」

　ジャスティンは慌ててユリアンを追いかけ、ふと目の前に広がった光景に言葉を失った。

　運河沿いの道が終わり、目的の港に出たのだ。

　どっと海からの潮風が吹ふき寄せる。視界が開け、ひと、ひと、ひとでごった返した港の向こうには、巨きよ大だいな船が堂々とした姿を見せていた。

　一いつ瞬しゆん壁かべでも出現したのかと思わせる大きさの、鋼鉄で出来た船。

　あまりの大きさに少しの間遠近感がおかしくなる。慌てて船の甲かん板ぱんに見える人々の大きさと比べてざっと計算してみると、端はしから端までは百五十メートルほどだろうか。かつて世界中の海を制した帆はん船せんとは違い、もうもうと煙を吐く煙えん突とつを持つ最新式の蒸気スクリュー客船だ。白い帆ほをなびかせる帆船が女め神がみにたとえられるなら、こちらは力強い王の貫かん禄ろくを備えている。

「うわあ……！　すごい船！」

　ジャスティンは思わず声をもらし、ユリアンは小さく頷うなずく。

「世界一周でもできる規模だな」

　確かにユリアンの言うとおりだ。

　途と端たんにかつての父との旅の記き憶おくが蘇よみがえり、ジャスティンは胸が高鳴るのを感じた。

（船に乗るのも久しぶり。──このまま、また冒ぼう険けんの旅に出て行けたらいいのに）

　ふとそんなことも頭をよぎるが、これから始まるのは自分の学校を守るための闘たたかいである。

　ジャスティンとユリアン、そして悪魔と生徒たちが集まったところで、船の近くに立っていたロートンがこちらを見つけた。ロートンは破顔し、大きく手を振って呼びかける。

「やあ、来たね、シェルズバーン・カレッジのみなさん。ようこそ我がネレウス号へ！」
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「我がネレウス号は、純じゆん粋すいな客船としては現在世界最大級の規模を誇ほこる。甲板は四階層に分かれ、その上にある操そう舵だ室や船長室などを加えると、全部で六つの階層でできているのだよ」

　船のオーナーであり校長会のメンバーでもあるロートンの説明を聞きながらも、ジャスティンは船の様子に視線を奪うばわれっぱなしだ。

　わざわざ絨じゆう毯たんを敷しいたタラップを渡わたって船内に入ると、そこは赤絨毯とマホガニーのカウンターと、重じゆう厚こうな家具や絵画が並ぶ、高級ホテルのロビーそのものである。

「いらっしゃいませ、ようこそネレウス号へ」

　目に痛いほどの白に金モールをあしらったお仕着せのドアマンが深くお辞じ儀ぎをし、歩み寄ってきたポーターが荷物を持ってくれる。

　ジャスティンは目をきらきらさせて辺りを見み渡わたした。

「まるで首都の高級ホテルみたいですね」

「女王陛下をお迎むかえしても恥はずかしくないように造ってあるからね。さあ、これがきみの部屋の鍵かぎ。こちらが生徒たちの部屋の鍵だ。きみは女性だから一人部屋だが、生徒たちは四人部屋ふたつを使ってもらうことになる」

「ありがとうございます、ロートン卿。じゃあ、みんなの部屋割りは……まあ、最初から決まってるようなもんだよね」

　あらためてレクスたちを含ふくめた生徒の面々を眺ながめ、ジャスティンはレクスとフランシスにそれぞれ鍵を渡した。どう考えても、悪魔組と人間組に分かれるしかない状じよう況きようだ。

　もっともフランシスだけは、穏やかに笑って言い放つ。

「僕はちょっと、レクスたちの部屋にも泊とまってみたいけどね」

「やめろ。それだけはやめとけ。すごいものを見るぞ、お前」

　一気に青ざめたメルヴィンが虚うつろな声で言うが、フランシスは目をうるませてうっとりし始める。

「だからこそ楽しそうなんじゃないか！　何が見られるんだろうなあ……ふふ、くわしく考えるだけで背筋が凍こおって死にそうな気分になって、それが実に気持ちいいよ！」

「……お前……。薄うす々うす何か変だとは思ってたけど、普通の優等生じゃなかったんだな……」

「きみは見たとおりの悪党候補生だよね。これからしばらくよろしく、先せん輩ぱい」

　にこにこするフランシスと、げっそりとしたメルヴィンが握あく手しゆをするのを眺めてから、ジャスティンはユリアンの姿を捜さがした。

　ユリアンは楽器ケース片手にフロントで何やら話し、あっさり鍵を貰もらっている。

「あの、ロートン卿。あのひとは……」

「ああ、楽師だろう。礼法の試験でダンスもやるからね、頼たのんであったんだよ」

（なるほど、元々船に乗る予定だった楽師さんと入れ替かわったわけか。さすが組織のひとだ、根回しが万ばん全ぜんすぎる）

　ジャスティンが感心していると、何やらとげとげしい視線が頬ほおのあたりに刺ささるのを感じた。なんだろう、と振ふり返ってみればロビーの隅すみに置かれた革かわを張った椅子いすや、その傍かたわらに集まった他校の生徒たちの姿が見える。

　当然高学年の生徒が多いようで、皆みな少年というよりは青年の域だ。誰だれもが完かん璧ぺきに身だしなみを整え、少し気取った調子で話しあいながらちらちらこちらを見ている。

　さっきから刺さってくるのは彼らの視線だった。いかにも家いえ柄がらのよさそうな生徒たちは、体に染しみついた強者の視線で最初からこちらを見下しているようだ。

（見るからにできる子、綺き麗れいな子ばっかり。なんだか、校長会メンバーの若いころみたいだな。もうすでに雰ふん囲い気きがまったく一いつ緒しよだよ）

　振り返って見ればシェルズバーン・カレッジの面々は、美しいのはダントツだが髪かみ型がたと態度がおかしい悪魔たち、あとは優等生然としたフランシスはともかく、皆どことなく自由というか勝手というか、変わった雰囲気がにじみでている。

（うーん……。生きるか死ぬかのときになったら、どう考えてもうちの生徒さんたちのほうが強そうなんだけどなあ。正統派な試験だとどうなんだろ。一応特訓はしてみたものの、全然時間足りなかったもんね）

　今さら改めて不安になるジャスティンであった。

　そんなジャスティンの肩かたをロートンが軽く叩たたいてうながす。

「さて、もうすぐ出航だよ。まずは部屋に案内するから、その後甲板へ行こう。船が港を出る様子を見たいだろう？」

「あ、はい。ありがとうございます。……じゃあレクス、おとなしくしてるんだよ。いい？」

　ジャスティンが神しん妙みような顔で言い聞かせると、レクスは優美に頷いてみせる。

「おとなしくしているのは得意だ。眠ねむっていればいいのだからな」

「……試験のときは、出てきてね。出てこさせてね、エルデン」

　レクスに言っても無む駄だだ、と気づいたジャスティンは、真しん剣けんな顔でエルデンに向き直る。

　エルデンは陽気に敬礼の真似まねをして笑った。

「はいはい了りよう解かいー。死なない程度に努力しとくぜ」

　エルデンに言われると少しだけ安心だ。彼は性格がレクスより大分まっすぐだし、自分からジャスティンの魔法書と契約してくれた。少なくとも、最後の最後で命令に従ってくれる保証はある。ルーナエがまだうつむき気味なのは気になるが、とにかくまずは船室へ向かおう。

「ではこちらだ」

　ロートンの導きに従って、ジャスティンは赤い絨毯を踏ふんでいった。

　船内の通路はさすがに狭せまかったが、くまなく上等な絨毯が敷いてある。エントランスロビーの奥には優美によじれた階段があり、百合ゆりの模様を間に挟はさんだ金属のてすりに触ふれながらそれをのぼりきると、辺りの雰囲気はさらに上質なものになった。

　一面にバラを彫ほりこんだ扉とびらの前に立ち、ロートンがジャスティンに微笑ほほえみかける。

「きみの船室は一等を用意した。生徒たちには不思議がられるかもしれないが、シェルズバーン伯はく爵しやく令れい嬢じようを泊めるのにふさわしい部屋はここしかなくてね。さあ、どうぞ」

「お心こころ遣づかいに感謝します、ロートン卿きよう。……わあ、すごい！」

　行ぎよう儀ぎ良く礼を言ったものの、実際に扉が開かれるとはしたない歓かん声せいが零こぼれてしまった。

　ジャスティンは慌あわてて自分の口を押さえて船室を眺める。

　そこは若い貴婦人のためにしつらえられた、薄うす紅べにと金色の小部屋であった。ベッドとカーテン、そして小さな卓たくにかかる布はおそろいの薄紅で、品よく金の縁ふち取どりとバラの模様が織りこまれている。壁かべ紙がみは落ち着いたサーモンピンクで、壁にかかった小さな円い絵画もバラの絵だ。船上だということを忘れさせるような室内に心が躍おどり、同時に少し不安にもなる。

「綺麗な部屋……。でも、本当に私だけ、こんなにいい目を見ていいんでしょうか」

　生徒たちは四人部屋なのだというし、基本的には何をすることもできない自分だけこんな豪ごう華かな部屋に泊まるのは気き後おくれがする。

　ジャスティンの戸と惑まどいを見下ろし、ロートンはなおも穏おだやかに続けた。

「男子生徒たちときみを一緒にするわけにもいかないだろう。ここはわたしに免めんじて、この部屋を使ってほしい。もちろん、ものすごく気に入らないというのなら別だが……」

「まさか！　とんでもないです、本当に素す敵てきな部屋だと思います。ありがとうございます」

　これ以上遠えん慮りよするのも失礼になるようなので、ジャスティンは再度心から礼を言った。

　ロートンは微笑んでうなずき、ジャスティンをまた廊ろう下かへと招く。

「よかった。これできみのお父上にも面目が立つ。──シェルズバーン伯爵については、おいおい思い出話をする機会もあるだろう。しばらくは共に船上生活だからね。さあ、まずは甲かん板ぱんへ行くよ」

「はい！」

　ジャスティンは慌ててポーターが扉の外まで持ってきてくれた鞄かばんを室内に入れ、傘かさだけを置いてロートンの後に続いた。一等船室のある階層からは、そのまま屋外甲板に出ることができる。通路の果ての扉を開けると、濃こい潮の香かおりが吹ふきつけてきた。

　そこは一番上の船上甲板の下、回かい廊ろうのような通路から外を眺めることのできる場所だ。

　すでに手すりにすがって港に手を振っている生徒たちの間に入り、ジャスティンはグレンゴーの港を見やった。

（灰色で、にぎやかで、綺麗なところばかりじゃないけど……これが、私の故郷）

　こうして船から眺めると、ノースランドの風景は不思議に郷きよう愁しゆうをもって胸に迫せまってきた。

　潮風と港の歓声に心が騒さわぎ、ジャスティンもゆるく波打つプラチナ・ブロンドを風になびかせて身を乗り出す。見送りの人々に、そしてノースランドの街全体に向けて大きく手を振る。

「いってきます！　堂々と闘たたかって、帰ってくるからね！」
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　港を出たネレウス号の航海は、ひとまず穏やかなものであった。

　外海に出てからはそれなりの波もあったが、船が大きいので揺ゆれはそうひどくない。旅慣れたジャスティンはすぐに適応してしまった。たまに軋きしむような音を立てて床ゆかが少し傾かたむくのさえなければ、豪華客船の中は地上のホテルそのものだ。

　それはともかくとして、問題は試験のほうである。

　ロートンから手て渡わたされたスケジュール表を確かく認にんし、ジャスティンはため息を吐ついた。

「最初は一等食堂で学力試験か……最初から難関だなあ」

　ここは壁に固定された本ほん棚だなと、上品な緑色の椅子や木製の筆記机が押しこめられた読書室だ。長旅の退たい屈くつを紛まぎらわせるために作られたこの部屋に、今はシェルズバーン・カレッジの面々がぎゅっとつまっている。

　誰もが船旅の興奮から一度覚めやり、緊きん張ちようした面おも持もちになっていた。

　ソファーに腰掛けたフランシスも、少しこわばった顔で微笑む。

「まあ、できることをやるさ。それしかやりようはないからね」

「ごめんね、私、なんにもできなくて。がんばって。──その、メルヴィンも」

　ちょっと決まり悪いが、ジャスティンはメルヴィンにも直接声をかけた。

　彼は少し疲つかれた顔をしていたが、ジャスティンを見ると不思議に優やさしく笑う。

「ああ。大だい丈じよう夫ぶ」

　そんな顔はいつものメルヴィンとは大分違ちがって、どこか大人っぽい。

（わ、すごい。前とは全然違う。──恋こいするって、大人になったり、強くなったり、そういう効果もあるのかな）

　ジャスティンはわずかに赤くなって慌てて視線をそらし、悪あく魔またちを見る。

　三人は相変わらず、凄すさまじく耽たん美びな活人画のように部屋の一角を占しめているが、ルーナエが青い顔をしているのがどうしても気になる。

「……ルーナエ、あの……」

　ついジャスティンが声をかけると、ルーナエはまったく温度のない視線をあげた。

「何か僕にご命令でも？」

「え？　まさか、私がルーナエに命令なんてするわけ……！」

　びっくりして口を開き、ふとさっきレクスがルーナエに言ったことを思い出す。

（そういえば、レクスは私のことを、その、后きさきだと思えって言ってたっけ。うわぁ……。な、なんだかとってもいたたまれない……！）

　ジャスティンが途と方ほうに暮れているうちに、ルーナエはあからさまに顔を背そむけてしまう。

　ずきりと胸が痛み、ジャスティンは少しうつむいた。

（やっぱりエルデンが言うとおり、私が出る幕じゃないのかな）

　この調子では、ちょっとやそっとのことではルーナエとのすれ違いは解消されそうにない。思わず暗い気持ちになりかけて、ジャスティンは慌てて軽く自分の頬ほおをはたいた。

（ええい、だからって私が暗くなっててどうするの！　今はとりあえず、『メイドのジャネット』としておかしくないくらいにでも、生徒さんたちを応おう援えんしなきゃ）

　大いに後ろ髪がみは引かれたが、とにかく明るい笑え顔がおを作って生徒たちのほうへ向き直る。

　並んでいる顔はどれも不安に満ちていた。ジャスティンはなるべく落ち着いた声を出す。

「……私、まだ学校に来て間もないけど、シェルズバーン・カレッジが大好きなんだ。今のままでとっても愛してるし、これからも、きっと素敵な学校になっていってくれるって、勝手にそんな気がしてる。みんなが元気だし、色んな才能を持ったひとがいるしね。それって一番得難がたいことだと思うんだけど、外の人たちはすぐにはわかってくれない。でも、同じ人間同士だもの。どうしたって、少しは伝わるものがあると思うんだ。──みんなは今のカレッジの姿を見せてくれれば、それでいいんだと思う。……がんばってね。応援してる」

　話しているうちに、ジャスティンの気持ちも固まってきた。

　付け焼き刃ばの勉強でできることはたかが知れている。

　そして新興のシェルズバーン・カレッジの成績は、どの分野でもよくはない。

　伝統ある学校には、伝統ある家の子供が生まれたときから予約をして入るものだ。色々な事情があって、熱心に勉強してきたとはいえない子供も受け入れているシェルズバーン・カレッジは最初から不利なのだ。

（みんなにできるだけやってもらったら、あとは私がどうにかしよう。どうにもならなかったら──それは、そのとき）

　まだまだきっと何かやれることがあるはずだ。

　まだまだ全力なんて出していないはずだ。

　ジャスティンが心を決めてみんなを見み渡わたすと、心持ち生徒たちの顔も明るくなったようだ。

　彼らはジャスティンと目があうとこそばゆそうに視線をそらし、生徒たち同士で決まり悪く笑い合って、小さくうなずく。

「頑がん張ばります」

　生徒のひとりが差し出してきた手を、ジャスティンは強く握にぎる。

　そうしてジャスティンが全員の手を握り終わると、生徒たちは試験会場の一等食堂へと向かった。

　生徒たちの顔は緊張しつつも闘とう争そう心に燃えていたが、マイペースな悪魔たちの中でも、やはりルーナエだけは最後まで顔色の悪いままだった。
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　──気分が悪い。

　かつてないほど、生まれてこの方覚えがないほどに気分が悪い。

　ルーナエは頭がぐらつくのを感じながら、一等食堂に用意された二人がけの筆記机についていた。こんなにも気分が悪い理由はわかっている。

　レクスがおかしくなってしまったからだ。

（本当にこんなのはおかしい。レクス様は戦いのこと以外には淡たん泊ぱくで、戦いくさの熱情が去れば常に飄ひよう々ひようとしていて……たまに人間を殺して遊ぶことはあっても、生きた人間を長々傍そばに置くなんてくだらないことはしなかった。そのはずだった）

「では、問題の解けた者から前へ持ってくるように」

　船に同乗している瘦やせた教師が言う。

　一等食堂に持ちこまれた移動式の黒板には、複雑な数学の問題が記されていた。

　周囲の生徒たちは懸けん命めいに手元の小さな石板に向かって計算を始めているが、こんなものはルーナエにとっては簡単だ。悪魔とはそもそも、ひとに高次の知識を与あたえるもの。数学自体が悪魔からひとへ受け渡わたされた知識なのだ。

（大体あんな女、どこからどう見ても普ふ通つうの人間じゃないか。確かに人間にしては顔は綺き麗れいだし、魂たましいも清らかだ。変なところが強かったりもする──でも、やっぱり普通の女だ。頭は悪いし、魔ま法ほうも使えないし、ちょっとのことですぐ死ぬんだ）

　ルーナエはぼんやりと考えながら、手元の石板に石筆を走らせる。

　計算などとうに頭の中ですんでいるので、直接答えだけを書きこんで立ち上がる。周りの生徒がぎょっとして見つめてくるが、ルーナエには一いつ瞬しゆんその理由がわからなかった。

（……？　こいつら、ひょっとしてまだこんな問題がわからないのか。ばかばかしい！　人間というのは本当に愚おろかだな。あの女に従う気はないが、こいつらに負けるふりをするだなんてもってのほかだ）

　内心でますます憤ふん慨がいしつつ、とにかく石板をつかみ、ふらつく足で床を踏ふみしめて前へ出る。妙みようなところできまじめなルーナエには、この試験を適当にすませることなどはなからできない話だった。

「どうした？　質問は受けつけないぞ」

　まぬけなことを言う教師には答えず、ルーナエは青白い顔で石板を差し出す。

　教師はその内容に目を走らせると、すぐに顔色を変えた。

「……ああ……ああ、正解だ。すばらしい」

　教師がぎこちない賞賛を口にした途と端たん、室内の雰ふん囲い気きが乱れる。

　戸と惑まどいの視線、険しい視線、疑いの視線。ありとあらゆる視線がルーナエに集まってきた。

　まさかこんなに早く、しかも劣れつ等とう生せい揃ぞろいという噂うわさのシェルズバーン・カレッジの生徒が問題を解くとは誰だれも思っていなかったのだ。

『おーい、ルーナエ坊ぼつちゃん。もうちょっと手加減したほうが人間らしくねぇ？　つーか、ついでに俺にも、今のやつの答え教えてくんない？』

　頭の中にエルデンの声が響ひびいてきたが、ルーナエは完全に無視した。

　ルーナエにはこんな問題よりも、もっと他ほかに考えねばならないことがある。

（それにしても、あのレクス様があんな女に執しゆう着ちやくして、しかも指一本を動かすにも疲ひ労ろうするだなんて……そして戦いを望まれないなんて、これじゃ、まるで──）

　敬愛するレクスのことを考えると、嫌いやな想像ばかりがふくらんで冷や汗あせがこめかみを伝う。

　当のレクスはルーナエの隣となりの机で物もの憂うげに頬ほお杖づえをつき、気が向くままに石筆を走らせている様子だ。答えの正否はともかく、寝ねていないだけ相当まじめにやっていると言っていい。

　しかしそのまじめさすら、ルーナエには少し恐おそろしかった。

　あんなレクスは人間らしすぎる。

「ではここまで。次の問いに移る」

　ルーナエが暗い思いにひたっている間に教師が解答を締しめ切り、次の問いを黒板に白はく墨ぼくで記していく。

　黒板の文字がやけににじんで見え、ルーナエは目をこらした。さっきからの体調不良が目にきているらしい。こんなことは本当に初めてだ。段々となけなしの余よ裕ゆうまでなくなってきて、ルーナエは問いの答えを石板に殴なぐり書く。

（とにかく、このくだらない作業をとっとと終わらせてしまわなければ。これさえ終われば、この不快もきっとましになるはずだ）

　根こん拠きよのないことを考えて、ルーナエはふらふらと立ち上がった。

「きみ……またかね」

　再びあり得ない速さで突つき出されたルーナエの解答に、教師はさすがにひきつる。

　もはや人間としておかしいほどの解答速度だ。とはいえルーナエは黙だまって石板を突き出しているだけなので、教師は仕方なく解答を確かく認にんする。

　そしてどことなく青い顔で告げた。

「──正解だ。座っていてよし」

「……おい、あれ……」

「嘘うそだろ、絶対無理だって」

　他校の生徒たちの間からは不満と不ふ審しんの囁ささやき声があがり、慌あわてた教師が声をあげる。

「静せい粛しゆくに！　態度によっては減点もあり得るぞ！」

　減点と言われてやっと辺りは静かになるが、もはや周囲の空気は明らかに悪意を含ふくんでいた。

　ところがルーナエに力を加減する余裕などないから、その後数問の問題もすべてあっという間に答えてしまう。

　場内の雰囲気がもはや最悪になったとき、やっとしばらくの休きゆう憩けいが入った。

　ルーナエの体調はますます悪化して、少し離はなれた席で試験を受けていたエルデンが近づいてきても、机に両りよう肘ひじをついて手を組み合わせてうなだれているばかりだ。

「おーい、ルーナエ？　お前さ、さっきから目立ちすぎだってば。もー少しどうにかなんねーの？　聞こえてる？　つーかお前顔色ひっでーぞ？　何、悪いもんでも食った？」

「……うるさい。ひとと間ま違ちがって石でも吞のんで、海の底へ消えてください」

「そんなおもしろくもねー冗じよう談だん、力なく言われても笑えねーよ。ったく……本気で死にそうになったら、ちゃんと可愛かわいく『助けてください』って俺にお願いするんだぞ。いいな？　わかったな？　絶対言えよ？　うまく言えたら、助けてやらねーでもないんだからな」

　エルデンはしつこく言ってから席に帰り、いつのまにか試験は再開される。

　休憩を挟はさんだ後は歴史と文学の試験になって、これはルーナエも少しだけ解答に時間がかかった。何しろ長きを生きる悪あく魔またちの知る真実の過去や言葉と、人間の知る歴史や文学はまったくの別物だからだ。

　ルーナエはもうろうとした意識の中で、自分の知識と人間たちの意識をすりあわせて解答を用意して立ち上がる。

「……正解だ」

　やや疲つかれた顔になった教師から石板を取り返すと、ルーナエはよろよろと自席に戻もどろうとする。途と中ちゆうで、解答のために立った他校の生徒が妙にわざとらしく肩かたをぶつけてきた。

「──失礼」

　他校の生徒は抑おさえた声こわ音ねで言い、よろめいたルーナエを支えようと触ふれてくる。

「……触さわるなっ、汚きたない……」

　自分が認めてもいない人間に触れられるのがひどく嫌で、ルーナエは勢いよく相手の手を振ふり払はらった。しかし激しい動きのせいで気分はさらに最悪になり、そのまま床ゆかに膝ひざをついてしまう。目が回る。床が回る。世界が回る。もはやどこが天地かもわからず、もう一度立てるような気がしなくて、ルーナエは脂あぶら汗あせをにじませてうずくまる。

「あー、ごめんごめん、こいつ、今日は体調悪いみたいでさ！　なんか霊れい感かん冴さえまくってる代わりに、身体からだぼろっぼろで気が立ってんだよ。ゆるしてやってくんねー？　や、俺が間に入ってやってんだし、もちろんゆるしてやるよな？」

　頭の上で聞き慣れた賑にぎやかな声がして、ルーナエはどうにか視線だけをあげた。

　自分の傍かたわらでは、実に偉えらそうに腰こしに手を当てて立ったエルデンが他校の生徒を眺ながめてにこにこしている。長いつきあいのルーナエにはよくわかるが、今のエルデンが浮うかべているのはとても不ふ機き嫌げんそうな笑えみだった。

　そんなことなどわからないであろう他校の生徒は、さもつまらなそうに笑って踵きびすを返す。

「ああ、かまわないさ。それじゃ」

「──おい、待てよ」

　不意にまた別の声があがる。生徒たちがざわめき、教師が「静粛に！」と叫さけぶ。

　しかし気にせず前に出たのは、シェルズバーンのメルヴィンであった。

　特に長身でもたくましいわけでもないが、鋭するどい視線にどことなく迫はく力りよくがある青年だ。

　メルヴィンはまずはルーナエの傍らに膝をついて声をかけた。

「──ルーナエ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「触るな、お前も汚い」

　メルヴィンは弱々しく抵てい抗こうするルーナエを元気づけるよう、軽く体に触ふれてから立ち上がる。そしてルーナエにぶつかった他校の生徒の襟えり首くびをつかむと、険しい顔で告げた。

「謝罪しろよ。彼の具合が悪いのはわかってただろう？　それにぶつかっておいて、なんだ、その顔は。せめて誠意を持って謝罪しろ。学業なんかその後だ！」

「なんだ？　野や蛮ばんだな、きみは。謝罪はしたさ。『失礼』とね。聞こえなかったのか？　それともそうやって脅きよう迫はくして何かを勝ち取るのが、シェルズバーンのやり方ってことかな」

　余裕たっぷりの顔で言う他校の生徒に、メルヴィンも薄うすく笑ってみせる。

「当校では、それぞれのやり方でやることがゆるされてるもんでね」

「静粛に！　いいかげんにしろ、退場を命じるぞ、ふたりとも！」

　痺しびれを切らした教師が叫び、手の中で教きよう鞭べんをしならせる。

　それを見た他校の生徒は、メルヴィンの手を振り払うと直立不動になって言った。

「……失礼ですが、先生。退場を命じられるべきは彼だと考えます！」

　彼、と言って他校の生徒が指さしたのは、メルヴィンではない。

　よりによって、床に膝をついたままのルーナエだ。

　場にいる多くの者が一体何が起こっているのかわからず、戸惑った視線をルーナエたちに向ける。しかしその中に数名、嫌な笑みを浮かべた人間がいたことに誰か気づいただろうか？

　教師は顔をしかめ、他校の生徒を問いただした。

「一体なんの話をしているのだ、きみは」

「先生、彼の解答は速すぎます。ほとんど不正をしているとしか思えないくらいに」

　力強く言い切った生徒に、辺りのざわめきは大きくなった。

（何を言っているんだ、このばかは──？　つまり……）

　ルーナエが重い頭で考えていることを、教師が冷たい声で代弁する。

「──それで？　きみは、このルーナエ君が不正をしている、と言いたいのかね？　いいか、きみの告発は重大なものだぞ。何か証しよう拠こでもあるのか？　そうでなければ、友を疑うなどまったく恥はずかしいことだ」

「僕は見ました。彼のポケットを探さぐれば、証拠が出てくるはずです」

　他校の生徒は迷わず言い、ルーナエを見やる。あまりのばかばかしさに、ルーナエはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて妙みようにおかしくなってきた。

「不正？　僕が？　は……はははは、ばかばかしい！　お前たちみたいなばかと競きそうのに、そんな面めん倒どうなことをするはずがない！」

　息を切らせて笑うルーナエにエルデンが顔をしかめる。

　メルヴィンは他校の生徒をにらんだまま、きっぱりと告げた。

「まったくだ。こっちは潔白なんだ、疑いたければ疑わせてやれ、ルーナエ。彼のポケットを調べれば、それできみたちは納なつ得とくするんだろう？──そうだな？」

「もちろんさ」

　自信満々でうなずく他校の生徒に、いくら弱っているとはいえルーナエも異常なものを感じた。

（ひょっとして──そうか、あいつがさっきぶつかってきたときに、何か僕のポケットに押しこんだのか……？）

　思い至ったときにはすでに遅おそく、教師が苦い顔で歩み寄ってくる。

「では、調べよう。立ちたまえ」

「ばかばかしい……」

「やらせてやれ、ルーナエ。そんなものでお前の誇ほこりは傷つかん」

　ふと投げこまれたレクスの声に、ルーナエははっとして顔を上げる。こちらを見ていた赤い瞳ひとみと視線があい、それだけで頭の芯しんが酔よったようになる。レクスは薄い唇くちびるで淡あわく笑った。

「──大丈夫だ。立て」

　なんの理り屈くつもなく、自信たっぷりの美しい声が脳内に響ひびき、ルーナエは操あやつられるように立ち上がる。教師は素す早ばやくルーナエのポケットを調べ、厳しく眉まゆ根ねを寄せた。

「…………特に何も入ってはいないな」

「なっ！　ばかな！　僕は確かに見たんだ！」

　告発をした他校の生徒が、色を失って叫ぶ。

　すかさずメルヴィンが他校の生徒を指さした。

「濡ぬれ衣ぎぬだ！　先生、俺はルーナエの名めい誉よのためにも、嘘の告発をした彼の検査も要求します。彼のポケットも調べて下さい！」

「なんだって？……！」

　他校の生徒はさっと怒いかりの色を浮かべて自分のポケットを探り、今度は驚きよう愕がくに目を瞠みはる。

　生徒の変化に気づいた教師が、一気に表情を険しくして歩み寄った。

「今隠かくしたのはなんだ！　出したまえ！」

「違ちがう、違うんです、これは……」

　他校の生徒は懸けん命めいに何か言い訳しようとするが、態度ですべてを告白しているようなものだ。教師はすぐに生徒のポケットから、歴史の年表らしきものが書かれた紙し片へんを取り出した。

　教師は顔をしかめて紙片を握にぎりつぶし、冷たい視線で他校の生徒を見やる。

「どうやら、罰ばつせられるべきはきみのほうのようだな」

「ま、待って下さい、これは……！」

　言い訳をする他校の生徒を見てから、メルヴィンがシェルズバーンの生徒たちに軽く目配せをする。それだけでみんな何が起こったかを理解し、必死に湧わき上がる笑いをこらえている様子だ。ルーナエはぼんやりと生徒たちを眺めながら考える。

（つまり、僕のポケットに紙片が押しこまれたのに気づいたメルヴィンが、まずは僕から紙片をすって、次にあの生徒のポケットに入れ直したのか？）

　ルーナエの考えを裏付けるように、彼の頭に淡たん々たんとしたレクスの声が響く。

『うちの学校には手て癖くせの悪いのがいるようだ。助けられたな、ルーナエ』

「ま、どーにかなったか。ルーナエ坊ぼつちゃん、大丈夫？　おい……ルーナエ！」

　エルデンの嬉うれしそうな声を聞いているうちに、ルーナエの周りのすべての音がふっと遠くなった。同時に視界にも霧きりがかかり、その霧はどんどん濃こくなっていく。

（なんだ、これは──）

　ルーナエ自身にもよくわからないうちに、彼の全身からすべての力が抜ぬけた。

　四し肢しが消え、頭あたりが後ろに強く引っ張られるような感覚。

　床ゆかにぶつかる、と頭のどこかで考えたとき、ふっと目の前が黒くなる。

　──夜のバラ園のような匂においがする。

　気づけば、いつの間にやらルーナエは床に片かた膝ひざをついたレクスに抱だき留められていた。その腕うでのしっとりとした感かん触しよくに、ルーナエは心の底から安あん堵どする。

　そして周囲はというと、あまりに絵になる光景にぽかんとして見入っていた。

　自覚なしに頬ほおを染めてしまう者もいる中、レクスは漆しつ黒こくの髪かみをゆらしてルーナエの白い顔をのぞきこんで目を細めた。

「……これは……」

「なんスか？　まさか、病気とか？　嫌いやだなぁ、俺、こいつに死なれるとつまんなくて困っちゃうんだけど！」

　傍らで妙にそわそわしているエルデンのことは無視して、レクスはルーナエの額に手をあてる。ルーナエとしてはレクスの白い指の冷たい感触は気持ちがいいが、それ以上に吐はき気がひどかった。

「き……気持ち悪い……」

　小さい声でつぶやくルーナエを見下ろし、レクスはきっぱりと言った。

「重度の船ふな酔よいだな」
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「船酔いしたって……ルーナエが!?」

　試験終しゆう了りよう後、ルーナエが心配でレクスたちの部屋にやってきたジャスティンだが、そこで見たのは二段ベッドの下の段でうなっているルーナエの姿だった。

　エルデンは部屋に持ちこんだ金属製のバケツの中で何やらごそごそやりながら、器用に肩かたをすくめてみせる。

「そ。ご覧のとーり」

「悪あく魔まって、船酔いするものだったんだ……！」

　ルーナエのことが心配なのと同時に、彼が船酔いなんてものになったのがあまりに意外でジャスティンは当とう惑わくしてしまう。

　レクスはなぜか片手に陶とう器きの鉢はちを持って優ゆう雅がにうなずいた。

「普ふ通つうはそんなことはないのだがな。この事態は大変珍めずらしい」

「ってことで、せっかくだから俺たちが力ちから一いつ杯ぱい看護しようかと思って！」

　エルデンが嬉き々きとして顔を上げたので、ジャスティンは少し怖い顔をする。

「あんたたち、きっとまたろくでもないこと考えてるでしょ？」

「わたしの看護はまっとうだぞ。さっき台所を借りて、手ずから粥かゆを作ってみたのだ」

　レクスは囁ささやき、ひらと手をひらめかせて鉢の上から布の覆おおいを取り去った。

　ジャスティンの目の前に差し出された鉢の中身は、赤と黒が入り交じった泥どろ状じようの物体だ。ちなみに、匂いはすばらしいバラの香かおりがする。

　香こう水すいならば高級品だろうが、確実に食べ物の匂いではなかった。

　ジャスティンは引きつった笑えみを浮うかべて訊きく。

「……これ、何入れたの？」

「麦と牛乳」

「あきらかに色が違うでしょうが！　どういう化学変化が起きたら麦と牛乳が赤くなったり黒くなったりするわけ？　黒はまだ考えられるけど、赤はないわ！　あと、エルデン！　ルーナエの頭に何を載のせてるの！」

　レクスを怒ど鳴なりつけてから振ふり向くと、エルデンがバケツの中から取りだした怪あやしい黒い物体をルーナエの額に載せている。ジャスティンに怒鳴られると、エルデンは嬉々としてそれをもうひとつバケツの中から出してみせた。

「ウミウシ。額が冷えるかなーと思って！」

「海に帰してきなさい！　ウミウシだっていい迷めい惑わくだよ！　ほら、ルーナエがうなされてるじゃない！」

「えーそうかあ？　嬉しいんだよな、ルーナエ？」

　なおも楽しそうにエルデンはルーナエの頭をなで、ルーナエは弱々しくその手を払はらいのけながらつぶやく。

「死んでしまえ……頼たのむから」

「……わかった。レクスもエルデンも、ここを出て行って」

　腹を決めたジャスティンが扉とびらを指し示すと、レクスとエルデンがぱっと真顔になった。

「えっ、なんで、どーして？　俺、こんなに頑がん張ばってるのに！」

「そうだ、ジャスティン。わたしも看病などするのは生まれて初めてだぞ」

「看病になってないから駄だ目めだって言ってるの！　エルデン、魔法書に記された汝なんじの紋もん章しように従い、元の姿に戻もどって！」

　いきなりジャスティンに命令され、エルデンはあらがうこともできず引きつった。

　彼の長い朱金の髪が揺ゆれたかと思うと、その色が全身をなめ、ふわりと広がる。

　数秒も間を置かず、狭せまい船室にぎっちりつまるような格好で巨きよ大だいな朱金の狼おおかみが出現した。

「なんだよ、どうしてわざわざこんなせまっくるしいところで！」

　金色の瞳をきらきらさせながら抗こう議ぎするエルデンに近づき、ジャスティンは両手でエルデンの耳の後ろをがしがしとかいてやった。

「う……うううう……」

　エルデンはぴんと体をそらし、必死に抵てい抗こうしているようだった。耳をぴくぴくさせながら何度か身をよじるが、結局次し第だいにしっぽがぱたぱたと振られ始めてしまう。

「言うこと聞く？」

　ジャスティンが怖こわい顔で訊くと、エルデンはがっくりとうなだれた。

「はい……」

「じゃあ、人間の姿になってレクスと一いつ緒しよに出て行って。社交室か読書室でおとなしくしていること。いいね？」

「了りよう解かい。なんかすげー負けた気分……」

　エルデンは耳をぺたんと伏ふせてもごもごと言い、ひらりとまた人間の姿に戻った。レクスはまだ何か言いたそうだったが、ジャスティンはとにかくふたりまとめて部屋から追い出した。

「はい、早く出て行く！　また後でね！　悪さしたらまた撫なでるからね！」

　叫んで無む理り矢や理り扉を閉め、ジャスティンはやっとルーナエに向き直った。

「ふー……。騒さわがしくしてごめんね。ええと……ルーナエ。私に看病されるの、嫌かもしれないけど。少しだけ我が慢まんしてくれる？」

　もしかしなくても嫌がられるかな、と思いつつ心配顔で見下ろしてみる。

　するとルーナエは枕まくらに顔を埋うずめたまま、ちらとジャスティンを見てつぶやいた。

「──ゆるす。だけど、今だけだ。それに、レクス様がいない間は后きさき扱あつかいなんかしないからな。……とにかく、僕は早くこの身体からだをどうにかして、レクス様のお役に立たないと」

「よかった！　ありがと。じゃあ、とりあえず水と食べ物を貰もらってくる。船酔いには少し食べたほうがいいんだよ」

　少しほっとして言い、船室を出て行こうとするが、今度はルーナエが嫌そうな声を出す。

「それは嫌だ。僕は人間界の食べ物なんか嫌きらいだ。直接大気から力を引き出すから、いい」

「そっか、そういうことができるんだっけ。じゃあ、手を出してもらっていい？」

　ジャスティンは船室の隅すみにあったレクスたちの旅りよ行こう鞄かばんを引っ張ってきて、軽く腰こし掛かけた。そして手を伸のべ、そっとルーナエの細い手首を握にぎる。

（悪魔って、内臓とか血管の位置とかも人間とは違ちがうのかな？　まあ、問題は気の持ちようだからやってみるにこしたことはないかな）

　考え考え、酔よい止めに効くという位置を指で押さえて告げた。

「このへんを押すと少し楽になるよ。昔船員さんに教えてもらったの。本当は、甲かん板ぱんに出て転がるのが一番なんだけどね。空は揺れないし、新しん鮮せんな空気が吸えるのも船酔いにはいいんだ。私もちっちゃい頃ころはよく酔ってたなあ」

　ジャスティンが旅に出たてのころのことを思い出しながら言うと、ルーナエは苦しそうなため息を吐ついて答える。

「……魔ま界かいでは、こんなことはない。人間界がいけないんだ……大気の力は弱いし、何もかもが、僕らの体には合わない……せめて、直接人間と契けい約やくしていればましなのに」

（そっか。そういえばレクスも最初に会った時に言ってた。悪魔は、人間と契約しないで人間界にいるのは大変なんだ、って）

　ならばルーナエだけではなく、魔法書越ごしにジャスティンと契約しているレクスやエルデンもそれなりにつらいのだろう。いつも元気そうにしているから忘れてしまいがちだが、彼らはやはり異界の住人なのだ。

　ジャスティンはひどく申し訳ないような気持ちになって、肩を落として謝る。

「ごめんね。私、そういうことすっかり忘れてた」

「謝るな、ばかばかしい。僕がこの世界にいるのはレクス様のためだ。お前のためではない」

「うん。そうだった。ごめん」

　さらに謝るジャスティンに、ルーナエはがば、と顔をあげて叫んだ。

「だから、謝るなと言っている！　レクス様が思い入れているお前が、誰だれにでもあっさり頭を下げるのを見ると胸が悪くなる！　せめてもっと堂々としていろ！　お前はレクス様に認められているんだ。それだけで、他ほかの人間たちよりも高位の存在なのだ！」

「そんな……」

　ジャスティンはびっくりして目を瞠みはる。ルーナエはすぐに気分が悪くなったようで、また勢いよく枕の上に倒たおれこんだ。ジャスティンは途と方ほうに暮れつつもルーナエの枕の下に彼の着き替がえをつっこんで枕を高くする。

（私はレクスに認められてる……？　本当にそうなのかな。確かにレクスは私にかまってくれるけど……私のことちゃんと『好き』って言ったこと、あったっけ？）

　考えていると寂さびしい気分になってきて、ジャスティンは小さい声で話しだした。

「レクスは、私のことを認めてるっていうんじゃないと思う。好きとか、そういうのとも違うんじゃないかな。だって私、何も特別な人間じゃないんだよ？　あんたたちみたいな能力があるわけでもないし、すごく頭がいいわけでも、運動ができるわけでもない。見た目なんか、レクスのほうが断然綺き麗れいだし。──レクスは私のこと、ちょっと気まぐれでおもしろがってるだけ、なんじゃないかな」

　ジャスティンの語るのを聞いて、ルーナエは少し驚おどろいたようだった。紺こん色いろの鋭するどい目を少しだけいつもより緩ゆるめて、ジャスティンのほうを見やる。

「なんだ……わかっているんじゃないか」

「わかってるよ、そのくらい。多分、時期の問題だったんじゃない？　レクスが色んなことに飽あきてたときに、ちょっと見慣れない感じの私に会って、それで……」

　言っているうちに、なぜかどんどん悲しくなってきてしまった。

（うーん、目の奥が熱い。なんだろ、これ）

　ジャスティンがごしごしと目をこすっているところへ、ルーナエが苦くつぶやく。

「それでも、おもしろがられているだけましだ」

　レクスのこととなるとひどく自分を卑ひ下げするルーナエに、ジャスティンは少し戸と惑まどいつつ問いを投げた。

「でも、ルーナエはレクスの部下なんでしょ？　一緒に戦ったりするんだよね。位は『王子』だっけ。レクスの『王』の次くらいに強い、ってことじゃないの？」

「そうだ。僕は強いから、誰かに仕えるなら、王に仕えるしかなかった。自分より弱い者に仕えるなんて、あり得ないことだから。『王』位なら、絶対に……僕には殺すことができない」

　ルーナエは少し苦しそうに目を閉じて言う。

　多分、あらかじめ強く生まれることも大変なことなのだ。

　ジャスティンはルーナエの顔を見つめつつ、少ししんみりと言う。

「安心なんだね、レクスのそばにいると」

　しかしルーナエはすぐに目を開き、ジャスティンを睨にらんだ。

「そんな簡単なひとことですませるな。あの方はすばらしい方だ。お前は魔界の戦場を知らないから、想像もつかないだろう。いざ戦いくさとなったときのあの方の独創性と指揮力と、戦せん闘とう能力は凄すさまじいんだ。ただ殺すだけじゃない。どんな戦場も、あの方が出れば劇的な演出をされた舞ぶ台たいになる。僕たちはその同じ舞台に立つだけで恍こう惚こつとする──」

（エルデンや、あのキュリオスや、退魔庁の長官が言ってたことと一緒だ。……魔界のレクス、か。今よりもっと悪魔らしかったころのレクス。たくさんの悪魔が彼に心しん酔すいし、たくさんの悪魔やひとが彼に殺された──そんなレクスを、私は知らない）

　知らないことは少し怖いことだ。あの美しい顔が冷れい酷こくな笑えみを浮うかべて、すべてを斬きり捨てるところを想像すると背筋が凍こおりつくような気分になる。そんなレクスを実際に見ていたら、ジャスティンは今と同じように彼に接することができただろうか？

　レクスに肉親を殺されても、彼の笑みを美しいと思えただろうか？

（レクスの過去は、過去だ。けして消えない。でも……彼の今も、消えない）

　ジャスティンは呼吸を整えて、そっと自分が好きなレクスを思い出す。

　美しすぎる顔は苦手だけれど、少しぼんやりと抜ぬけたところもあって、でもいざとなると優美に助けの手を伸べてくれるひと。

　ジャスティンは囁ささやく。

「私が知ってるレクスは、変な料理を作ったり、ところかまわず寝ねてたり、バラをまいて生徒さんたちと大まじめに喋しやべってたり、そういうひとだもんね。でも、ずっとすごく悲しい目をしてて──こっちも悲しくなる」

「滅ほろびだ」

　不意にルーナエが声を震ふるわせたので、ジャスティンは不安になって顔をあげた。

「何？　その、『滅び』って」

「……なんでもない」

　ルーナエはごろりと転がって壁かべのほうを向いてしまう。

「そう」

　答えてくれないのなら仕方がない、そう思った直後に、いきなりルーナエは話し始める。どこかいつもより暗い声だった。

「悪魔は、滅めつ多たに子供を作らない。……そもそもお前たちのように愛情で結ばれることがほとんどないんだ。ごくたまに愛し合って子供をなした悪魔は、大たい抵ていその直後に『滅び』に魅み入いられる。寿じゆ命みようが、来る。もしくは、力を失って自分の子供に殺される」

「……！　そんなのって……」

「本当のことだ。僕も殺した」

　ルーナエの声が妙みように乾かわいていて、それでいて暗かったので、ジャスティンは何も言えずに息を吞のんだ。ルーナエは不自然なほど淡たん々たんと続ける。

「両親が弱かったのがいけないんだ。生まれた直後、まだ自分の力を使いこなせていなかった僕のせいで、ふたりともあっさり死んだ。僕を生んだために、もう滅びに冒おかされていたんだろうな。──でも、レクス様は違う。あの方は強い。僕になんか殺されない。あの方に滅びは来ない、絶対に来ない」

　まるで自分に言い聞かせるように、ルーナエは繰くり返す。きっとレクスが滅びてしまったら、ルーナエはひとりになってしまうのだろう。それは魔界では珍めずらしいことではないのかもしれない。単体で強すぎる種は、孤こ独どくになるものなのかもしれない。

　それでもたったひとりで戦いに生きるルーナエを想像すれば悲しすぎて、ジャスティンは少し涙なみだをぬぐった。

（悪魔って、なんて綺麗で、強くて、残ざん酷こくで、悲しい種なんだろう）

　そして、ジャスティンの心にはルーナエの告げたことがひとつ引っかかる。

　それは『滅び』についてだ。

　ひょっとして、愛を知った悪魔は滅びる、と、ルーナエは告げたのではなかったか？

（──まだ、そうと決まったわけじゃない。まだわからない、けど）

　ルーナエが言ったことが本当なら、レクスに何かを愛するように望むことは、彼に滅びろと言うようなものなのだろうか？

「……ルーナエ……」

　ひどい焦しよう燥そう感かんと恐きよう怖ふに襲おそわれ、ジャスティンはルーナエにくわしく話を聞こうとする。

　しかし見れば、ルーナエは白い目ま蓋ぶたを閉じてまどろみ始めてしまったようだ。

（……こうしてると、やっぱりまだ同年代の男の子だよね。それに、なんだか不安そう）

　ジャスティンはそっと手を伸のべ、ルーナエの手を握にぎってみる。冷たくてなめらかな手を握り、彼が少しでも安らぐように、と心の中で念じてみる。

　すると、気のせいだろうか。ルーナエの表情は、ほんの少しだけ優やさしくなったようだ。

（大だい丈じよう夫ぶ、だよね。悪魔だって、ひとと同じだよね。愛情で弱くなることだってあるけど、きっと──強くなることだって、あるはず）

　ジャスティンは自分に言い聞かせながら、静かにルーナエが眠ねむりに落ちるのを見ていた。
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　ルーナエの容態が落ち着いたのを確かめた後、ジャスティンはいったん自室に戻もどった。

　もうすぐ日が暮れる。礼法の試験が始まる時間になるのだ。

「──気持ち、切り替かえなくちゃ。さすがに船上唯ゆい一いつの女性としては、ダンスのお相手くらいつとめないとだもの」

　ルーナエのことは一度心の奥にしまっておいて、どうにか目の前の試験に集中しようと試みる。まずは着替えだ。ダンスと晩ばん餐さんからなる試験を手伝うため、ジャスティンは荷物から衣装を引っ張り出した。

　侍じ女じよなど連れてくるわけにはいかない都合上、ドレスはひとりで着られるものを調達している。結果として胸の下でしぼった少し子供っぽい形のロングドレスになってしまったのはゆるしてもらいたいところだ。それでも紫むらさきと金で東洋風の花はな柄がらを一面にあしらった布地は独特の絹の光こう沢たくがあり、ドレスにほのかな色気を付け加えてくれている。

　ジャスティンは複雑怪かい奇きな下着とドレスをどうにかそつなく身につけ、最後に仕上げ、ということで白い胸むな元もとには豪ごう奢しやなレースに紫や緑の石を一面に縫ぬいつけたネックレスを飾かざった。

（ドレスもネックレスも明らかにメイドの持ち物じゃないけど、城から貸し出してもらったってことで納なつ得とくしてもらうしかないな。実際、お祖ば母あさまのものだし）

　試ためしに一回くるりと回ってみて、ハイヒールが足になじむこと、足あし下もとまでのドレスが足にまとわりついてもすぐほどける張りとしなやかさを持っていることを確かく認にんし、ジャスティンはシェルズバーンの男子生徒たちがいる読書室に向かった。

「ごめん、遅おそくなった……？」

　勢いよく扉とびらを開けた途と端たん、ジャスティンは中で渦うず巻まく暗い空気に立ち止まる。

　舞踏会用の正装をした生徒たちは、いっせいに妙に朗ほがらかにジャスティンを振ふり返った。

「やあ、ジャネット。わあ、すっごい綺き麗れいだね！」

「うん、きみがいるだけで完全にうちの勝ちだな」

「ね、きみもそう思うよね？」

　何やら黒い笑顔でフランシスが言い、椅子いすに座った生徒に話しかける。

　青い顔の生徒は答えず、ただ床ゆかを見つめてうつむいていた。その生徒が一体誰だれだかぴんとこず、ジャスティンはしばらく考えてから首をひねる。

「あ、あれ？　なんか、別の学校の子がまじってない？」

「そうそう、エディトン・カレッジの奴やつなんだよ。なんでなんだろうねえ。こいつ、僕らが部屋を空けてる間に、シェルズバーンの部屋に忍しのびこんでたみたいでさ？」

「しかも、俺たちの荷物開けようとしてたんだよな。どうせ俺たちの礼法試験用の衣装をどうこうしようとか思ったんだろ？　ま、こいつらに開けられるような鍵かぎなんか使ってないけど」

　メルヴィンがあっさり言って、鋭するどい目つきでエディトン・カレッジの生徒を見下ろす。

（なるほど。それで逆にとっつかまえちゃったんだ。学力試験でルーナエが目立って他校から目をつけられたって話はエルデンたちからちらっと聞いたけど、その流れなのかな。お坊ぼつちゃんたちも意外と手段を選ばないなあ）

　逆にちょっと感心してしまったジャスティンだが、名門学校の生徒がシェルズバーン・カレッジの生徒に悪戯いたずらで勝てるわけがない。シェルズバーンには、悪戯がすぎて家や他ほかの学校から追い出された生徒がかなりの数いる。

「不法侵しん入にゆうに不正未み遂すいか。どうにも不ふ名めい誉よな話だね。──しょうがない、このことはロートンさんに報告しよう」

　ジャスティンがため息混じりに言うと、他校の生徒はいきなり開き直って叫さけんだ。

「ふん、やりたかったらやってみろ！　証しよう拠こなんてこいつらの証言しかないんだ。お前ら問題児の集まりと、僕らと、どっちの言い分をロートン卿きようが聞くと思う？　僕らのエディトン・カレッジは卿の出身校だぞ！」

（出身校だぞ！　って……。どうして自分の実力でもないのに胸をはれるの？　まあ、この国では充じゆう分ぶん効力のある呪じゆ文もんだけどね、出身校）

　なんだかますます脱だつ力りよくしてきたジャスティンだが、シェルズバーンの生徒たちは容よう赦しやない。

　メルヴィンは薄うすく笑って声を低くした。

「下げ劣れつすぎてどぶか豚ぶた小屋の臭においがしてきそうだな。お前さ、将来を棒に振る覚かく悟ごもないのに半はん端ぱに悪党ぶるんじゃないよ。こっちはひとり倒たおれてるんだ」

「は？　あんなの、元々の体調不良だろ？」

　他校の生徒は懸けん命めいに平気そうな笑え顔がおを作ってみせるが、明らかに表情がぎこちない。

　シェルズバーンの生徒たちはますますどす黒い空気をかもしだし、フランシスが場ば違ちがいにさわやかに笑った。

「元々の、ね。まあ、確かにそうだねえ」

　これはこれで妙な迫はく力りよくがあり、エディトン・カレッジの生徒は引きつって言葉をなくした。

（あ……ひょっとして、みんなルーナエのことで怒おこってくれてるの？）

　さっきから辺りに漂ただよう、妙な連帯感のようなものの正体が見えてきて、ジャスティンは軽く目を瞠みはった。生徒たちがルーナエのことを考えてくれている。仲間と思ってくれている。

　それだけでなんだか胸の奥がじんわりと温まってくる。

（すごい、嬉うれしい……。みんな、やっぱり優しいなあ）

　淡あわい感動を覚えて辺りを見み渡わたすものの、この状じよう況きようはちょっとまずい気もしてきた。

　ジャスティンは慎しん重ちように言葉を選んで言う。

「え、えーっと、みんな。みんなの友達を思う気持ちはすてきだと思うんだけど、このままだと、私たちが彼を拉ら致ち監かん禁きんしてることになっちゃうような気が……」

　シェルズバーンの生徒たちは互たがいに顔を見合わせ、メルヴィンがジャスティンに向き直って何か言おうとした。しかし一いつ瞬しゆん早く口を開いたのはいつも笑顔のフランシスだ。

「それもそうだね。こいつは放してやろう」

「本気か、フランシス。こいつ、紳しん士し的に扱あつかったからってありがたがるような高こう尚しような精神は持ち合わせてなさそうだけど」

　すかさずメルヴィンが冷たい声で口を挟はさむ。

　そんな彼にフランシスは意味ありげに片目をつむってみせ、ジャスティンを手招いた。

「うん、まあ、だからね。ジャネット、ちょっと耳を貸して」

　なんだろう、と思って言われた通りにジャスティンが耳を貸すと、そこに囁ささやかれたフランシスの作戦は、なかなかに凶きよう悪あくというか、独創的なものだった。

「──それ、本気？」

　ジャスティンが眉まゆをひそめて訊きくと、フランシスは服の下に下げていた魔ま法ほうの護ご符ふを引き出してちらりと見せ、いつもの笑顔でにっこり笑う。

「これくらいいいだろ？　もちろん、誰にも怪け我がなんかさせないさ」
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「おい、ロバート！　ロバートはどこいったんだ？　しょうがないな、もう試験が始まるってのに……」

　礼法の試験の時間がせまっても、シェルズバーンにちょっかいを出したエディトン・カレッジの生徒は部屋に帰ってこなかった。

　エディトン・カレッジの他の生徒たちは、消えた生徒を捜さがして社交室や読書室などを回ったあげく、仕方なしに自室に帰ってくる。

「とにかく僕らだけでも着替えて先に行こう。遅おくれたら減点だ」

「まさか、シェルズバーンに仕し掛かけた小細工がばれたとかいうんじゃないよなあ……」

　生徒のひとりの発言に皆みなふと不安な顔になるが、すぐにリーダー格の青年が明るく言う。

「ばかを言え！　だからってあいつらに何ができる？　万が一にも悪党のしっぽを出したら、退学どころか廃はい校こうなんだぞ？　きっとやられっぱなしさ」

　確かにそれもそうかもしれない、と生徒たちは納得し、めいめい礼法用の正装に着替えた。

「じゃあ行くぞ」

　リーダー格が言い、無造作に扉を開ける。

　すると、そこは墓場だった。

「……え？」

　一体何が目に映ったのか理解できず、リーダー格の青年は立ちすくむ。

　何度か瞬まばたきしてみるが、見えるものは変わらなかった。彼の目の前には果てしない灰色の大地が広がり、地平線まで延々と墓標の列が連なっている。墓標と枯かれた木しか見あたらない世界には、昼とも夜ともつかない赤黒い空がのしかかっていた。

「な、なんだこれ……おい……!?」

　混乱したまま他の生徒のほうを振り返ると、背後に狭せま苦くるしい船室はなく、白く半はん透とう明めいになった女が悲しげにたたずんでいる。

「う、うわ、わ、わ、ゆ、幽ゆう霊れい！　幽霊が……っ！」

　生徒は叫びを喉のどにつまらせ、踵きびすを返して逃にげようとした。しかし彼の足は根でも生えたようにぴたりと動かなくなる。そして悲しい顔をした女の幽霊は、冷たい手でそっと喉に触ふれてくるのだ。触れられたところからは、痺しびれるような冷気が染しみ入ってくる。

「い、嫌いや……た、助けて……！」

　息も絶え絶えに助けを呼ぶ生徒。そして、その様子をこっそり眺ながめている面々がいる。

「うーん、実にいい眺めだね。清すが々すがしい気分になるなあ」

「そろそろやめたほうがいいんじゃない？　あの子とか、本気で酸欠の顔になってるし……」

　ジャスティンが心配そうな顔でフランシスに告げる。

　その隣となりで、メルヴィンはさっきから怪け訝げんそうな顔でしきりに首をひねっていた。

「一体これ、何やってるんだ？　フランシス、お前まさか、やばい薬とか使ってるんじゃないだろうな」

「まさか、違ちがうって。ちょっとした手品だよ、手品」

　三人が生徒たちの部屋の扉とびらの隙すき間まから眺めているのは、エディトン・カレッジの生徒たちの部屋の前だ。

　通路に出てきた生徒たちは、全員別の方向を向いて恐きよう怖ふに震ふるえたり、半笑いで固まったり、べそをかき始めたりしている。明らかに何か幻げん覚かくを見ているようだった。

「……ね、フランシス」

　ジャスティンが少し強くうながすと、フランシスはちょっとつまらなそうに息を吐はき、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「はいはい。きみは本当に優やさしいよね。さて、じゃあこのへんで終わりにするよ、小こ鬼おに」

　扉を閉めてからフランシスが呼ぶと、ぽとん、と狭せまい船室の床に何かが落ちてくる。

　ころころしたものはひょっこりと立ち上がり、大きな琥こ珀はく色いろの眼めをきょろきょろさせた。

「はぁい！　こんなもんでよろしかったでしょうか、ご主人様！」

「うん、よくやった。上手だったぞ。はい、ご褒ほう美び」

　フランシスはにっこり笑い、ポケットから取り出した角砂糖を『それ』に与あたえる。

『それ』、すなわち大きな猫ねこくらいの大きさの、尖とがった耳をして古びた軍服を着た小さな小さな使い魔まである。使い魔は角砂糖を受け取ると、嬉き々きとして床ゆかを転がった。

「わーい、ご褒美ー！　ご褒美ー！」

「……？　いや、だから、なんなんだ？　そこになんかいるのか？」

　一方メルヴィンや他の生徒には、床を転がる使い魔は見えていないらしい。彼らに見えているのは、フランシスが床に描えがいた謎なぞの文様──本当は使い魔召しよう喚かんのときには欠かせない、術者を守る魔法円──と、廊ろう下かで放心しているエディトン・カレッジの生徒たちだけだ。

　ジャスティンはちょっと遠い目になって小さな使い魔を眺める。

（なーんか……どっかで見たような小鬼を喚よんでるなあ……。っていうかちゃんと喚べちゃってるのが怖こわいよ。フランシス、いつか本気の悪魔契けい約やく者にならないといいけど）

　実はこの使い魔、少し前にシェルズバーン・カレッジにちょっかいをだしてきたので、ジャスティンが魔法書に契約させた悪魔と同じ悪魔だったのだ。

　使い魔のほうもやっとそのことに気づいたらしく、ジャスティンを見上げてはっとする。

「ああっ、あなたは！」

「あれ？　知り合い？」

　フランシスに訊かれて反応に困り、ジャスティンは思いきり笑ってごまかした。

「あ、あははははは……ごめん、ちょっと借りるわ、これ」

　ジャスティンが使い魔の襟えりをつかんでぶらさげ、隣の悪魔たちがいる部屋へと持ち運んでいくと、使い魔はぶらぶら揺ゆれながら言い訳をする。

「借りられました。もうひとりのご主人、ごめんなさい、ごめんなさい、ちょっと賃仕事をさせていただいておりました。本当のご主人は、もちろん人間の王たるあなたです！」

「いいのいいの、気にすることないって。でも勝手においたをすると、怖い大悪魔に食べられちゃうかもよー」

　これ以上悪戯いたずらをされないようにちょっぴり脅おどしてみると、小鬼はふるふると震えた。

　ついでに、悪魔たちのいる部屋を開けた途と端たん、絶ぜつ妙みようの間で魔ま狼ろうの姿になったエルデンが大口を開けてみせる。

「そうそう、こんなふうに！」

「きゃあーいやぁぁー！」

　本気で泣き顔になる小鬼に、エルデンは大だい爆ばく笑しようを始めた。

「ぶわははは、ほんっとに弱くて小さくて、かわいいでやんの！　えい、えい！」

　狼おおかみの姿の前足で、ちょいちょい小鬼をつっつくエルデンに、ジャスティンは肩かたを落とす。

「エルデンって、実は小さくてかわいいものがかなり好きだよね」

　するとエルデンは不意に正装の男性姿に戻もどり、ひょいとジャスティンの腰こしを抱だいた。

　間近につきつけられる精せい悍かんな美び貌ぼうに、ジャスティンはうっ、と気持ち悪さを覚えて顔を引く。エルデンはそのあごを逃げられないように押さえて、少し意地悪な笑えみを浮うかべた。

「うん、だから人間も好きだぜ。食べたら美味おいしいし、かわいがるのも楽しいし！　で、嬢じようさんのことは格別に好き──へぶ！」

　最後まで言う前に、レクスがエルデンの後頭部に思いきり肘ひじを当てる。エルデンはよろめき、ジャスティンはエルデンの腕うでをすばやく逃のがれつつも呆ぼう然ぜんとした。

（レ、レクスが……！　レクスが普ふ通つうにエルデンをどついてる！）

　なんという成長だろう！　しかしレクスが頑がん張ばるのがこんなときだけだと本気で困る！

「そろそろ試験の時間だろう。行くぞ」

　完かん璧ぺきな紳しん士し装束に長い髪かみをたらしたレクスは、ジャスティンにエスコートの手を伸のべる。ジャスティンは小鬼を床に置いてその手を取りつつも、途と方ほうに暮れて告げた。

「レクス。なんだかこういうところだけどんどん活動的になるあんたが、頼たのもしいのかどうかよくわからない」

「惚ほれてくれてかまわんぞ、遠えん慮りよなく」

　真意の見えない笑みと言葉に、ジャスティンはあいまいに笑い返した。

「そう、単純にいけばいいんだけどね……」
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「では、これよりダンスと礼法の試験を始める。それぞれ、ダンスの相手に一礼して──始めたまえ」

　礼法の試験の時間になると一等食堂の机は綺き麗れいに片づけられ、広い空間は教室から美しい大広間へと様変わりしていた。真しん紅くの絨じゆう毯たんに木目調の壁かべ、天てん井じようにはシャンデリア風にクリスタルを山ほどつるした明かり。壁には何枚も偉い大だいな自然や遺い跡せきの様子を描いた大きな絵がかかっている。

　教師の言葉を受けてヴァイオリンをかまえるのは、楽師と偽いつわって船に乗ったユリアンだ。

　まとっているのはいつもの白い軍服ではなく、一いつ般ぱん的な礼装である。

（ユリアン、ほんとにちゃんと弾ひけるのかな？）

　少し不安になるジャスティンだったが、ユリアンのヴァイオリンはすぐに深みのある音で鳴り始めた。どこか過か剰じような激しさがあって交こう響きよう楽がく向きではないけれど、独奏するぶんには実に立派な腕うで前まえだ。

（うわあ、意外！　だけど似合ってるな。もっとも持ちこんでた楽器ケースは、ヴァイオリンっていうよりチェロくらいの大きさだったけど。──と、とと、そんなこと考えてる場合じゃないか。私も頑張らないと）

　音楽が始まったのを合図に、ジャスティンは目の前のフランシスに軽く会え釈しやくをした。

　ダンスは男女ひと組で踊おどるものだが、この場にいる女性はジャスティンだけだ。基本的には、男子生徒たちがそれぞれ男役と女役にわかれて踊ることになっている。

　組み合わせはランダムだが、ジャスティンは運良く、と言おうか、まずは相手役にシェルズバーンのフランシスを引き当てた。

（私はただの飾かざりだから、なるべく相手を引き立てるように──）

　元々運動神経も物覚えもいいジャスティンだから、ダンスに苦手意識はない。父とあちこち旅している間も、彼は幼いジャスティンと恥はずかしげもなく踊ってくれた。それなりに場慣れはしているはずだ。

　紳士的な笑みを浮かべて手をさしのべるフランシスはクリスタルにきらめく光を受けて、幼い少女が思い描く夢の王子様のようで、ジャスティンは思わず引きつりかける顔を必死で笑顔に整える。

（駄だ目めだ駄目だ駄目だ、こんなところで美形にめげてる場合じゃない！　美形なんかどうせ顔の皮一枚！　五十年後くらいを想像して乗り切ろう！）

　ジャスティンがそんなことを考えているとは知らないフランシスは、ジャスティンの手をとると、すぐに広間の真ん中へ滑すべり出た。

　フランシスの快活で確実なステップにあわせ、ジャスティンの美しいプラチナ・ブロンドが揺れる。ジャスティンがきちんとついてくるとわかると、フランシスは少し笑みを深めてさらに動きに抑よく揚ようをつけ始めた。幼いカップルの姿はすぐに人々の視線を奪うばう。

　教師やら正装の乗組員やらの柔やわらかな視線を受けながら、ジャスティンもフランシスの手て際ぎわに感心していた。

（さすがにうちではだんとつの優等生なだけあるな、フランシス。ダンスも手慣れてる。このぶんなら彼は大だい丈じよう夫ぶそうだけど、他ほかのひとたちはどうだろう）

　さりげなく辺りに視線をやってみると、周囲の状じよう況きようは実に様々だった。

　ついさっきフランシスの精神攻こう撃げきを受けたエディトン・カレッジの面々はまだちっとも立ち直っておらず、ぼんやりしては相手の足を踏ふんでばかりいる。

　そしてもっとも可哀かわい想そうなのは、レクスと組むはめになった他校の生徒である。

　どうもレクスの顔に見とれてぼーっとしているなあ、と思って見ていたところ、いきなり床に崩くずれ落ちてしまったのだ。

「きみ！　きみ、大丈夫かね？　何があった？」

　慌あわてて教師が駆かけ寄るものの、生徒は床に座りこんでぼんやりレクスを見上げるばかりだ。

「い、いえ──何も、なかったような……すごいことがあったような……」

「普通に踊っていたら、わたしの美しさにあてられて腰が抜ぬけたようだ。念のため言っておくが、口説いてはいないぞ」

　堂々と言うレクスに、教師もどう返していいのかわからない様子だ。

（これだからあの顔面最強破は壊かい兵器は……。青少年の健全な発育に悪い影えい響きようが出ないといいんだけど）

　軽い頭痛を覚えて視線をそらす。ルーナエはまだ部屋で眠ねむっているし、エルデンはどうしているのかと見ると、彼は彼で軽快なダンスを見せている。最初は『女の子相手じゃないとやだ』とだだをこねていたものの、結局実際には生徒たちをからかうように翻ほん弄ろうしてはくすくす笑っているあたり、エルデンの可愛かわいいもの好き、人間好きは結構筋金入りなのだろう。

　シェルズバーンの他の生徒たちのダンスはけして上手ではないが、ぼろぼろな周囲の状況から見ればまともなほうだった。

（意外に、ひょっとして、けっこういけるかも？）

　少しばかり希望の光が見えてきたところで曲が切り替かわった。

　踊り手たちはそれぞれ相手を替える。唯ゆい一いつの女性であるジャスティンには誰だれもがちょっと手をさしのべにくいようだったが、そこへすっと手を伸べてきたのはメルヴィンだった。

（ううっ、これはまた緊きん張ちようする……いやいや、雑念は敵！）

　ジャスティンはなるべく華はなやかに笑ってメルヴィンの手を取った。

　メルヴィンはそんなジャスティンを悲しいような不思議な色の目で見ていたが、ふっと視線をそらしてしまった。

（何か気に障さわったのかな）

　気になるものの、問う暇ひまはなくダンスは続く。

　メルヴィンのステップはフランシスよりぎこちなく、見み栄ばえもしなかったが、やがてジャスティンはひとつのことに気づいた。

（あれれ、さっきより断然踊りやすい。特に上手っていうわけでもないのに、なんでだろ）

　不思議に思ってメルヴィンの顔を見つめ直し、その真しん剣けんさにはっとする。

（そうか──メルヴィンが、私の踊りやすさを第一に踊ってくれてるからだ）

　見た目の派手さより何より、一番にジャスティンのことを考えてくれている。

　そう思うと嬉うれしくて胸が熱くなり、同時に針で刺さされたように痛くなった。呼吸がうまくできずに、周りに気づかれないよう小さくあえいでかすかに目をそらす。

　不意にユリアンのヴァイオリンの音が心にしみてきた。どこか悲しくも真しん摯しな、叶かなわぬ願いを抱かかえ続けているような音が、目の前のメルヴィンに重なる。

（この試験でシェルズバーンが勝ったら、私はメルヴィンとつきあうんだ。メルヴィンはきっとすごく私を好いてくれている、んだと思う。──でも、私はどうだろう。彼のこと、好きなの？　普通の好きと、恋れん愛あいの好きはどう違ちがうの？）

　試験で勝ったらメルヴィンとつきあうことになる、ということを、ジャスティンは悪あく魔またちにはまだ言っていなかった。彼らのことだからとうに知っているのかもしれないけれど、いつか直接言わなくてはならないだろう。

　でも、具体的にいつ言うかはあまり考えたくなかった。

　ジャスティンは柄がらにもなく現実から目をそらし、懸けん命めいに自分に言い聞かせる。

（もう少しあとにしよう──そう、だってまだ、先のことはわからないもの）
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　それ以上の波乱もなく、どうにかダンスの試験は終わった。

　日はすっかり落ちて、やっと長い船上の一日も終わろうとしている。

　食堂にはあらためて四角い卓たくがいくつも運びこまれ、完かん璧ぺきにのり付けされたクロスがかけられた。ここからは晩ばん餐さんという名目での礼法の試験の時間であった。

（なんだかどっと疲つかれたわ……。自分が応おう援えんするしかないっていうのも、それはそれで気き疲づかれするもんだな）

　ジャスティンはぼんやり考えながら席に着いている。目の前にいるのは悪魔たちでもシェルズバーン・カレッジの面々でもなく、船のオーナーであるロートン卿きようだ。

　ジャスティンはロートンの招きで、生徒たちの食事する一等食堂の続き部屋のテーブルに着いていた。同じテーブルに着いているのは向かい合ったロートンひとり。

　とはいえ食堂に続く扉とびらは開いていて、すかし彫ぼりの入った東洋風のついたてで仕切られているだけだから、生徒たちの様子は大体わかる。

（……いけない。まだぼうっとしてていいときじゃないよ。この状況なら生徒さんたちのことは気にしないで、ロートンさんに父様のことが色々聞けるかもしれない。同じクラブ会員なら、きっと私が知らないこともご存じのはずだもの）

　ジャスティンがこっそり気合いを入れ直すのをよそに、ロートンは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「まずは今日一日、お疲れ様だったね。乾かん杯ぱいしよう──きみは十五だったか。でも、いつまでも林檎酒サイダーというわけにもいかないだろうね？」

「はい、ワインも少しなら大丈夫です」

「よろしい、いいマデイラがあるんだ。用意させよう」

　ロートンはテーブルの燭しよく台だいに片眼鏡めがねを少しばかり光らせて、部屋づきの給きゆう仕じに合図をする。

（マ、マデイラはまずいんじゃないかなあ……。あれ、強いんだよね）

　ジャスティンは体質的にアルコールを受けつけない方ではないが、マデイラは普ふ通つうのワインよりアルコール度を高めた酒だ。

　クリスタルグラスに注がれる赤い液体を慎しん重ちように眺ながめ、女王陛下に乾杯してからおそるおそる口をつけた。途と端たんに芳ほう醇じゆんな香かおりと後を引かない深みのある味が広がり、ジャスティンは少しほっとする。

（ずいぶん飲みやすい。これなら多少は平気かな）

　向かい合ったロートンは品よくグラスに口をつけてから、ジャスティンの様子を眺めて気さくに話し出した。

「今回は色々と波乱続きの試験のようだが、もうこの後は島に着いてからのスポーツや軍事教練だけだからね。それが終われば、生徒もきみもしばしの休きゆう暇かを楽しめるよ。きみはいつも忙いそがしいんだろう？　色々仕事があるようだものね。ついでに羽を伸のばしていけばいい」

　そう言えば、普ふ段だんは影かげの校長業と、勉強と、メイド仕事と、悪魔たちの相手であっという間に日々が過ぎてしまっている。それはそれで充じゆう分ぶん楽しいので文句はないが、休暇、と言われると嬉しい気持ちになるのも本当だ。

　ワインのせいもあって体が芯しんから温まり、ジャスティンは微笑んで言う。

「ありがとうございます。こんなによくしていただいて、きっと父も喜んでいると思います」

「そう、お父上だ。彼はまだ行方ゆくえ不明なんだって？」

　ふとロートンが表情を曇くもらせたのを見て、ジャスティンも少し不安をかきたてられる。しかし同時に嬉しくもあった。父のことで共に悩なやんでくれるひとがいるというのは正直心強い。

「──はい。いえ、でも父は元々全世界を転々としているひとですから、いつもの調子といえばそれまでなんですけれど。今回はあまり手紙も来ないので……心配はしています」

「そうか。万が一にも、危険な目に遭あっていないよう祈いのるよ。彼は実に素す晴ばらしいひとだ。わたしたちは『エルズバラ冒ぼう険けん者クラブ』の仲間だったからよく知っている。──クラブのことは彼から聞いたことがあるかね？」

　どうやら『エルズバラ冒険者クラブ』の話が聞けそうな流れに、ジャスティンは思わず手を止めて熱心に答える。

「いいえ、直接父から聞いたことはありません。父は自分自身のことはあまり話さないひとで──でも、クラブの集合写真を見たことがあります。エルズバラの街を背景に、父と、ロートン卿のお姿もありました」

「ああ、きっとわたしやシェルズバーン伯はく爵しやくがクラブ会員になったころに撮とった写真だな。……懐なつかしいね。『エルズバラ冒険者クラブ』というのはね、その名のとおり、冒険者が集まって、旅先で見つけた貴重な資料や遺い跡せきについて研究、保護活動をするクラブなんだよ」

　冒険者クラブの活動内容は大体ジャスティンの想像したとおりで、ジャスティンはほんのりと笑った。

「素敵です。とっても父らしい。父は冒険を愛していましたが、それ以上に異国の文明や、自然や、世界のすべてを愛し、尊敬していましたから。私もいつか、そんなクラブに入りたい」

　ついつい本心を口にすると、ロートンは軽く目を瞠みはってから小さく笑った。

（うっ、しまった。いくらロートンさんが冒険者クラブのひとだからって、女が冒険するのに賛成してるとは限らないんだっけ。茨いばらの道だなあ、女性冒険家）

　ジャスティンは内心慌あわてるが、ロートンは山や羊ぎのチーズで作った前菜を切り分けながら楽しそうに続ける。

「さすがは伯爵の娘むすめさんだ。きみが女性冒険者になるなら、いつかエルズバラ冒険者クラブが女性に門戸を開く日も来るかもしれないな。今まで見てきたかぎりでも充分わかる。きみは伯爵と似て、実に自由な視線や考えを持っているようだね」

「……ありがとうございます。お褒ほめいただいて恐きよう縮しゆくですが、私のものの見方や考え方は、まだまだ父から受け継ついだそのままなところも多いんです。もっともっと勉強しなくては全然駄だ目めです」

　赤くなって反省するジャスティンを眺めて笑ってから、ロートンは静かに告げた。

「きみのお父上はね、勉強ではどうにもならないものを持っていたよ。いつでも遠くを見ているような不思議なひとだった。ここにありながら、ここにいない、とでもいうのかな。あるとき、ある遺跡で、わたしたちが地に這はいつくばって古いコインを拾っているとき、ふと気づくと彼は空を見ていた。『この宝の山を前にして、きみは一体何をしているんだ』とわたしが訊きいたら、彼は『ねえ、きみ。古代、ここにこんな大きな建物が建ったのは、きっと空が綺き麗れいだったからだよ』という。申し訳ない話だが、そのときは誰だれもが彼を笑った。彼が単なる詩人だと思ったからだ」

「それも……すごく父らしい気がします」

　ジャスティンの記き憶おくの中の父も、穏やかな笑え顔がおとは裏腹の爆ばく弾だん発言や、おとなしい見た目を裏切っての行動力で辺りを驚おどろかせ続けるひとだった。

　ジャスティンが恥はずかしいような、誇ほこらしいような、複雑な気分になっていると、ロートンはワインのグラスを傾かたむけて静かに言う。

「しかし彼はその後、あっさりと天文と遺跡の関係性を解き明かし、そこにあったのが太陽を奉たてまつる神しん殿でんだったという仮説を立ててみせたんだ。実に鮮あざやかで、自由な、見事な論だったよ。──彼はつまり、そういう男だ。ロマンチストだが頭が切れ、視野が広く、空想を現実に繋つなぐ力を持ち、伝統を愛しつつもリベラルだ」

　ロートンの語る父は、確かにジャスティンの知る父だった。しかし、どこか見知らぬ父のような気もした。

　──得体の知れないところのある、天才肌はだの男。

　何か違い和わ感かんがあるような、妙みように納なつ得とくがいくような、複雑な印象だ。

（ロートンさんから見た父様が、私の知っている父様と違ちがうだけ？　それとも……ひょっとしたら私のほうが、思い出を大事にしすぎていたのかもしれない。父様のことをただののんびりとした、善良な、天使みたいなひとだと信じていたけれど……本当は、違うのかも）

　ジャスティンはぐい、とワイングラスを空けて、懸けん命めいに考えた。父のこと。父が今何を考え、何をしているのか、ということ。

　父は本当に、ただ気まぐれに旅をしているのだろうか。

　……いや、それは違う。きっと彼は何か考えがあって動いている。そう──ジャスティンを連れて館やかたを出たときから、ずっとジャスティンには知らせない何かの事情で動いていたのではないだろうか。

　一いつ瞬しゆん嫌いやな予感で全身が冷えたが、ジャスティンはどうにか心を強くもって口を開く。

「私はずっと父とふたりで生きてきました。だから、私にとって父は神様みたいなものだったのだと思います。小鳥の雛ひなが親鳥から餌えさを口移しされるように、私は父から様々なことを習いました。父のことはよく知っていると思っていた──でも今思えば、私は彼が本当に何を考え、何を望んでいるかは何ひとつ知らなかったんです。父の思いにたどりつくことさえできれば、彼の居場所もわかるようにも思うのですが……まだ、私には力が足りません」

　ロートンは目を伏ふせてジャスティンの話をしっかりと聞き、小さくうなずいた。

「そうだね。彼が姿を消した理由は、まだわたしにもわからない。しかし、必ず何か理由があるはずだ。──彼の捜そう索さくには、わたしも手を尽つくそう。わたし自身は学校長になってから遠方への冒険には出ていないが、シェルズバーン伯爵の行きそうなところなら多少は心当たりがある。どうだね？」

　ロートンが、父の旧友が父の捜索に力を貸してくれる！

　思ってもみなかった提案に、ジャスティンの心は躍おどり上がった。ついつい勢いこみ、上品とは言えない調子で身を乗り出してしまう。

「願ってもないことです。ありがとうございます！」

　ロートンはそんなジャスティンを目を細めて見やり、給仕に互たがいのグラスを満たさせた。

「よかった。ではもう一度約束の乾かん杯ぱいをしてくれるかね」

「はい、いただきます」

　父が見つかるかもしれない、そんな希望が体を満たして、ジャスティンは少し頬ほおを紅潮させてロートンとグラスを軽くあわせる。

　普通なら飲み過ぎとわかる量だったけれど、浮うき立った気持ちのせいでワインを余計に飲んでしまった。やがて未体験の熱で体の芯が熱くなり、思考がほろほろとほどけ始める。

　そのままいつ食事が終わったのかもわからぬうちに、ジャスティンは視界ににじむ燭台の明かりを感じてぼうっとしている自分に気づく。

「──部屋まで送ろう、ジャスティン」

　穏おだやかなロートンの声がする。大きな手が目の前にさしのべられる。

（ああ、もう帰る時間なんだ。……帰らなくちゃ。淑しゆく女じよらしく、微笑ほほえんで、手をとって）

　かろうじて残った理性で考えて、ジャスティンはロートンの手に自分の指を載のせた。

　と、そのとき、不意に誰かの影かげで視界がかげる。

「お嬢じようさん。──お嬢さんじゃないですか。俺のこと、覚えてますか？」

（ん？　あれ？　これってユリアンだよね？　どうしたんだろ、改まってお嬢さんだなんて。……あ、そうか、今は初対面っていう設定なんだっけ。危ない、危ない）

　ジャスティンが内心慌てる前で、ロートンは楽師に扮ふんしたユリアンと対たい峙じしていた。

「きみは楽師だね。彼女の知り合いなのかね？」

「は、はい。ちょっと以前会ったことが……ええと、少しだけ彼女と話していってもかまわないでしょうか？」

　ユリアンの態度はどことなくおどおどした気弱な青年風で、元から穏やかな外見も相まっていつもとはまったく別人に見える。

（さすが、全部力ちから業わざでごまかすレクスたちとは気の遣つかい方が違ちがうなあ）

　ジャスティンは変なところで感心してしまった。ロートンはそんなジャスティンをちらと見下ろしたが、すぐに紳しん士し的な笑みを浮かべてユリアンに告げる。

「もちろんだ。わたしに許可を取ることはない。けれど誤解を受けたくなければもちろん紳士的に、他ほかの目があるところで話すことをお勧すすめするよ。そして彼女をなるべく早めに休ませてやってほしい。万が一何かあれば、わたしが黙だまっておれないからね。頼たのむよ。──それでは」

「はい、もちろんです。おやすみなさい、旦だん那な様」

　去っていくロートンに頭を下げるさまも、なかなか板についていた。

　ジャスティンはロートンが立ち去るのを見送り、その後ユリアンにそっと小声で囁ささやく。

「ええっと、ユリアン……？」

「甲かん板ぱんに出るぞ」

　ユリアンはなぜか一気に冷たくなった目でジャスティンを見下ろし、短く言った。

　そのままずかずかと通路へ出て行ってしまうので、ジャスティンは慌てて後を追う。

（あれ、れれ？　私、何かユリアンに怒おこられるようなことってしたっけ？）

　ワインでぼうっとなった頭で一いつ生しよう懸けん命めい考えるものの、思い当たることはない。

　ユリアンが通路の果ての扉とびらを開けると、冷えた夜の潮風が吹ふきこんできた。

　新しん鮮せんな空気にほっとして、ジャスティンは軽く深呼吸をする。そうすると頭にかかった霧きりが少しだけ薄うすくなるようで気持ちよかった。

　ジャスティンは手すりに背を預けて立つユリアンに歩み寄って訊たずねる。

「──どうしたの、ユリアン。私たち、知り合いだと思われたら面めん倒どうなんじゃない？」

「面倒かもしれんが、放ほうっておけん」

　船体にかけられた角灯ランタンの明かりが揺ゆれて、ユリアンの難しい顔を照らした。

　ぎ、ぎぎ、ときしみが立ち、船が外海のゆるやかなうねりに身を任せているのがわかる。船外は恐おそろしいほどの闇やみだ。ジャスティンは途と方ほうに暮れて、ユリアンの傍かたわらに立った。

「一体どういうこと？」

「きみは今の自分がわかっていない、ということだ」

　さらに気むずかしい声こわ音ねで言われ、ジャスティンはどきりとする。

　ユリアンは割合誰に対しても厳しいひとで、特に女性はあまり得意ではないという話だ。何かはしたないところのひとつも見せれば思いきり罵ば倒とうされてしまいそうで、ジャスティンは反射的に自分の髪かみに手をやった。

「私、どこか、髪とかドレスとか、変？」

　すると、ユリアンはなぜか苦しそうに顔を歪ゆがめ、少し横を向いてつぶやく。

「……きみは」

「ユリアン？」

　何か変な雰ふん囲い気きだ。いつものユリアンとは違う気がする。ジャスティンが不安になって返答を待っていると、ユリアンはいきなり堰せきを切ったように話し始めた。

「きみは確かに変だ、しかしそれは性格や価値観が今の時代のこの国の女性らしくない、という意味にすぎん。きみは傍はた目めには完かん璧ぺきなんだ。そうしていると、少女らしいのと同時にひどく女らしくもある。女嫌ぎらいの俺ですら、ちっとも嫌いや味みなところが見つけられない無む垢くな姿だ。だから危なっかしいというんだ。いいか、ジャスティン。俺では駄だ目めなんだ」

「待って──何が、駄目なの」

　一体何を言われたのかわからなくて、でも何か重要なことを言われたような気がする。

　ジャスティンが呆ぼう然ぜんとユリアンを見つめていると、彼はいきなりジャスティンに向き直り、少し強い力でその両りよう腕うでをつかんだ。

　そしてまっこうからジャスティンの緑色の瞳ひとみをのぞきこみ、痛いほど真しん摯しに告げる。

「いいか、悪あく魔まなんかじゃない、きちんとした男を見つけろ。きみを守ってくれる男だ。一生を戦いに捧ささげたりはしない──そして、きみを戦いの場に放りこんだまま知らないふりなどしない、まともな神経と充じゆう分ぶんな優やさしさと財力を持った男だ。……わかったか？」

「……ええ」

　とりあえずうなずいてはみたが、本当はわからない。

（どうして、そんなこと突とつ然ぜん言うの？　何かあったの？　さっきのヴァイオリンといい……ユリアンはいつも本心を隠かくしてる気がする。穏やかな顔をしてるけど、いつも怒ってるような、悲しんでるような……何か懐なつかしんでいるような）

　一体どうしたの、何があったの、と訊きいてみたくはおもうが、自分がそんなことを訊いていい立場にいるのかどうかがわからない。ジャスティンが迷っているうちに、ユリアンは彼女に背を向けた。

　軽くため息を吐ついて額に手を当て、いつもの淡たん々たんとした調子に戻もどって口を開いた。

「……では、今日は俺が部屋まで送っていく。手を……!?」

　ジャスティンのほうを振ふり返りかけたとき、ユリアンはバラの香かおりの突風に襲おそわれた。

　思わず一いつ瞬しゆん目を閉じ、次に開いたときには夜の甲板にジャスティンの姿はない。

　代わりに残されたのは、あざけるように鮮あざやかな真しん紅くのバラの花びらが一枚、二枚。

　まるでレクスの瞳のような色だ。

「っ……くそ。あの悪魔の仕し業わざ、か」

　苦々しく吐はき捨て、ユリアンは自分の片目を強くおさえた。
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　ついさっきまでユリアンと話していたと思ったのに、気づくとジャスティンは夜の闇の真ん中にいた。

　上も下も、右も左も真っ暗だ。

　ジャスティンはレクスの闇色の腕うでに抱だかれ、船の高い見張り台の上に居る。

「──レクス！　何やってるの」

　見張り台から船の上部甲板まではおそろしい距きよ離りがあったが、レクスがしっかりと抱いていてくれるせいか怖こわさはなかった。

　強い風が吹いて、レクスの漆しつ黒こくの髪とジャスティンのドレスの裾すそをはためかせる。

　レクスは白々と輝かがやく月を背後に、赤い眼めを細めて囁いた。

「あんな子供たちと一いつ緒しよでは、踊おどった気にならんからな。仕切り直す」

「仕切り直す、って……」

　どうするの、とジャスティンが訊く前に、レクスの指がぱちん、と鳴った。

　間を置かず、船の船首甲板に無数の光が灯ともる。まるで空の星が落ちてきたかのように、青白い光が船首をぐるりと囲み、空中には光の粒つぶが『ようこそ、我が主あるじ』の文字を描えがき出す。

　ジャスティンはその美しさに目を奪うばわれ、思わず歓かん声せいをあげた。

「わあ……これ、なんの光？」

「星から届く遥はるか過去の光だ。さあ、ジャスティン。わたしの手を取れ」

　レクスは柔やわらかに笑ってジャスティンの体を小さな見張り台の上へと下ろす。幅はばはひとひとりが立つので精せい一いつ杯ぱい、手すりは飾かざり程度の危あやうい場所だ。

　しかもレクスは手すりの上に立って、ジャスティンに手を伸のべる。

「──わかった」

　さすがにジャスティンもわずかな恐きよう怖ふを感じはしたが、レクスが自分にとって危ないことをするわけがない。

　自然にそう信じられたので、ジャスティンはすぐに背伸びをしてレクスの手を取った。

　レクスの手助けで危なっかしい手すりの上に乗ると、彼はあっさり手すりの外に踏ふみ出す。ジャスティンは一瞬息を吞のむが、レクスは平然と何もない闇の中にたたずんでいた。

　ならば、とジャスティンも心を決めて足で闇を探さぐってみると、こつん、と固い感かん触しよくがハイヒールごしに感じられた。よくよく目をこらしてみるものの、やはり足あし下もとには何もないように見える。深い闇の下、遠く幾いくつもの明かりに照らされた甲板が見えるだけ。

「大だい丈じよう夫ぶだ──わたしを信じて、降りてこい」

　レクスの声は歌うように甘く、どこか遠くから音楽が聞こえ始めた。

　少し昔に流行はやったオペラの曲を、楽団が陽気に演奏している。

（ええい、きっと大丈夫！　見えないだけで、足下には感触があるもの）

　ジャスティンはまだ体の芯しんに残っている淡あわい酔よいに力を借りて、さらに夜空へもう一歩踏み出した。

（あ、これ……階段だ。ちゃんと空中に見えない階段がある）

　またも足の裏にしっかりした反応を感じ、あとはレクスに導かれるまま、ジャスティンは見えない階段を下りていった。

　甲板に近づくにつれて音楽は大きくなり、人々のざわめきまでもが聞こえてくる。

　この船に乗っているのは生徒たちと付き添そいの他ほかには乗組員たちだけのはずなのに、聞こえてくるのはやけに上品な年配の男女のさざめきであった。

　ついにレクスとジャスティンが船首甲かん板ぱんに降り立ったときには、辺りは豪ごう華かなパーティー会場と化している。

　不思議な白い光の灯る中、白いお仕着せを着た楽団が船首で心地ここちよい音楽を奏かなで、甲板の端はしにはテーブルクロスをかけた円えん卓たくが並び、上品な男女が食事を取っている。

　甲板の真ん中はダンスのために空けられているが、今は誰だれも踊ってはいなかった。

　舞ぶ台たい装置のような月がレクスを照らし、その髪に銀の光を零こぼしては転がり落ちる。

　レクスはあらためてジャスティンに片手を伸べて微笑ほほえんだ。

「過去の光に照らされて、過去の音色だけが響ひびくいい夜だ。一曲つきあうか？」

　レクスが過去と言うからには、この人たちは幻げん影えいか幽ゆう霊れいか、その類たぐいなのかもしれない。しかし甲板に現れた幻まぼろしは恐おそろしさよりも美しさのほうを感じさせた。

（そういえば、さっきはレクスとは踊れなかったものね）

　レクスの魔ま法ほうも、ふたりで踊るために使われるくらいならいいだろう。

　ジャスティンもレクスと踊れるのは嬉うれしくて、ほんのり笑って彼の手を取る。

「ええ。よろしくね、レクス」

　すぐに楽団は優ゆう雅がな曲を奏で始め、グラスを手にした見知らぬ男女が柔らかな視線をふたりに向ける。レクスはジャスティンを引き寄せ、わずかに風をまいて身を翻ひるがえす。

　レクスの所作はステップを踏むというよりもっと自然で、音楽にそのまま溶とけこむかのようだった。ジャスティンも、彼についていくだけで音楽が自然に体に入ってくるのを感じる。

　作曲者の情熱、演奏者の優しさとけん怠たい、すべてがここちよく、どうステップを踏めば音楽に乗れるのかが瞬しゆん時じにわかる。

　まだ少しぼやけた視界で淡い光が躍おどり、ジャスティンはとてもしあわせな気分になった。

（なんて気持ちいいんだろ。父様を見つけるあてもできたし──この夜がずっと続けばいいのにな）

　今まで身にまとっていた緊きん張ちようが端からほどけていくようで、ジャスティンはレクスを見上げて小声で話し出した。

「ね、レクス。ロートンさんが、父様を捜さがしてくれるっていうの。──もうすぐ、父様に会えるのかもしれない。また一緒に暮らせるのかもしれない。レクスも覚えてるでしょ。私の父様──あなたの魔法書を手に入れたひとだよ」

「覚えている。確かに変わった男だったな。少しだけ賢かしこくて、面めん倒どうな男だ」

　レクスの目は深い不思議な光を宿したままジャスティンを見つめ、薄うすい唇くちびるはすべてを戯ざれ言のように甘くつむぐ。レクスと一緒に音楽に翻ほん弄ろうされながら、ジャスティンは小さく笑った。

「面倒だなんて！　レクスは父様のこと嫌きらい？」

「さてな。──お前は父親のことをずいぶんと好いている。父親相手になら、色々と頼たよったり甘えたりもするのだろう？」

　なんでそんな話になるのだろう、と少しばかり疑問に思いつつもジャスティンは答える。

「それは……その、もちろん、ひとりで色々できなくちゃ、って思うけど──そうだね。まだまだ頼っちゃってるかな」

「わたしには頼らないのに？」

　レクスはまだ優やさしく笑っている。その笑えみに何か寂さびしさのようなものを感じ取り、ジャスティンは少し慌あわてた。

「それは全然別の話だよ。レクスは万ばん能のうすぎて、頼り始めたらきっと私が駄だ目めになっちゃうから。それにあなたは、他人で、悪魔だもの」

（って、私、どうしてこんなに一いつ生しよう懸けん命めいに言ってるんだろう。レクスと余計な取引なんてしないのは当たり前なのに。気をゆるしては駄目なんだ、レクスは悪魔なんだ。人間につけいって悪事を働くのが性しよう分ぶんなんだ）

　必死に自分に言い聞かせているところへ、レクスがそっと囁ささやく。

「わたしが頼って欲しいと望んでも同じか？」

「え？」

　今度こそ心臓が躍り上がって、ジャスティンは立ちすくんだ。

　今まで心地よく包んでくれていた音楽からはじき出されてしまい、自分の心臓の音だけが耳の奥で響く。

　レクスもまたジャスティンを抱いて立ち止まり、指の背で軽くジャスティンの髪かみを額からのけた。その所作には優しさしかなくて、レクスの声は甘やかに響く。

「頼って欲しい、と言っている。ただ傍そばにいるのでもいいが、わたしはもう少し色々なことができるはずだ」

　あまり飾りもせず、誘ゆう惑わくよりも素そ朴ぼくな言葉でレクスは語る。

　普ふ段だんのようなあふれんばかりの色気もない。それでもジャスティンはレクスの目から視線を外せなかった。彼の悲しい美しさがそこに揺ゆれている。幾いく百ひやく、幾千、幾万の死を見て透とう明めいになってしまった瞳ひとみがジャスティンを見下ろしている。

　身体からだ中じゆうが熱くなる。なぜだろう？　多分、さっき飲んだワインのせいだ。

　そう自分に言い聞かせて、ジャスティンはどうにか笑って訊きいた。

「ありがとう。……でも、どうして？　私に頼られて、あなたに何かいいことでもある？」

　ジャスティンの問いに、レクスは少し考えこんだ。そして柔らかな声で告げる。

「存在するのが少し楽になる」

　──痛い。

　心臓の位置が痛い。そんなことを言わないで、そんな目をして言わないで。

　レクスが苦しんでいるのがわかった。彼はきっと苦しんでいる。

　ジャスティンは笑みを浮うかべ続けることができなくなって、震ふるえながら訊く。

「ただ……生きているだけのことが、苦しいの？　あなたは……どんな世界を見ているの？」

「何も見えない」

　いともあっさりとレクスは言ってのけた。

（何も？　何もってどういうこと？　世界には色々な、見ても見ても終わらないくらい、歩いても歩いても果てがないくらいのものがつまってるのに……なんで？）

　ますます震えるジャスティンの目の前で、レクスは綺き麗れいな瞳で瞬またたく。

　ジャスティンを映していても、何も見ていないような瞳。

　虚うつろの上に偽いつわりの色いろ香かだけをまとう瞳。

　レクスは目を細めた。目をこらして、ジャスティンを見ようと努力でもしているように。

「ものの姿をとらえることはできる。しかしわたしはそれに意味と価値を与あたえられん。ゆえにわたしの視界は常に白く崩くずれていくだけだ。──世界は虚ろだ。何もない。何ひとつ」

　レクスはつぶやき、彼の指がジャスティンの頬ほおに触ふれた。その頼りなさに耐たえきれなくなった。

（捕つかまえなくちゃ）

　ただそれだけで頭がいっぱいになって、ジャスティンはレクスに力ちから一いつ杯ぱい抱だきついた。

　レクスは少しだけ動きを止めてから、そっとジャスティンの髪を撫なでてくれる。

　ジャスティンはレクスの胸に顔を埋うずめたまま、懸けん命めいに言う。

「そんなこと……そんなことないよ。ここには色んなものが確かにあるじゃない。少なくとも私はここにいる。絶対にいる。それにレクスは色んなことができるよ。魔法を使わなくたって、色んなことができる！」
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「魔法を使わないでやることは、すべてお前が教えてくれたことだ」

（なんでそんなふうに言うの。もっと傲ごう慢まんでいて、悪魔らしくしていて。そうしたら──そうしたら、私、もっといつもの私でいられるのに）

「レクス──」

　泣きそうな顔をあげると、レクスは微笑んでジャスティンを抱き上げた。

　ジャスティンも素す直なおにレクスの首に腕うでを回す。レクスは目を伏ふせて囁く。

「お前を見ているのは悪くない。お前が動くのを眺ながめ、かまっていると気が紛まぎれる。少しだけここに在ることが楽になる。だが、お前が父を想おもうのを見て気づいたのだ。おそらく、お前に望まれて何かを為なすことは、さらに心地よかろうと」

　そうしてレクスはジャスティンを柔やわらかな薄うす紅べにの寝しん台だいに下ろした。

　気づけばここは夜風の吹ふき抜ぬける甲板ではなく、ジャスティンの船室なのだ。

　疲つかれとアルコールで熱くなった体は、一度横たわってしまうともう起き上がれそうには思えない。レクスが寝台の端はしに腰こし掛かけたせいで、少し身体が沈しずんだ。

　レクスがジャスティンの片手の指に自分の指をからめ、綺麗な顔で静かにのぞきこんでくる。バラの香かおりがする長い髪が頬に触れ、ジャスティンは涙なみだのにじむ瞳でレクスを見上げていた。

　レクスの声が音楽のように響く。

「どうしたらわたしに何か望んでくれる？　人間の恋こい人びとのように、ただずっと傍かたわらにいて愛を囁こうか？　お前が戦いを望まないというなら、剣けんを握にぎるこの腕をエルデンにでも斬きり落とさせよう。そしてお前が生きているかぎり、お前以外の人間も悪魔も見ず、お前のためだけに言葉をつむぎ、お前のためだけに存在しようか」

　後から後から降ってくる言葉が胸に落ちて熱く燃え、でも同時に苦しくて、ジャスティンはどうにか息を継ついだ。この言葉は嘘うそ？　本当？　気まぐれ？　永遠？

　どちらにしても怖こわい。身体が、心が、今までの自分ではなくなっていくかのようだ。

　このままではがんじがらめになってしまう、何も考えられなくなってしまう。

　ジャスティンは儚はかない力をかきあつめ、どうにか声を絞しぼり出す。

「そんな……そんな、ことは──私、ただの女の子で、あなたみたいなすごい悪魔を縛しばりつけるのは、嫌いやだ……」

「お前はとうにわたしを縛っている。それを罪だというのなら、お前はもう罪人だ」

　レクスは小さく笑い、顔を近づけてくる。

　ジャスティンの苦手な美しすぎるレクスの顔、それも今は見つめているだけで全身が溶とけてしまいそうになるだけ。

　口づけられるのだ、とわかってしまったら、さらに自分の鼓こ動どうがうるさくなった。

　こんなに心臓が鳴ったら死んでしまう。あまりに胸が苦しくて、ジャスティンは必死に顔をそらした。すると、レクスはふと動きを止めて訊いてくる。

「やはり、わたしのことは嫌いか？」

「え？　そ、そんなこと、ない……けど」

　ジャスティンは慌てて答えた。本当に嫌きらいだったら、一いつ緒しよに踊おどって楽しいだなんて思わない。レクスはわずかに首をかしげて言う。

「しかし、必ず口づけを嫌がるだろう」

「そ、そそそそれは、キスは本当にお互たがい好き合ってるひと同士でしないと駄目なものだからだよ！　レクスはいつも私の気持ちなんか関係なしの不意打ちだもの！　最初なんかひどかったじゃない、あれで私は美形嫌いになったんだからね！」

　あまりの恥はずかしさに怒ど鳴なると、レクスはゆっくりと瞬いた後につぶやく。

「やはりわたしのことを嫌っている」

「うっ……」

　どう反論していいのかわからずにジャスティンが黙だまってしまうと、レクスはそっと指を解ほどいて、横たわる彼女の髪をすいた。

「まあいい。幸いお前はまだ若い。いつか好きと言わせてみせる。それまでは──」

　そして不意打ちのように顔が近づき、額に優しい感かん触しよくが触れた。

（あ──）

　それは父の優しいおやすみのキスのような、慈いつくしみだけの口づけ。

　あまりに軽いのに、その優しさだけがいつまでも額の上に残っている。

　全身が温かなしあわせに満ちてきて、身体の芯しんが熱く痺しびれる。ジャスティンはぎゅっと目をつむった。

「少し、紳しん士しのふりとやらをしてみよう」

　闇やみの中でレクスの甘やかな声がして、目ま蓋ぶたの裏に金の光が散る。

　甘い痺れが酔よいのように全身に回って、ジャスティンの意識はすぐに闇に溶けてしまった。
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　船上の夜が更ふけたころ、ルーナエは不意に目をさます。

「──レクス様……」

　かすれ声を絞り出して呼んでみるが、返事はない。闇に沈んだ生徒用の部屋に、レクスとエルデンの気配はなかった。

　ルーナエはのろのろと二段ベッドから体を起こし、胸に手を当てて自分の体調を確かめる。

（大だい丈じよう夫ぶだ。さっきより大分ましだし、そうでなくとも寝ねている場合ではない）

　さっき感じ取った異常を、とにかくレクスに知らせなくてはならない。

　ルーナエはどうにか船室を出ると、揺ゆれ続ける船の通路を壁かべにすがって進んだ。

　レクスの気配は上の階層にある。どこにあっても間ま違ちがうはずのない主あるじの気配を追って暗い通路をいくと、壁によりかかってたたずむ長身の人ひと影かげに出会った。

　間違いない、この気配はエルデンだ。

　少しほっとした自分の気持ちをすぐに否定し、ルーナエは険しい声を出す。

「──エルデン。そこで何をしているんです」

「あら、ルーナエじゃない。元気かー、お前？　もう起きても平気なの？　つーか、船ふな酔よいってどんな気分だった？　俺さあ、痛くてつらい感じってのは知ってるけど、病気でつらいっていう感じはまだ知らねーんだよな。いっぺんくわしく教えてくれよ？」

　エルデンはいつもどおりにこにこと、無む駄だなことまでよく喋しやべる。

「……また頭が痛くなりますから、その軽くてくだらない口を少し閉じていてください。──レクス様はその中ですね。お会いする用があります、そこをどきなさい」

　いつもより力なく言うルーナエに、エルデンはちょっと困り顔で頭を掻かいた。

「えーっと……いや、それはやめといたほうがいいと思うぜ、うん。やめとけ」

「やめたほうがいい？　きみは一体何を言っているんです！　早くそこをどきなさい！」

　エルデンの煮にえ切らない態度にいらいらがつのり、ルーナエはついつい声を荒あらげる。

　するとエルデンは顔色を変えてルーナエに飛びつき、口を押さえこみにきた。

　ルーナエは抵てい抗こうするものの、エルデンのほうも必死だ。力任せでルーナエの口をふさぎ、小声で囁ささやく。

「しーっ、静かにって！　あのな、ここ、嬢じようさんの部屋なの。そこにレクス様がいるの。わかる？　今入ったら、誰だれだろうとマジで殺されるから、ほんとに静かにしとけ！」

「……っ！」

　思いもかけないエルデンの言葉に、ルーナエはひどい目眩めまいを感じた。

　なんだってそんなことにすら気づかなかったのだろう！

　ひどく胸が痛んで、同時にこんなことでうろたえている自分が情けない。それでも緊きん急きゆう時なのだから、扉とびらを蹴けって中に入ればいいのだ。魔ま界かいでならきっとそうしたはずだ。

　だが、今は違ちがう。今はなぜか、ルーナエ自身、部屋の中で何が起こっているかなど知りたくもなかった。探さぐる気もしない。とにかくここにいたくない。

　自分が必要とされていないなら、こんなところにいる意味もない。

「放せ……」

　ルーナエは力なくエルデンの手を振ふり払はらい、よろめきながら踵きびすを返した。

　ルーナエが自室のほうへ戻もどっていく様子を眺ながめて、エルデンは困り顔で腕うでを組む。

「あーあ、見るからにぼっろぼろ。なんでああなっちゃうかねえ。……ん？　あれ？　ひょっとしてあいつ……なんか誤解した、かな？」

　エルデンは空を睨にらんで考えこみ、ちらりとジャスティンの部屋の扉を見やった。

　中ではジャスティンを送ってきたレクスが、ジャスティンと一緒に実に平和に眠ねむりこんでいるところだったのだ。







[image: ４　本当の試練と幽霊船]




　夢の中で鐘かねが鳴っている。何度も、何度も、うるさいくらいに鳴り続けている。

　まるでジャスティンをせかすかのように──。

「……え？　これ……現実の音？」

　はっとして目をさますと、白い天てん井じようが視界に入った。窓辺にはあまりなじみのない薄紅のカーテンがかかっている。

（そうだ、ここは私の船室だっけ）

　がばっと身を起こそうとして、ジャスティンはやっと隣となりに眠っている人物に気がついた。

「う、うわあああ！　どうしてまたこういうことになってるの！」

「……ジャスティン、お前の起き方はいつも必要以上ににぎやか──」

　ジャスティンを抱だいて眠っていたレクスが、物もの憂うげに目ま蓋ぶたを開けて囁く。

　最後まで言わせず、ジャスティンはレクスを寝しん台だいから床ゆかへと突つき落とした。

「寝ね起おきの一番最初にあんたの顔見るのはつらいんだってば！　っく、またなんか寝台にバラが散ってるし！　そもそもなんであんたがここにいるのよ!?」

「なんで、とは？　昨晩のことを何も覚えていないのか？」

「──え？」

　レクスの台詞せりふにぎょっとして、ジャスティンはシーツをつかんでレクスを見下ろす。

　レクスはシャツの前をはだけたまま床に座り、長い髪かみをかきあげて言った。

「お前が酔ってうとうとし始めたのを見ていたら、わたしも眠くなったのだ。それでお前に『わたしもここにいていいか』と訊きいたら適当にうなずいていたではないか。精せい一いつ杯ぱい紳しん士し的にふるまったつもりなのだが、何か違ちがったか」

「え、えーっと、紳士は眠くなったからって女性と添そい寝はしないと思うけど、それが本当なら私のほうが悪かった……のかな？　ごめん」

　とりあえずいわゆる危険なことは一いつ切さいなかったようなので、やや混乱しつつも謝罪する。

　しかし一息吐つく間もなく、夢の中で響ひびいていた音が再び現実で鳴り始めた。

　けたたましく鳴らされる鐘の音。これは警けい鐘しようだ！

「船に何かあったみたい。レクス、なんだかわかる？」

　ジャスティンはすばやく寝台から降り、部屋の扉を開けながらレクスに訊く。

　レクスは指を鳴らしてジャスティンをスーツ姿に変え、自分を漆しつ黒こくの軍服姿に整えてからつぶやく。

「どうやら、少しばかり面めん倒どうな海域にやってきたようだな」

「面倒な海域？　それって、他国の近くに来ちゃったとか、海かい賊ぞくがいっぱいいるところだとか、そういうの？──とにかく、甲かん板ぱんに出るね」

「ついていこう」

　レクスは短く言ったが、その柄がらにもないまじめさが余計事態の深刻さを示しているかのようだ。

　ジャスティンが通路に飛び出すと、途と端たんに、どおん、と鈍にぶい音が船体を貫つらぬいた。通路そのものがぶるぶると震ふるえ、ぎ、ぎぎぎぎ……とうるさい軋きしみを上げる。

　すぐに船は大きく一方へ傾かたむき始め、ジャスティンはよろめいた。

「っ……！」

「何かが船にぶつかったな。急ぐぞ」

　レクスはすかさずジャスティンを受け止めて、静かにうながす。

「ぶつかったって……！　事故なの？」

　生徒たちのことを考えると、さっと血の気が失うせる。悪あく魔またちと自分だけならともかく、この船には山ほど優ゆう秀しゆうな生徒たちが乗っているのだ。

　ジャスティンは傾いた通路をどうにか駆かけ抜ぬけ、甲板へ出る扉を開けた。

　途端に濃のう厚こうな霧きりが入りこんできて、視界が真っ白に塗ぬりつぶされる。

「何、この濃のう霧むは！」

　霧をかき分けるようにして傾いた甲板に出た。

　するとまた船が反対へぎぎぎぎ、と揺り戻され、ジャスティンはずり落ちそうになって慌あわててレクスの腕にしがみつく。

　そこへ切せつ羽ぱ詰つまったエルデンの声が飛びこんでくる。

「レクス様に嬢さん！　なんかとんでもねーことになってるぜ！」

「エルデン！　どうなってるの、これ」

　かなり近くにきたところで、やっとエルデンの金の瞳ひとみが見えた。

　珍めずらしく難しい顔をしたエルデンに、レクスが淡たん々たんと訊く。

「この状じよう況きようになったのはいつからだ？」

「ええっと、ついさっきです、レクス様。霧が出た途端に、『あれ』が出てきまして……人間の反応速度とこの船の能力じゃ、回かい避ひは不可能だったみたいっス。レクス様はおわかりだとは思っちゃいますが、その、ここはいわゆる、世界の境目だったみたいで」

　ためらいがちに告げられた言葉に、ジャスティンは眉まゆをひそめる。

「世界の、境目？」

「うん、まー厳密に言うと、境目っつーより世界を形作ってる力が弱まってるところ？　魔界にも何カ所かあるんだけど、こういうところじゃ時間も空間もぐちゃぐちゃになってるし、人間界と魔界も入り混じっちゃってわけわかんないことになってんのよ。嬢さん、あんたも知らねーか？　船がよく行方ゆくえ不明になる海域とかがあるって言うだろ？」

「魔の海域とか、そういうやつ!?　そんなところに迷いこんだっていうの？」

　磁石が狂くるい、海の精せい霊れいが歌うという魔の海域の噂うわさなら、確かに船乗りたちから聞いたことはある。だが未知の海域に挑いどむ開かい拓たくの航海ならともかく、どうして研修旅行でそんなところに迷いこむというのだろう。

　唖あ然ぜんとするジャスティンに、エルデンはちょっと情けなく笑ってみせた。

「そうそう、それそれー。いやー参ったね。こういうとこってさ、因果関係や物理法則もてきとーになっちゃってるから、下手に魔ま力りよくを使うと暴走しがちなんだわ。俺、こういうとこ、大の苦手」

「……それってつまり、ここは悪魔の力がうかつに使えない場所だってことだよね」

　自分で言ってみてジャスティンはぎょっとした。

（これは偶ぐう然ぜん？　偶然生徒さんたちをたくさん乗せた船が、偶然危険な海域に迷いこんで、偶然レクスたちの力が奪うばわれた──？）

　その可能性もないとは言えない。しかし何かが引っかかる。ジャスティンがレクスを見上げると、レクスの瞳は霧の中で冷たく光っていた。彼も何かを感じ取っているのだ。

　ジャスティンは自分の考えをまとめるように、ゆっくり告げた。

「もしかして……これは、罠わな？　私たち、わざと力を削そがれたの？」

「──そういうことだ。これは誰だれかの企たくらみだな」

　レクスが何か返す前に、霧の中からユリアンの声が響く。軍ぐん靴かを鳴らして現れたユリアンはすっかりいつもの白い軍服に着き替がえており、手には愛用のライフルがあった。

「ユリアン！……その格好、生徒さんたちには見られてないよね？」

「そんなことを気にしている場合か。これは十中八九、きみたちを狙ねらった悪魔関係の事件だ。関かかわった者の記き憶おくは、あとでまとめて消す。船員たちも企みに荷か担たんした可能性があるな。後で尋じん問もんしなくてはならんが……」

　そこまで言って不意に言葉を切り、ユリアンはライフルに弾たまを装そう填てんした。

　今まで黙だまっていたレクスが、深みのある声でつぶやく。

「もうすぐ少しだけ霧が晴れる。──見えるぞ」

　レクスの言葉通り、ざっと強い風が吹ふき、オートミールのような霧を吹き飛ばした。やっとジャスティンの視界が少しだけ回復し、目の前に巨きよ大だいな影かげが浮うかび上がる。

　それはネレウス号と同じくらいの規模の船せん影えいであった。

　腹をネレウス号の腹とすりあわせて停とまっている、三本マストの帆はん船せん。

　かつては威い容ようを誇ほこったであろう巨大な木造船だが、古びた船体にはフジツボがびっしりと張りついており、マストにひっかかった帆ほはすでにぼろぼろ。複雑なレース編みのようになびくばかりで、風をはらむ役には立たない。黒ずんだ甲板に人ひと気けはなく、不気味に静まりかえっているばかりだ。

「……幽ゆう霊れい船せん……！」

　まるきり船乗りの噂そのものの姿に、ジャスティンは大きく目を瞠みはった。

　こんなときでなければ、幽霊船を本当に見ることができた、と大喜びしたところだ。

　しかし今は帆船のほうから吹きつけてくる不気味な冷気に身を震わせ、どんな危険が迫せまっているのかと目をこらすしかない。

　ユリアンも表情を険しくして、手て袋ぶくろをした手でぐっと拳こぶしを作る。同時にじわりとユリアンの片目が赤くなり、鋭するどく幽霊船の甲板を探さぐった。

「凄すさまじい悪魔の気配だな。だが場所と数は特定できん。幽霊と化したものも、実体のものもいるだろう。こちらの船の生気に惹ひかれている」

「とにかく、悪魔がいるのは確かなんだね？　じゃあ、どうにかしてこの船と生徒さんを守らなきゃ」

　ジャスティンは懸けん命めいに言い、くるりと後ろを向いた。翻ひるがえったスカートが落ち着くと、いつのまにか足あし下もとに真しん紅くの革かわで装そう丁ていした大きな本が落ちている。

　これはレクスたちを封ふうじた魔法書だ。レクスたちが戦せん闘とうする際には、これを読み上げて能力を解放しなくてはならない。

　レクスはジャスティンが魔法書を拾い上げたのを確かく認にんしてから、低い声でつぶやいた。

「──ルーナエ」

　途端に霧の中ににじみでるように、ひざまずいたルーナエの姿が現れる。

「《廃滅のウイアード・王子ネバーモア》ルーナエ、ただいま参上いたしました。──レクス様……申し訳ありません。僕は、昨晩……」

　青い顔をあげたルーナエを見下ろし、最後まで言わせずにレクスは短く訊きいた。

「戦えるか、ルーナエ」

（昨日の今日で、体調のほうは大だい丈じよう夫ぶなのかな）

　ジャスティンは少し不安になるが、ルーナエはぱっと表情を明るくして顔を上げた。

「は、はい。戦えぬ我が身など塵ちりほどの価値もありません。レクス様が命じられるのなら、いつなり、どこでなりと、戦いに我が身を投じることに躊躇ためらいはありません」

「では立て。お前が必要だ。この船に復元結界を張り、幽ゆう鬼きと化した者どものゆらぎを止め、物理攻こう撃げきでも破は壊かいできるようにしろ。できるな」

「はい！」

　ためらいなく答えたルーナエに頷うなずき返し、レクスはジャスティンに向き直った。

　黒い軍服の心臓の位置に手を当てたかと思うと、レクスは甲板に膝ひざをつき、そのまま優美に頭こうべを垂れる。

「敵の第だい一いち陣じんが来る。我が主あるじ、わたしに命令と、我が剣けんを」

　再び生なま臭ぐさい風が吹き、幽霊船のほうから大気を震わせるうめきをジャスティンのもとへ運んできた。悩なやんでいる暇ひまはないと知り、ジャスティンは急いで問う。

「レクス、敵を滅ほろぼさないでどうにかできる？」

「幽鬼と化した者にはこちらの言葉など通じん。しかしお前が望むなら試みよう。こちらにも損害は出るだろうが」

　レクスの美しい声が胸に突つき刺ささり、ジャスティンは強く首を横に振ふった。

（レクスがここまで言うんだ、今回は本当に危ない。甘いことは言っていられない）

　敵に回った悪あく魔まだとてなるべく殺したくはない。しかし不殺にばかりこだわって、レクスたちや生徒たちが犠ぎ牲せいになっては本ほん末まつ転てん倒とうだ。

（今はとにかく切り抜けて、早くこの海域を脱だつするんだ）

　ジャスティンは心に決めて魔法書のページをめくる。

　不思議な文字で記された十四行詩ソネツトを見つめ、該がい当とう部分を読み上げた。

「万ばん象しようを統すべる王よ、獣けものの皮を脱ぬぎ捨てて城を出るがいい。牙きばを隠かくし、かつて神よりたまわった【追放】の声を胸に、幾いく度どでも生命の泉を飲み干すがいい。お前の闘たたかいは永遠なのだから。──敵を滅ぼし、船を、乗り組んだひとたちを守って、レクス！」

「おおせのままに」

　レクスはうやうやしく囁ささやき、己おのれの両てのひらをあわせた。すぐさまてのひらの隙すき間まからじわりと赤い光がにじむ。レクスは自分の片手から真紅の大剣を引きずりだすと、同時に立ち上がった。黒い軍服の裾すそが翻り、レクスの瞳ひとみは濃霧の中でも強大な力を宿して赤く光る。

　レクスの瞳が幽霊船をねめつけたと同時に、どう、と凄まじい向かい風がふく。

　見る間に霧きりが後方へと吹き飛ばされ、空はかっと真紅に染まった！

（夕焼け？──違ちがう、炎ほのおだ。これは、炎が映ってるときの空だ！）

　ジャスティンが気づいた直後、幽霊船の甲かん板ぱんが、帆が、凄まじい真紅の炎を吐はいた。

　見る間に幽霊船全体が炎の塊かたまりと化し、凄まじい熱風がこちらへと吹きつける。

　風は炎を吹き寄せて、視界いっぱいの炎の壁かべがネレウス号を包みこむ！

　すかさずレクスが一歩踏ふみ出し、炎に向けて真紅の大剣をふるう。レクスの大剣に斬きれないものはない。剣は大気を裂さき、炎の壁をも斬り裂いた。

　炎はレクスの剣が触ふれたところから、ぱっと金色の粒つぶとなってはじける。

　金の粒はそのまま静かに甲板に舞まい落ちる──かと思いきや、そのまま宙にとどまり、ぱちぱちと細かな炸さく裂れつ音を立てて光り始めた。

　何を感じ取ったのか、レクスがすばやくジャスティンを抱だく。

　顔色を変えたエルデンがサーベルを抜ぬいて身を守るように構え、ルーナエは懸命に叫さけぶ。

「《時の殺害者》の名において、出いでよ、《静止の輪》！　我の示す場所を過ぎし時で包め！」

　ルーナエのてのひらの上に青白い輪が出現した次の瞬しゆん間かん、ジャスティンの視界は真っ白になった。

「うわっ……！」

　何もかも破は砕さいしそうな凄まじい衝しよう撃げき波はが四方八方から押し寄せる。衝撃波はネレウス号に触れる直前でルーナエが生んだ不可視の壁とかちあい、びりびりと大気を震ふるわせた。結界の中だというのに、肌はだが、鼓こ膜まくが、裂けそうに痛んで、ジャスティンは懸命にレクスにすがった。

　エルデンはサーベルの刀身をてのひらで支えて衝撃波に耐たえつつ、喉のどの奥から湧わいてくるうなりを押し殺して怒ど鳴なる。

「っ！　ひでぇ、レクス様がぎりぎりのところで見切ってんのに、この暴発具合かよ！」

　エルデンの姿が徐じよ々じよに淡あわい金色を帯び始めたのを見て、ルーナエが鋭く叫んだ。

「エルデン！　元の姿に戻もどっては駄だ目めです、きみは狼おおかみに戻ると力を出しすぎる！　そのままサーベルに最低限の力をまとわせてください！」

　エルデンはぎりりと歯を食いしばり、どうにか自分の力を抑おさえつけたようだった。金の瞳をぎらつかせ、一呼吸置いてから手にしたサーベルで震える大気を薙なぎ払はらう。

「くっそ、面めん倒どくせえ！　わかったよ、やりゃいいんだろ？　それでもやりすぎちまったら、そんときゃお前がどうにかしろよ、ルーナエ！」

　エルデンが吠ほえ、甲板を蹴けって走り出す。

　同時に幽霊船の炎の中から、無数の化け物がゆらりと立ち上がった。

　人の形のものも、獣の形のものも、名状しがたいものも、どれも炎をまとって苦く悶もんの表情を浮かべている。

（これが、幽霊だっていうの？　想像とは全然違う！）

　目を瞠るジャスティンの視界で、半身を炎に爛ただれさせた巨大な魔ま狼ろうがおぞましい遠吠えを放ち、こちらの船へと乗り移ってこようと飛び上がる。すかさずエルデンの剣がひらめいて魔狼を両断し、そのまま一回転して軍服姿の悪魔数人を斬り裂いた。

　淡い金の光をおびたサーベルが振るわれるたびに、辺りの大気が引きつるのがわかる。

　先ほどのような大だい爆ばく発はつにはならないが、とにかく敵は数が多かった。

　燃え続ける幽霊船からは絶えず人とも悪魔ともつかない幽鬼が零こぼれ落ち、海に落ちても消えない炎をまとったままこちらの甲板へ這はい上がってこようとする。ルーナエも片手で剣を引き抜き、コウモリに似た悪魔を斬り伏ふせてから白い手袋をした片手をあげる。

「《静止の輪》よ、時の揺ゆらぎを縛ばくせ！」

　澄すんだ声が響ひびくと、熱く震えていた辺りの大気が一いつ瞬しゆん凍こおりついた。

　絶対的な静せい寂じやくの中、幽霊船のまとう炎がふっと暗くなる。絶え間なく湧いていた悪魔たちを覆おおっている炎もいっせいに消えた。

　その隙すきにユリアンがライフルをかまえ、エルデンの背後に迫っていた悪魔の頭部を撃うち抜く。撃たれた悪魔は頭から千々に砕くだけ、塵へと還かえった。

　ライフルを下ろすなり、ユリアンは空中に指で自分の使い魔の紋もん章しようを描えがいて宣言する。

「援えん護ごに回る。出いでよ、我が退魔の剣──クレイズ！」

　ユリアンが名を呼んだ直後、空中に平面的な大男の像が浮うかんだ。像はくるりと回ると立体となり、顔に魔法陣を刺し繍しゆうした袋ふくろをかぶった使い魔となる。ユリアンの使い魔は長い両手をおどけて広げたかと思うと、その指の間に出現したナイフを一気に八本敵へと投げつけた。

　ナイフを受けた敵がほろほろと崩くずれていくのを確認し、ジャスティンはあらためて焼けつくような熱さの甲板を見み渡わたした。

（生徒さんたちや船員さんたちの姿はなし、か。とにかく、甲板に出ないように言わないと）

「レクス、私、一度生徒さんたちの様子を見に行っても大丈夫!?」

　ジャスティンが叫ぶと、レクスはジャスティンの腰こしを抱いたまま、真紅の大剣を甲板に突き立てる。

　レクスの切れ長の目から魔ま界かいの血光が零れたかと思うと、剣を突き立てた位置から甲板中に震えが伝った。途と端たんに十体以上の幽鬼が振り返る間もなく塵と化し、次の幽鬼たちが這い上がってくるまでのわずかな間、甲板は静寂に満たされる。

　レクスはジャスティンから腕うでをほどいて静かに言った。

「早く行け。わたしがこれに飽あきるまでには、まだもう少しかかるはずだ」

「ありがとう！　絶対に死んじゃ駄目だからね！」

　ジャスティンは叫び、船室へ続く扉とびらに取りつく。

「みんな、無事!?」

　扉を開けるなりジャスティンが叫ぶと、通路にいた他校の生徒が必死に駆かけ寄ってきた。

「おい！　あんた今、甲板から来たよな？　外、外はどうなってんだよ、これ！」

「待って、まずは落ち着いて。大だい丈じよう夫ぶだから」

　完全に混乱した様子の生徒に、ジャスティンはなるべくしっかりとした声で答える。しかし相手は泣き笑いのような表情を浮かべ、ジャスティンにつかみかかってきた。

「大丈夫なわけないだろ、燃えてるうえに、なんか……変な、変なもんがいるし！」

「だから、大丈夫なんだって！　えい！」

　ジャスティンは摑つかまれた腕をひねり、東洋風の体術で反対に生徒の腕をひねりあげて固定してしまった。

「ちょっ、何？　なんなんだ、あんた！」

「私はただのメイドだってば。とにかく全部片づくまで、おとなしく船室に……」

「ジャスティン！　無事だったのか！」

　本名を呼ばれてジャスティンが顔をあげると、階段を駆け上がってきたメルヴィンとフランシスの姿が視界に飛びこんできた。ふたりはジャスティンに駆け寄り、他校の生徒をジャスティンから引き離はなす。メルヴィンはあからさまに顔をしかめて声をあげた。

「まったく、こいつ、脱だつ走そうしたと思ったらこんなとこにいたのか！　ジャスティン、何かされなかったか？」

「私は大丈夫だけど、あんたたちは？　脱走ってどういうこと？　他ほかの子たちはどこでどうしてる？」

　矢や継つぎ早の問いには、フランシスが神しん妙みような顔で答えた。

「教師が食堂に生徒を全員集めてる。でもみんなちっとも落ち着いてやしない。何しろこの状じよう況きようだからね。遠からず、こいつみたいに緊きん張ちようでおかしくなって外に出る奴やつがでるかもしれない。──外の奴ら、悪あく魔またちだよね？」

「あっ……悪魔!?」

　他校の生徒は愕がく然ぜんとするが、メルヴィンはすでにフランシスから大体の説明を受けていたのか、青ざめるだけで黙だまりこくっている。ジャスティンはつらそうな顔でうなずくしかない。

「そう。ここ、悪魔とか幽ゆう霊れいとかがすごく出やすい海域らしくて。悪魔たちは私たちがどうにかするから、全部片づくまでみんなには落ち着いて船内にいてもらわないと。とはいえ正直に事情を説明しても、かえって混乱するだけだろうし──何か、作戦がいるよね」

　考え始めたジャスティンに、メルヴィンがふと提案した。

「こんな状況で単に『落ち着け』って言ったって無理な話だ。……結局、悪魔が出たのなんのっていう現状があんまりに突とつ飛ぴすぎるのがいけないんだよな？　もう少し状況を簡単にしてやればいいわけで──なあ、こういうのはどうだろう？」
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「いいか、こういうときに落ち着いて振ふる舞ってこその紳しん士しだ。戦場はこんなものではない」

　船中の生徒が集まった一等食堂で、教師が懸けん命めいに声をあげる。

　しかし外からは絶え間なく炎の燃える音や、奇き妙みようなうめきや囁ささやき声、異常な衝しよう撃げきなどが届いてくる。こんな中で生徒たちが落ち着いていられるわけもなかった。きちんと床ゆかに座っているのは半分以下で、あとの生徒たちは立ち上がって教師に食ってかかる。

「何言ってんですか、戦争は、敵が人間じゃないですか！　これのどこが戦争だよ！」

「静せい粛しゆくに！　みだりに騒さわいで不安をあおるな！」

　教師はますます青い顔になって叫さけぶが、生徒は神経質な声を張り上げた。

「あおるなも何も、もうとっくに見ちゃったんですよ。外が燃えてるの……あと、半分燃えてる人間みたいなのとか、獣けものみたいなのとか！　なんなんですか、あれ。説明できるんですか、できるんならしてください！　俺たちは、ここで死ぬんですか!?」

　死、という単語に食堂中が凍こおりつき、どこかからすすり泣きの声が漏もれる。

　ついに耐えきれなくなったのか、誰だれかがヒステリックな声をあげた。

「もう駄目だ、どうにか甲かん板ぱんを突とつ破ぱして海へ逃にげよう！　これだけの人数がいればどうにかなる。ここでじっとしてるよりましだ！」

「こら、待て、駄目だ、静粛に！」

　教師が叫ぶものの、生徒たちはすっかり浮き足立ってしまった。ひとりが立てば、後はあっという間に全員が立ち上がり、恐きよう怖ふに駆られた表情で我先にと扉へと向かおうとする。

　そこで突とつ然ぜん、誰かが外から扉を蹴り開けて鋭するどい声で叫んだ。

「静かにしろ！」

　いきなり飛びこんできたメルヴィンに、生徒たちも教師もぎょっとして立ち止まる。

　メルヴィンは片かた腕うでをジャスティンの首にかけ、引きずるようにして入ってきていた。

「な、なんだ、きみは……！」

　教師がどうにか威い厳げんを取り繕つくろって問うが、メルヴィンは鬼き気き迫せまる表情でジャスティンの喉のど元にナイフをつきつけて言う。

「静かにしろ、と言ってる。そうしないとこの女、すぐに喉笛かっ切るぞ」

「な、何言ってんだ、そいつ、お前らの学校のメイドだろ？　何身内で遊んでんだよ……」

　ひとりの生徒が半笑いで訊きいてくるものの、その顔は恐怖に引きつっていた。

　他の生徒や教師たちは息を吞のみ、ぴたりと動きを止めている。

　痛いほどの緊張が走る沈ちん黙もくの中、メルヴィンは堂々と叫んだ。

「遊んでるわけじゃない。この船は、俺たちが乗っ取った！」

「は、はあ……!?」

　あまりに突飛な出来事の連続に、生徒たちはほとんどぽかんとしはじめる。

（そりゃあびっくりもするよねえ。しかしこのメルヴィンの悪役の似合いっぷりったら。将来が心配なような……あ、でもレクスたちに比べたら全然大丈夫か）

　頭の中では平和なことを考えつつも、ジャスティンも緊張した面おも持もちでナイフをつきつけられている。

　後から入ってきたフランシスが素す早ばやく辺りの様子を確かく認にんしてから、服の下につけていた金属製の護ご符ふを取り出してにっこり笑った。

「手て荒あらなことしてごめんね、みんな。外にいるのは僕が喚よんだ悪魔なんだ。きみたちがおとなしくしてるぶんには、痛いことはしないから安心してていいよ。ただ、暴れたりすると命は保障できないから、この部屋からは出ないでね」

「あ、悪魔!?　悪魔を喚んだなどと、一体どんな戯たわ言ごとだ！　わたしは騙だまされんぞ！」

　叫ぶ教師にフランシスが視線を向け、わずかに首をひねってみせる。

「あれ、先生、外の騒ぎは見なかったんですか？　ご覧になったうえで信じられないっていうんなら、ここでも一匹ぴき出して見せますけど」

　フランシスは護符をいじりながら言い、シェルズバーン・カレッジの生徒にさりげなく視線を向けた。戸と惑まどった様子の同級生たちと視線を合わせ、フランシスは軽快に告げる。

「いやあ、僕、悪魔召しよう喚かんが趣しゆ味みだったのがそろそろ学校側にばれそうでしてね。このままだと死し刑けいになっちゃうから、宗教の違ちがう国に逃げようと思ってるんですよ。で、こいつも以前喧けん嘩かの末にひとり殺しちゃったっていう事情がありまして、ついでだから手を組んだんです」

「そういうことだから、今はおとなしくしてろ。いいな、くれぐれも外になんか出るんじゃないぞ。おとなしくしてれば、経由地についた時点で解放してやるからな」

　メルヴィンがそこまで言ったあたりで、シェルズバーンの生徒たちの顔はどことなく合が点てんがいった表情になってきた。

　周りの生徒はちっとも事情を把は握あくできていないようだが、それでもひどい焦しよう燥そう感かんは収まってくる。立っていた生徒たちも、ばらばらと座り始めていた。

（よかった！　やっぱり、得体の知れない化け物にいつ殺されるかも知れない、っていう状況より、わかりやすいうえに命の保障もある状況のほうが、みんな嬉うれしいものなんだ）

　メルヴィンとフランシスの機転と勇気も凄すごいものだが、ふたりを少し悪戯いたずらっぽい信しん頼らいの瞳ひとみで見つめてくるシェルズバーン・カレッジの生徒たちの顔もジャスティンにとっては心強い。

　彼らはメルヴィンとフランシスが生徒たちを落ち着かせるために芝しば居いをうっていることに薄うす々うす気づいている。いざとなったらふたりに協力してくれるだろう。

（よし、この調子なら、どうにかなるかもしれない）

　ジャスティンが思っている横で、フランシスがポケットから白はく墨ぼくを取り出して微笑ほほえむ。

「おとなしくしてれば、お茶でも淹いれてあげるからね。──さて、じゃあこれから、外の悪魔が入ってこないように魔ま法ほう円描かくから。じっとしてるんだよ。あ、ジャネット、きみももう逆らわないよね？　僕が指導するから、魔法円を描くのを手伝って。まずはこの部屋一いつ杯ぱいに円を描くんだ」

　フランシスが言うとメルヴィンはすぐにジャスティンから手を放した。

　ジャスティンは一息吐ついて、演技で強気の視線をメルヴィンに向ける。白墨を受け取り、メルヴィンと一いつ緒しよに手早く一等食堂の床に大きな円を描いた。

「……こんな感じでいいですか？」

　ついでに魔法文字で『護まもる』と目立たないように書きつけてから、憮ぶ然ぜんとした表情でフランシスに言う。

「そうそう、上手うまい上手い！」

　フランシスは褒ほめながらジャスティンに顔を近づけ、囁いた。

「今はどうにかなってるけど、この状じよう況きよう、あんまり長くは保もたないよ。決着、どれくらいでつくかな」

「なるべく早くつける。ありがとうね」

　ジャスティンの囁きにうなずきだけで答え、フランシスは顔をあげる。

「よし、これで終わり。じゃあ、淑しゆく女じよはこんな男ばっかりのところじゃ息苦しいだろうから、自分の船室にいてね。メルヴィン、送っていって」

「──ったく、下っ端ぱ扱いしてんじゃねえぞ」

　メルヴィンは真に迫せまった悪態を吐き、ジャスティンを連れて通路に出る。そしてそのまま階段を上り、船室を通り過ぎて甲板へ出る扉とびらのところまで送ってくれた。

　ジャスティンはほっと一息吐いて、真しん剣けんにメルヴィンを見上げる。

「ありがとう、メルヴィン。危なくなったら、すぐに本当のことをばらしちゃうんだよ。いざとなったら、フランシスが……その、多少のことは、どうにかしてくれると思うけど」

「なんでフランシスなんだよ。俺だって……いや、まあいいや。俺はそんなへまなんか踏ふまない。それよりジャスティンは？　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　メルヴィンの目が本気の心配を宿しているのがわかる。その真剣さが少し苦しくて、ジャスティンはわずかに視線を外してうなずいた。

「大丈夫だよ、私の味方は世界最強だもの。じゃあ……また、あとで！」

　あとは視線をあわせず、ジャスティンは扉の外に出た。甲板にはまだ熱い風が吹ふいていて、長いプラチナ・ブロンドをなぶっていく。ジャスティンは急いで扉を閉めた。手にしている白墨で扉に封ふう印いんの文字を書こうか、とも思うが、これから何が起こるかわからない。いざというときのためにも、通路を封ふう鎖さしてしまうのは得策ではなかった。

　気を取り直して甲板を振ふり返ると、そこには一種異様な光景が出現している。

「こ、これは……」

　ジャスティンはあまりのことに何度か目をこすった。

　見み間ま違ちがいでも、幻まぼろしでもない。

　大体水平に戻もどった甲板には、あちこちに化け物どものなれの果ての灰の山が残っている。

　そのど真ん中に真しん紅くの薔ば薇らの花びらが散り、レクス愛用の豪ごう奢しやな長椅子いすがのっかっていた。椅子には当然のように軍服姿のレクスが足を組んで腰こし掛かけ、横には銀盆ぼんに菓か子しとお茶を載のせたルーナエがたたずむ。エルデンは菓子をつまもうとしてはルーナエににらまれ、ユリアンは大男の使い魔まを器用に肩かたにとまらせて、難しい顔で一歩離はなれたところに立っている──という、なんというか、とても邪じや悪あくで平和なお茶会風景だった。

「よりによって、なんでこんなところでお茶なの……？」

　レクスは呆ぼう然ぜんとしているジャスティンの姿をみとめると、物もの憂うげに言った。

「遅おそかったな、ジャスティン。菓子はどうだ」

「いよう、嬢じようさん！　もうあらかた片づけちまったよ。俺様の勇姿、嬢さんに見せられなくって残念ー」

　エルデンがひらひらと手を振ったのを見て小さく息を吐き、ジャスティンは気を取り直して悪魔たちに走り寄る。

「みんな……とにかく無事でよかった。中も、しばらくは大丈夫そうだよ」

「──では、まずは船員たちを尋じん問もんするか。一体誰がこんなところへ船を進めたのか、知る必要がある」

　ユリアンが冷れい徹てつに言い、ジャスティンもうなずいた。

　どうしてこんなことになったのかを調べて、何か脱だつ出しゆつ方法を考えねば駄だ目めだ。

「そうだね。そういえば船員さんたち、騒さわぎの最初から姿が見えないけど。どこだろう？」

「ことが起こったときに、全員操そう舵だ室に放ほうりこんである。逃にげ隠かくれされては面めん倒どうだからな」

　きっぱり言ってのけたユリアンに、悪びれた様子は一いつ切さいなかった。

（こ、これは……。どうしても、尋問にはついていかなきゃ）

　ひとりで放っておいたら、どんなおそろしいことをやってのけるかわからない。そういう点では、ユリアンもまたジャスティンにとって安心できないひとであった。
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「誓ちかって言いますが、わたしたちが自らこんな場所に舵かじを取ることはありません！」

　甲かん板ぱん上にある操舵室はそれなりに広い空間だ。しかし海図を置く台や、巨きよ大だいな羅ら針しん盤ばんや、機器類がほとんどの場所をとっているため、押しこめられた船員たちはきゅうくつそうだった。

　金モールを何本もつけた制服姿の船長に、ジャスティンは訊たずねる。

「ここは船乗りさんの間では有名な海域なの？」

「もちろんです。こういった魔の海域と呼ばれる場所は実は海上には無数にあります。冒ぼう険けん航海のときや、戦時は巻きこまれて消える船も多いんですが、海図が完成した後はわたしたちは慎しん重ちようになります。たとえ脅きよう迫はくされたって、こんな場所に向かおうとは思いませんよ。その理由は……もう、あなたがたにもわかったはずでしょう？」

　船長は熱心に言うが、ユリアンの口調は冷たいままだ。

「だが実際に、船はこうしてあり得ない海域にいる。お前たちの中に首しゆ謀ぼう者しやか、首謀者に買収された、もしくは操あやつられた者がいるとしか思えん」

「だから、そうじゃないんです！　海図がすり替かえられてたんですよ！」

　必死に叫さけび、船長は海図台から大判の海図を取ってユリアンに示した。図版の上には陸地の形の他ほかに、海底の水深や、海底にあるのが砂か、岩か、危険物が沈しずんでいるかどうかなどの必要事じ項こうが、ことこまかに記してある。そして手書きで線が引かれているのもわかった。

　船長は手書きの線を指さして主張する。

「ここを見てください。わたしがあらかじめ航海長やオーナーと相談して決めた航路が書きこまれている。しかし、この海図は、この手書き部分を含ふくめて精せい巧こうに作られた偽にせ物ものだ！　本物とは、方角も海図自体も、航路も少しずつ違ちがう。一見気づきにくいが、全体ではまったく別の方向へ船を導いてしまうしろものなんです！」

（そんな手のこんだ偽物なんて、航海前からあらかじめ用意していないとすり替えは無理だ。そのうえ海に詳くわしくて、この航海の情報も手に入れられるひとじゃなくちゃ作れない）

　なんだか嫌いやな予感がする。顔をしかめるジャスティンの横で、ユリアンは顔色ひとつ変えずに尋問を続ける。

「海図のすり替えに気づいたのはいつだ」

「濃こい霧きりが出て、あの幽ゆう霊れい船せんと接せつ触しよくした時点で何かあったと判断し──わたしが当直と交代して、その時点で気づきました」

　つまりはついさっき、ということだ。気づくのが遅かったと後こう悔かいしているのか、船長の表情はみるみる曇くもる。わずかな沈ちん黙もくを挟はさんで、若い船員が泣きそうな顔で声をあげた。

「ぼっ、僕のせいです！　僕が、当直中に海図のすり替えに気づかなかったから……！」

「お前が当直に立ったのは何時だ」

　容よう赦しやなく詰きつ問もん口調で問うユリアンに、若い船員は反射的に直立不動になって答える。

「夜中の三時です」

「ならばすり替えがあったのはその前か」

　ユリアンはつぶやき、しばし唇くちびるを閉とざした。

　船員たちの間にも考えこむような空気が漂ただよい、船長は青い顔で言う。

「……確かに、その前は生徒さんたちの晩餐で……オーナーに我々もお相しよう伴ばんするようにと言われていました。しかし、操舵室が空になるなど、あっても一いつ瞬しゆんのことです！」

　ますます強くなる悪い予感に、ジャスティンは頭痛を感じて軽く額に触ふれた。

（……つまり、犯人は船員じゃないのに、操舵室に自由に出入りできるひと。しかも船員さんが気づかないほど精巧な偽にせの海図をあらかじめ用意できるひと。生徒のわけがない。もちろん船員さんたちがぐるの可能性だって捨てきれないし、悪魔に乗り移られてのことなら生徒だって疑わしい。──でも、敵が悪魔なら、わざわざ悪魔が満足に戦えないような海域に船を引きこむかな）

　少しばかり思考すれば、犯人の候補は実に少ないことがわかってしまう。

　あまり信じたくない推論に、ジャスティンはかすれた声を出した。

「……それで、オーナーは？　ロートン卿きようは、どこにいるのか、知ってるひとはいる？」

　不安を抑おさえて訊きいてみたものの、返事はない。

　ジャスティンが背後のレクスを見やると、彼は物憂げな視線でジャスティンを操舵室の外へと導いた。

「──ごめん、ユリアン。私たち、ちょっと外に出てくるね」

「気をつけろ」

　ユリアンの言葉に軽くうなずき、ジャスティンはユリアンの書いた白はく墨ぼくの封印をいじって扉を開け、レクスたち悪魔三人と共に船首甲板へと降りた。

「それで、なんなの？　レクス」

　窓越しにユリアンの視線を感じながらジャスティンが問うと、レクスは海風に髪かみをなびかせて告げる。

「あの中はユリアンの結界で魔法が使いにくいからな。手っ取り早くやる。ルーナエ、あの男、ロートンとやらのいる場所を探さぐれ」

「はい、レクス様」

　レクスの指示にルーナエが頭こうべを垂れ、そっとてのひらを上に向けた。

　するとすぐにルーナエのてのひらの上に青白い光の輪が生まれ、静かに震ふるえ出す。り……ん、と可か聴ちよう領域ぎりぎりの高い音が響ひびいたかと思うと、すぐさま波は紋もんのように辺り中へ広がった。

　不安定な大気はあちこちでばちばちと火花を散らすものの、ルーナエは目を閉じて意識を集中する。

　やがて紺こん色いろの目を開け、ルーナエはまっすぐに幽霊船を指さした。

「──あの男、あちらの船の中にいます」

「生きているのか、死んでいるのか」

　レクスの静かな問いに、ルーナエは即そく答とうする。

「生きています」

　予想通りの報告に、ジャスティンはがつんと頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを感じた。

（やっぱり、そうなの……？）

　痛みはそのままじわじわと胸の位置まで降りてきて、ジャスティンはぐっと唇を噛かみしめる。

（何かが妙みようだとは思ってた。あのひとは私に対して親切すぎるし、父様の友達にしては今までまったく連れん絡らくしてこなかった。──それでも私、父様の手がかりが欲しくて、信じたくて、この可能性を考えられてなかったんだ）

　しかしもう疑う余地はない。

　すべてを仕組んだのはこの船のオーナー、ランドルフ・ロートンだ。
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「ユリアン、船の生徒さんたちと船員さんたちをお願いね。守ってあげて」

　ジャスティンが言うと、ユリアンは淡たん々たんと返す。

「言われるまでもない。善良な国民を悪あく魔まから守るのが俺の仕事だ」

「うん、あと、ユリアンも死んじゃ駄目だからね」

　真しん剣けんに付け足すと、ユリアンの顔が少し居い心地ごこちの悪そうなものになった。

　ジャスティンと悪魔たち、そしてユリアンは再び船の船首甲板にいる。ネレウス号と腹をすりあわせた幽霊船からは炎ほのおが消え、辺りは不気味な静せい寂じやくに包まれていた。再び濃くなってきた霧が空を覆おおい、腐ふ臭しゆうを含んだ魔界の風が吹ふき渡わたる。ここはまだ安全な場所ではないのだ。

　ユリアンは苦く言う。

「俺は簡単には死なん。きみは自分のことを心配しろ。あの船に直接乗りこむだなどと、敵の罠わなに自ら踏ふみこむようなものだぞ」

「でも、他に手っ取り早い方法はないし、向こうからの動きもない。ロートン卿も私を待っているんだと思うんだ。事情を聞いて、どうにか説得してくるよ」

　ジャスティンが強い意志を宿した目で言うと、ユリアンはますます苦い顔になった。

「それだから心配だと言うんだ。いいか、言っておくが、人間界は正しく善良な者が必ず勝利する世界ではないぞ。きみも悪魔を使うなら知っているはずだ、この世界に神などいない」

「ユリアン……」

　ユリアンの言うことはわかる……と思う。これから会いに行くのは、こんな手を使ってジャスティンたちの力を削そいでくるような相手だ。正直に突つっこんでいったからといって、けして褒ほめてはくれないだろう。

　だからといって、ジャスティンはここでじっとしているわけにはいかない。まだ十五のジャスティンが揺ゆるぎなく信じられるのは、父や世界から教えてもらった正義や誠実だけだ。

　ジャスティンがなんと言おうかと迷っていると、横から明るくエルデンが口を出した。

「やーそのへんはご心配なく！　嬢じようさんには世界最強の俺らがついてるからさ。人間なんかにゃ、嬢さんの髪の一筋もやらないっつーの。なー、嬢さん？」

「そうだね、ありがと、エルデン。エルデンはとりあえず、暴走しないように頑がん張ばって。ここでの暴走はほんっとに命取りみたいだから」

「えーっと……嬢さん。俺って、ほんとに信用ないのな……？」

「ジャスティン、あまりのんびりしているな。幽ゆう鬼きどもはいったん殲せん滅めつしたが、すぐに湧わいてくるだろう。時間はあまりない」

　傍かたわらに立ったレクスはエルデンを無視して言い、冷えた赤い眼めで辺りを見み渡わたした。

「わかった。──じゃあ、行くね」

　ジャスティンが胸に赤い魔法書を抱だき、緊張気味に言う。

　ユリアンはすぐに表情を消し、軽く敬礼した。彼が身を翻ひるがえすと同時に、レクスがジャスティンの腰こしを抱く。そのまま軽く甲かん板ぱんを蹴けって跳ちよう躍やくすれば、幽霊船の上部甲板へ降り立つまでは一瞬だ。ジャスティンは黒々と湿しめった甲板を踏み、少しばかり眉まゆ根ねを寄せた。

「……こうして見ると、どこも焦こげてる、って感じじゃないね。あの炎も、幻まぼろしみたいなものだったってことかな」

「ロートンの気配は、船せん尾び方面の船室にあります。他ほかに悪魔や幽鬼、人間の気配は──今のところ、なし」

　ルーナエが耳を澄すますようにして言うと、エルデンが言葉を付け足す。

「こういう船の船尾っつーと、いわゆる船長室だわな。にしたってこりゃあ年季が入った船だぜ。山ほど砲ほう門もんがあったし、何百年か前の軍艦じゃねーの？」

「きっとサウスランド連合王国の軍艦だね。『国王陛下のなんとか号』っていうプレートがついてたもの。なんとか、のところは読めなかったけど」

　ジャスティンはなるべく落ち着いた声を出して悪魔たちに答え、慎しん重ちように歩き出した。

　母国の船なら大体の構造はわかる。ぎしぎしと盛大に軋きしむ甲板を突っ切り、中央部の階段から船内へと入っていった。

　天てん井じようの低い船内は真っ暗かと思いきや、ぽつぽつと明かりがともっている。

　頭を低くして近寄ってみると、梁はりからランプが下がっているのがわかる。ランプ自体は、けして古いものではなかった。

（誰だれかがついさっき灯ともしたんだ）

　まるでジャスティンを招いているかのようなランプをたどっていくと、辺りにはこの船が軍艦である証しよう拠こがごろごろしていた。床ゆかにはいくつもの大たい砲ほうが放置され、腐くさったロープがとぐろを巻いている。かつては隣りん国ごくや、植民地で戦った船なのだろう。

　絶えずぎしぎし、みしみしと音を立てる船内を突っ切り、ジャスティンたちはついにランプの照らす艦長室の扉とびらに行き着いた。扉には白いペンキで悪魔よけの魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。

　レクスは扉の上の魔法陣にちらと視線をやって言う。

「明らかに悪魔に詳くわしい者の仕し業わざだな。これでは下級悪魔しか避よけられんが」

（やっぱりそういうことなんだ）

　レクスの発言に少し目眩めまいがするような緊張に襲おそわれるものの、ここで迷っている暇ひまはない。ジャスティンは静かに呼吸を整え、ぐっと唇くちびるを噛んで扉をノックした。

　すかさず落ち着いた声が返ってくる。

「入りたまえ」

　ノブに手をかけて押し開けると、そこには姿勢の正しい紳しん士しの後ろ姿があった。

　後ろで手を組み、船尾の窓から濃のう霧む漂ただよう海を眺ながめる壮そう年ねんの男。

「──やっぱりあなただったんですね」

　ジャスティンが苦く声をかけると、完かん璧ぺきな正装のロートンが静かに振ふり返って微笑ほほえんだ。

「何がだね、ジャスティン嬢。おや、他にも生徒さんたちがいるようだが……少し、変わった格好だね。軍事教練の試験はまだだよ。もっとも場合によっては、今年の旅行はここで中止になるのだが。他の生徒には申し訳のないことをした。しかしこれは必要なことだったんだ」

　まったく悪びれないロートンの言いように、ジャスティンの胸に熱い怒いかりが生まれる。

　ジャスティンは魔法書を抱き直し、一度深呼吸してから告げた。

「説明してください、ロートン卿きよう。あなたはなぜこんなことをなさったんです？」

「こんなこと、とは？　もう少しくわしく言ってもらっていいかな？」

「海図のすり替かえです！　船員さんたちを騙だましてこんな場所へ船を導くなんて、あなた以外にはできなかった。一体なんのつもりです？　わざわざたくさんの生徒を連れて、こんな危険な海域へやってくるだなんて。正気の沙さ汰たとは思えません！」

　天井から下がったランプがロートンの片眼鏡めがねを光らせ、彼は自分のあごをつまんで告げる。

「自分に理解できないから、相手を正気でないと断ずるのかな？　それはあまりよろしくない思考停止だ。もう少し考えたまえ、ジャスティン。この世のすべてには理由があるんだよ。さて、わたしはなぜ、わざわざきみたちをこんなところへ招いたのだろう？」

（落ち着こう。確かにこのひとは正気だ、でも、何か怖こわい目をしている。油断しちゃ駄だ目めだ）

　ジャスティンはロートンの目を見つめて懸けん命めいに呼吸を整えようとする。

　このひとは何を望んでいるのだろう。人さらいをする者の望むものは──ひとの命や自由を蹂じゆう躙りんする快楽か、もしくは身みの代しろ金きんだ。ジャスティンは少しかすれた声で問う。

「……生徒さんたちを人ひと質じちにして、私たちに何か要求しようとでも？」

「すばらしい！　いい推理だよ。やればできるじゃないか、その調子だ」

　ロートンは小さくうなずき、乾かわいた拍はく手しゆの音を立てる。

　途と端たんにエルデンが眉まゆを跳はね上げ、ロートンをねめつけた。

「ああ？　なんなの、このむかつくおっさん。嬢さん、こいつ食っちまっていーい？」

「駄目だよ、エルデン。──ロートン卿、あなたのやり方にはまったく感心できませんが、まずは要求をお聞きしましょう」

　ジャスティンの抑おさえた声に、ロートンは少しだけ本気で感心したようだった。

　彼は神しん妙みような顔になって答える。

「ふむ。さすがに大悪魔を従えるだけあって腹が据すわっているね、きみは。そんなところもお父上そっくりだ。……しかしそう簡単にわたしを悪役にしないでほしい。その、全世界を小指ひとつで滅ほろぼせるような悪魔たちを従えたきみと、対等に話すにはこうするしかなかったんだよ。校長会を動かしたのも、このわたしだ。わびなら後でいくらでもいれよう」

（やっぱりこのひと、レクスたちが悪魔だって最初から知ってたんだ。だとしたら、狙ねらいはきっとこの本）

　自然に赤い本を抱く腕うでに力がこもった。この本には強大な力を持つレクスが封ふうじられていた。他にも色々な力があるようだが、そのくわしい内容はジャスティンにもまだわかっていない。

　しかしレクスの力だけでも、その気になれば国ひとつくらい簡単に滅ぼせるのだという。

　そんな力を何に使おうというのか、ジャスティンは視線を険しくして訊きいた。

「私は世界など滅ぼしません。そんなことをして、一体なんになります？」

「なるほど、今のきみは自由だからね。もちろんそう思うだろう。しかし、明日も同じ考えかな？　一週間後は？　半年後は？　十年後は？──きみはいずれ、何かのために力を振るいたくなるかもしれない。もしくは力を振るわざるをえなくなるかもしれない。違ちがうかな」

　ロートンの論調は意外に丁てい寧ねいでもっともなものだった。

　ジャスティンは少しひやりとしながらも、今の自分の本心を口にする。

「どんな可能性だってあります。でも、私は常に後こう悔かいしない道を選びたい。レクスたちの力をどのように使うかではなく、レクスたちがどのように生きるかについて考えていきたい」

　ジャスティンの言葉を聞いた途端、ふいにロートンの目が熱を帯びた。

　ロートンはジャスティンの目を見据え、きっぱりと言い切る。

「きみは傲ごう慢まんだ、ジャスティン。力あるものは、常に力なきもののために立ち上がらねばならない。それは力あるものの義務だ。違うか？」

「──それは」

　思わずジャスティンは絶句する。

　反射的に反論しようとするが、すぐには言葉が思いつかなかった。

　確かにロートンの言うことは、ジャスティンの心にいつも少しだけ引っかかっていたことだった。ジャスティンはレクスたちのしあわせを望んでいる、それは本当のことだ。

　しかしそれは、とても個人的で利己的な望みでもある。

　ロートンは少し声こわ音ねを柔やわらかにして続けた。

「昨夜ゆうべ、わたしはきみに『エルズバラ冒ぼう険けん者クラブ』について話をしたね。覚えているかい」

「はい。冒険で見つけた様々な遺い跡せきなどを、研究、保護するクラブだと……」

　ロートンは目を伏ふせてうなずき、力強く続ける。

「そうだ。それはけして嘘うそではない。ただし、過去の遺跡や遺物の中には、特別な力を持つものも多くてね。我々はそれら重要な遺跡や、世界を揺ゆるがす強大な力を持つ魔法具を発はつ掘くつし、何者にも悪用されないよう、しかるべき安全な場所に保管することを真の使命としていた」

（何？……それは）

　ジャスティンは呆ぼう然ぜんとしてロートンを見つめた。

　彼はとんでもないことを言っているような気がする。世界を揺るがすような力を持つものを発掘、保管する？　それがどんな危ないことかくらい、ジャスティンにだってわかる。

　聞くだにあちこちの勢力から狙われそうな団体だ。

　ロートンはジャスティンの反応を確かめながら、落ち着いた調子でゆっくり続ける。

「会員の中でも、きみのお父上は実に優ゆう秀しゆうな冒険者だった。ああいうのを『鼻がきく』というのかな。彼には強大な遺物がある場所が直感でわかるのだ。そのうえ現地の人々にすぐ馴な染じんで話を聞き出す技わざにも長たけていた。だが──おしむらくは、あまりにも潔けつ癖ぺきすぎたんだ」

　ロートンは一度言葉を切り、ふと教師の顔になってジャスティンに訊く。

「ジャスティン、きみは今のこの国についてどう思う？」

「……一言では申し上げられません。すばらしい国だし、私は大好きです。でも、急激な成長が生んだ歪ゆがみを眺めていると、この繁はん栄えいが永遠に続くとはとても思えません」

　相手を刺し激げきしないように用心深く告げると、ロートンは深くうなずいて言った。

「そう、それだ。この国はもうすぐ黄昏たそがれを迎むかえるだろう。……なぜだ？　ここまで駆かけ足で世界の頂点に上り詰つめたのに、我々はなぜこれ以上先へ行けない？」

「それは、仕組み的にどうしようもありません。植民地を作り、安く作ったものを高く売って栄えている国ですから。安い労働力を得て、ものを売りつける未開の地が減ってくれば自然に衰おとろえるでしょう。当たり前のことです」

　なんだか本当に授業で教師と対決しているような気持ちになってきた。ジャスティンはてらいなく、ただ自分が習い、旅行で世界を眺めて納なつ得とくしたそのままを告げる。

　するとロートンは実に嬉うれしそうに破顔して、すぐに瞳ひとみから熱意をにじませた。

「きみは本当に女性にしておくのは惜おしいな。そのとおりだよ。このまま進んでいっては駄目なのだ。根本的に社会の仕組みを変えなくてはこの国はもう終わりだ。滅びはすぐそこまで来ている。しかしこの国は、未いまだに根っこでは変わることをしつこく拒きよ否ひしているんだ。古い家いえ柄がらと古い家具と古い酒をありがたがり、血がよどんでいくことから目をそらす。嘆なげかわしいことだ！　一体どうしたらこの国の治ち療りようができるだろう？　もはや穏おだやかなことではだめだ。思い切って血を抜ぬかなくてはならん」

　ロートンの論が危険な方向へ転がっていくのを感じ、ジャスティンは目を瞠みはる。

「ロートン卿、あなた、まさか……」

「きみにもわかったようだね。わたしはこの国に革命を起こす」

　熱く言い切ったロートンに、ジャスティンは思わず頬ほおを紅潮させて叫さけんだ。

「革命!?　夢物語です！　女王陛下を廃はいそうというんですか！」

　ジャスティンの脳のう裏りには、あの凜り々りしくも不思議な雰ふん囲い気きの女王が浮うかぶ。

　賢かしこく美しいと評判だが、婚こん約やく者が早世してからは男物の喪も服ふくしかまとわない変わり者。そのうえ議会と喧けん嘩かしてはノースランドの別べつ荘そうにこもる癖くせができてからは、否定的な意見も多い。

　しかし王家に対する敬愛はまだはっきりとこの国に生きているし、隣りん国ごく、フレンシア共和国の血の革命の記き憶おくもけして輝かがやかしいものではなかった。フレンシアでは高い志をもって王政を倒たおしたはいいが、結局その後の革命政府の腐ふ敗はいも凄すさまじかったのだ。

　サウスランドでは革命は起こらない。それが世間の共通認にん識しきである。

　しかしロートンは穏やかに笑ってジャスティンの言葉を受け流す。

「これは夢ではない。もうすでに国中にわたしの同志たちが散っているんだ。革命が起こるのは時間の問題だよ。もうすぐ世界が変わる。腐くさった古い血が流れ、新しい血に入れ替かわる。そしてもちろん、そのときには我らがノースランドも、サウスランドから独立する」

「……とても成功するとは思えません。革命が起きるときは、自然にそのようにすべてが流れていくものだと聞きます。今のこの国に、そのような流れは感じ取れません」

「ははは、流れか。確かにそれらしく聞こえる言葉だが、違うよ、ジャスティン。流れは作るものだ。知っているかね、フレンシア共和国の革命には、とある秘密結社が関かかわっていたのだよ。すべてはその秘密結社の《秘密の首領》からの指示でなされたことだ」

（とと、なんだか別方向にきなくさい話になってきた。秘密結社に、《秘密の首領》？）

　ジャスティンは内心慌あわててロートンの顔を見直す。彼は相変わらず自信満々の様子だ。

　秘密結社というのはクラブと似たようなものだが、誰だれがそこに属しているのか、本部がどこなのかなどが一いつ般ぱんには公開されない集まりだ。宗教的なものや政治的なものがあり、大きな事件に関わることも多いとは言うが、その性質から表おもて沙ざ汰たになることは少ない。

「その秘密結社から接せつ触しよくがあったんですか？　彼らが、私たちの国にも革命を起こそうと？」

「接触はもちろんあったさ。正確には、わたしのほうからかの《秘密の首領》へ接触し、かねてから関わっていたノースランド独立運動への助言をもらったのだ。わたしは『エルズバラ冒険者クラブ』の財産と、名めい誉よあるクラブ会員の力を借りて、この革命を成功させてみせる」

　段々と現実味をなくしていく話に、ジャスティンはついに顔をしかめて口を挟はさんだ。

「なんだかおかしいですよ、それ。大体その、《秘密の首領》って何者なんです？　あっちこっちで革命を起こして、そのひとは何が楽しいの？」

「ははは、何が楽しいの、か。そういう発想はわたしにはなかったな。いいかね、《秘密の首領》というのは、おそらく人間ではないのだ。もっと霊れい的な高次の存在で、姿を見せずに世界中の秘密結社に指令を出している。その真の意志はわたしごときが理解できるものではないのだよ。しかしわたしは確かに彼の声を聞いた。とある儀ぎ式しきの果てに、頭に直接声が響ひびいてきたんだ。まるで天上の音楽のごとき、美しくも威い厳げんある声だったよ」

　ロートンは実に楽しそうに、どこかうっとりとして言う。

　まるで狂きよう信しん者のような顔を見せ始めるロートンに、ジャスティンは慎しん重ちように切り出した。

「父はあなたをいさめたでしょうね」

「もちろんだ。そしてわたしが《秘密の首領》と接触した直後、きみのお父上はその赤い本を手に入れてね。エルズバラ冒険者クラブは真っ二つに割れたよ。その本を持つ者が世界を制するのはわかりきっていたことだからだ。わたしはきみのお父上を殺してでもその本を奪うばい取ろうと決めたが、彼は実にすばやく本を持って国外に逃とう亡ぼうした。……人ひと質じちになりそうなきみも、一いつ緒しよに連れてね」

　ずきり、と胸の中心が痛んだ。

（父様……！）

　心の中で、泣きそうになりながら父を呼ぶ。堰せきを切ったかのように、過去の記憶が蘇よみがえる。

　──一緒に来るかい？

　少し悲しく笑って手を伸のべた父。あの笑えみの悲しさには意味があったのだ。伸べられた手にも。父はジャスティンを守るために旅に出た。そのころから身体が悪かった祖母は、連れて行きたくても連れて行けなかったに違ちがいない。

　何も知らなかったジャスティンは、ただ期待に胸ふくらませて父の手を取った。

　冒険の旅は楽しいものだった。父はけして一カ所に長くとどまらず、使用人は現地で雇やとい、ジャスティンとふたりでどこまでも旅を続けた。……ジャスティンが、一人前になるまで。

（私、何も知らなかった。父様はどれだけ孤こ独どくだっただろう。どれだけ怖こわかったんだろう。安あん眠みんできる夜なんてなかったのかもしれない。でも、私にはいつも笑いかけてくれた……！）

　無知だった自分が悲しくて、苦しくて、身体からだが震ふるえる。つい耳をふさぎたくなる。

　そんな彼女の苦しみがわかったのか、ふとジャスティンの肩かたに誰かの手が載のった。レクスの手だ、と思った。しなやかで、ふわりと軽い、温度はないけれど温かい感かん触しよくの手だった。

　ほんの少しだけ、呼吸が楽になる。

　そんなジャスティンの目の前で、ロートンの話はなおも続いた。

「きみが本と一緒に帰国したのは、まったくありがたいことだったよ。国中の様々な組織がきみに注目した。しかし、きみは誰が手を出すよりも早く、その本の悪あく魔まを使えるようになってしまったね。これは計算外の出来事だった。これではきみから本を奪うことはほとんど不可能だ。……だから、わたしはそんなことはしない」

　一度言葉を切り、ロートンはジャスティンに力強く片手をさしのべた。

「ジャスティン・カーライル。きみは自分の意志で、わたしに協力してくれたまえ。この国を新しくするんだ。犠ぎ牲せいははらわねばならない。しかし、約束しよう。わたしはこの国を思い、この国の繁栄のために命を賭かけて尽つくすつもりだ。後こう悔かいはさせないよ。きみがこの手を取ってくれさえすれば、生徒たちも皆無ぶ事じに母国へ帰そう。そして我々は、協力者のいるフレンシアへ渡わたるんだ」

　強い心と、強い瞳だった。信念のあるひとの目だった。ロートンがただの悪人でないことはジャスティンにもわかる。ロートンは自分の正しいと思ったことのために生きている。

　傷ついたジャスティンの心はわずかに震える。

　怖い。恐おそろしい。何が正しいのか、わからないような気持ちになる。

　──でも。

　ジャスティンはどうにか呼吸を整え、肩に載ったレクスの手の重みを確かめた。

　頼たよられたいのだ、と言った彼の目を思い出した。

　そして、次に父の柔やわらかな笑顔と、シェルズバーン・カレッジの生徒たちの笑顔をひとつひとつ思い起こした。思い出していくうちに、浮うわついた心は少しずつ落ち着いてくる。

　足が地についている感触。ジャスティンは刻むように思う。

（──大だい丈じよう夫ぶ。私はひとりじゃない。父様が守り、育ててくれたこの命、この心、私の誇ほこりを、信じなきゃ。信じよう。私は未熟だ。でも、私は私が正しいと思うことを言おう。たとえいつか、後悔する日がくるとしても）

　ジャスティンは乾かわいてしまった唇くちびるを湿しめし、まっこうからロートンを見つめた。

「……あなたが本当に私に協力を望むのなら、あなたはやり方を間ま違ちがいました。あなたはただひとりの人間として私を信じ、対等に語り合ってくださるべきでした。このような小細工をして、生徒さんたちを巻きこむことなどなしに」

「言っただろう、きみとはこうしてやっと対等に話ができるんだ。対等でなくては交こう渉しようはできん。きみはきみの悪魔たちを過小評価しすぎている」

　なおも熱心に続けるロートン。しかしその情熱は最初からどこか歪ゆがんでいるのではないか。

　ジャスティンは懸けん命めいに首を横に振ふった。

「ならばやっぱり、あなたは私を対等な人間とは思っていないんです。私はどんな状じよう況きようでも、けしてあなたを殺さない。そして本気であなたに共鳴すれば、脅おどしなんかなくても協力します。でもあなたはそうは思っていない。私の理性と意志を信じてはいないんです」

　ジャスティンの訴うつたえを聞き、ロートンは息を吐はいた。そして少し視線を和やわらげて言う。

「それは仕方のないことだ。我々の間にはまだ信しん頼らい関係は築かれていないし、わたしは失敗はできない。それにきみは──どうしても感情的な若い女性だ。もちろん、頭はいいがね」

　優やさしい台詞せりふが逆に心に刺ささって、ジャスティンはぐっと唇を噛かんだ。

　確かに自分は若いし、女だ。泣いたり笑ったり怒おこったりする。しかしそれがひととして劣おとったことだとは思えない。心にあふれる感情なしで、ひとがひとになれるものか。

　ジャスティンは小さく息を吸い、ロートンを見つめてゆっくりと言った。

「ランドルフ・ロートン卿。私をひとりの人間と認められないひとに、どうして私が母国の未来を預けられるでしょう。──お断りいたします」

　ジャスティンがきっぱりとした拒きよ絶ぜつを示した瞬しゆん間かん、ロートンの目には屈くつ辱じよくの色が走る。すぐに取り繕つくろって微笑ほほえみはしたが、ジャスティンはその一瞬を見み逃のがさなかった。

「……もう少し考えたまえ、ジャスティン。きみは多くの命を危険にさらしている。それにわたしは悪魔ではない。きみは自分の悪魔にはけして人間を殺させはしないんだろう？　もちろん退魔庁だとて悪魔でない者に手は出せないしね。きみに打つ手はあるのかな？　もしもわたしを犯罪者として捕とらえたとしても、無む駄だなことだ。わたしの仲間は警察にも山ほどいる。実のところ、最初からきみに選せん択たく肢しはないんだよ」

　ロートンの論調は段々とおどしたりすかしたりといった感じになってくる。

　ジャスティンは鈍にぶい怒りを抱かかえこみながらも、違い和わ感かんが強くなってくるのも感じていた。

（なんだか変だな。エルズバラ冒険者クラブが悪魔とか魔法具のことにくわしいんなら、私をこんなとこまでおびきだす作戦を考えるのもわかる。でもこのひと、細かい事情を知りすぎじゃない？　私が悪魔にひとを殺させない、とか──そこがはっきりわかってなきゃ、危なっかしくて革命の首しゆ謀ぼう者だか幹部だかがじきじきに出てきたりしないよね？）

　考えをめぐらせながら、ジャスティンは言葉を選んで訊きいた。

「あなたは……どうして、私や退魔庁のことをそんなにくわしくご存じなんですか？」

「情報源は色々ある。それに、今までのきみたちの様子を見ていればわかるさ」

（あ、今ちょっと視線が泳いだ。嘘うそ、吐ついてるかも）

「なんだ、俺たち甘く見られたもんだなあ。そんなにおとなしそーだったかねえ。ちょっとかじったりしてみたほうがよかった？」

　エルデンが頭の後ろで指を組んで笑い、ロートンはうっすらと笑い返して言う。

「できれば遠えん慮りよしたいものだね。まあ、これは言ってもかまうまい。きみたちのことは、《秘密の首領》からあらかじめ聞いていたんだよ」

　そう、それだ。さっきの話の中に出てきたもっとも怪あやしい単語、《秘密の首領》。

　ぴんときたジャスティンは、レクスに向かって声を出さずに囁ささやいた。

『ねえ、レクス。その《秘密の首領》って、ひょっとして……』

『おそらく、多くの場合はインチキか──こっそりとひとを操あやつろうとする悪魔の仕し業わざだな』

　すぐにレクスの返事が頭の中に響ひびく。その声が妙みように冷たかったので、ジャスティンは小さく震えた。ちらりと肩かた越ごしに振り返ってみると、レクスの目は凍こごえた光をたたえてロートンを見ている。いや、ロートン越しに何かを見ている。

　あまりの迫はく力りよくに室内の温度がすっと下がり、ロートンは見る間に青ざめた。

　レクスは楽器のような響きのある声で低く言う。

「その《秘密の首領》とやらは──お前に身を守る手段を与あたえてくれたか？　あの扉とびらの落書きでは防げない悪魔が出たら、どうしろと？　もしも赤い魔法書の悪魔たちが襲おそってきたら、どうするようにと言われた？」

「なんだ？　脅しかね。お前はジャスティンの使い魔だろう。主あるじの命なしで動くのか？」

　ロートンは鷹おう揚ような笑みを浮うかべてみせたが、その唇の端はしはひきつっている。

　レクスは優しく続ける。

「答えろ」

　ロートンの顔からはついに笑えみが消え、顔色は段々と青ざめる。

　身体がわずかに震え、唇が勝手に動き出しそうになった、そのとき。

　ロートンはいきなり一歩踏ふみ出す。軍ぐん艦かんの艦長室は狭せまく、ロートンはすぐにジャスティンの懐ふところに飛びこんでくる。ちかり、と銀色の光がジャスティンの目を打った。

　ロートンの手には、優美なポケットナイフが光っている！

「──！」

　ジャスティンが息を吞のんで身体からだをひねるのと、レクスが腕うでにジャスティンを抱だいて一歩下がるのがほぼ同時だった。ロートンのナイフはジャスティンの二の腕をごく浅く切って外れ、ロートンはこわばった顔で後ずさろうとする。

　レクスの目が鮮あざやかに光り、次の瞬間ロートンの身体は船せん尾びの壁かべに叩たたきつけられていた。

「……っ、が……っ！」

「レクス！　殺しちゃ駄だ目めだよ！」

　すかさずジャスティンが叫さけぶが、まだ身体は恐きよう怖ふで総毛だったままだ。二の腕からはうっすらと血がにじむ。

　レクスは唇の端で酷こく薄はくに微笑み、そっとジャスティンの二の腕に唇を押し当てて傷を癒いやしてから手を放す。

「おおせのままに──我が主」

　レクスはそのまま壁に張りついたロートンに歩み寄っていった。

　ロートンは見えない呪じゆ縛ばくを解こうともがきながら必死に叫ぶ。

「ま──待て、待て！　話を……しよう、じゃないか」

「そうだな。話をしよう」

　レクスは言い、ロートンの喉のどをそっとつかんだ。彼は少しもおどすようなことなど言いはしない。ただゆるやかに花開くように微笑むだけだ。その笑みは実に凄すさまじく、まるで本当に濃こい花の香かおりが辺りに漂ただよったかのようだ。美形嫌ぎらいのジャスティンですら頭がくらりと酔よったようになる。

　ロートンは凍こおりついたようにレクスを凝ぎよう視しし、レクスは柔らかに囁いた。

「それで？　お前の《秘密の首領》は、なんと言ったのだ」

「それ……は……もし、も、お前たちが襲ってきそうならば、どうにかして……女を、ジャスティンを傷つけろ、血を流せ、と。そうすれば……《秘密の首領》自ら、助けに来る、と」

　怯おびえきったロートンの話を聞いているうちに、室内の温度はますます下がっていく。

　小さく震ふるえるジャスティンの肩かたをエルデンが支え、傍かたわらでルーナエが眉まゆをひそめた。

「自ら姿を見せるでもなく、人間を使ってジャスティンを狙ねらう悪あく魔ま──」

「しかもこの大がかりな仕し掛かけときちゃあ、あのお方しかいねーわ、こりゃ」

　エルデンが苦くうなずき、レクスの声はますます甘くなる。

「ならばそろそろ出てくるがいい。お前の回りくどいやり方には、いいかげん飽あき飽きだと言っただろう……キュリオス」

　その名を聞くと、ロートンは目を瞠みはった。しんと冷えた沈ちん黙もくをしばし置き、ロートンが震える唇を開こうとしたとき。いきなり彼の全身が真しん紅くの業ごう火かに包まれた！

「レクス！　ロートン卿！」

　血相を変えたジャスティンが叫ぶものの、レクスは表情ひとつ変えずに燃えるロートンの喉元を押さえている。ロートンも炎ほのおに熱さを感じている様子はなく、しばし身体を突つっ張ぱって痙けい攣れんしていたかと思うと、不意に視線をレクスへと向けた。

　先ほどとはまったく違ちがう鬼き気き迫せまる瞳ひとみ。ロートンの顔が邪じや悪あくな笑みに染まったと同時に、彼を覆おおった炎が渦うず巻まき、ロートンとはまったく別の姿をとる。

　長い髪かみに瘦やせた身体を軍服に包んだ形──炎の上に浮かんだ顔が目を開き、このうえなく邪悪な笑みを浮かべた。

『ごきげんよう──わたしの甘かん美びなる死の運命、《魔界の王フエロノス・レクス》よ』

　皆みなの頭の中に甘くかすれたキュリオスの声が響き、レクスは抑えた声で囁く。

「久しぶりという気がしないな、キュリオス。お前の気配は主張が激しい。どこにいようと、常に視界の端にお前の影かげがちらつくかのようだ。……なぜこんな面めん倒どうなことをする？　直接わたしと戦うのがお前の望みではなかったか」

『もちろん、もちろんだよ、レクス。お前と刃やいばをあわせる喜びを思い出せば、それだけで身体が、魂たましいが震える。わたしだとてこの手でお前を処しよ刑けいしたいのは山々だ。しかしゆるしてほしい……お前におわされた甘い傷を癒すには時間がかかってね。それにしても、お前に与えられた痛みを感じ続ける日々は実に素す晴ばらしい──憎にくしみで身体が蕩とろけてしまいそうだ』

　キュリオスの言葉を聞いていると、それだけで頭がふらつく。レクスの声に似た、しかしもっとねっとりとした毒をもった声だ。

　キュリオスは燃えさかる腕を伸のべてレクスの漆しつ黒こくの髪をひとふさ取り、あざけるように歪ゆがんだ薄うすい唇くちびるに当ててみせる。レクスは避よけることなく、ただ物もの憂うげに薄い目ま蓋ぶたを閉じた。

「だから片手間に、人間を使ってジャスティンを狙うのか」

『そういうことだ。いざというときに遊べるように、人間の群れへの指令は常に出していたからね。奴やつらは勝手にわたしを《秘密の首領》などと呼んでいたようだが……気に入ってもらえたかね、わたしの暇ひまつぶしは』

　キュリオスが楽しそうに言うと、レクスはゆっくりと目を開けた。

　レクスの顔からは作り物じみた淡あわい笑みが消え、代わりに冷えた鬼気がすっと差しこむ。

　レクスは静かに告げた。

「ああ。久しぶりに、わたしは苛いら立だちというものを思い出しているようだ」

　途と端たんに炎でできたキュリオスの幻げん影えいがけたたましい哄こう笑しようを放つ。

　高い笑い声は物理的にジャスティンの耳を痛め、ジャスティンは必死に耳をふさいだ。肩を支えてくれるエルデンの指に力がこもる。

　哄笑が最高潮に達したところで、キュリオスの声がさも楽しそうにはじけた。

『すばらしい！　やはりあのくだらん人間の女はお前の鍵かぎだ。あの女の血の一ひと滴しずくがお前に戦いの炎を注ぎこむ。立ち上がるがいい、レクス！　苛立ちを、怒いかりを燃やして立て、剣けんを取れ、容よう赦しやなく滅ほろぼせ。わたしを……そして世界のすべてを！』

　キュリオスの声が途と切ぎれると同時に、レクスはロートンから手を放す。

　ロートンの身体は床ゆかへと倒たおれこみ、炎が形作ったキュリオスの姿は崩くずれて、見る間に巨きよ大だいな炎の塊かたまりと化した。

　すかさずレクスは己おのれの片手から大剣を引きずり出し、炎の塊に向けて一いつ閃せんさせた！

「レクス……っ！　駄目、ここで思いきり力を使ったら、暴発するんでしょ……!?」

　ジャスティンが制止の声をあげると同時に、白い閃光が視界を灼やく。

　炎の塊はレクスの剣で真っ二つに斬きり裂さかれたと思うと、白い光を発して爆ばく発はつする！

「っ……く！　レクス様、結界を張ります！　早く僕の後ろへ！」

　ルーナエがすばやくエルデンとジャスティンの前に出て叫ぶ。美しいサーベルを抜ぬき、ルーナエは己の目の前で構えた。視界を灼く真っ白な光は、ルーナエのサーベルの位置でぎりぎり押しとどめられている。

　しかしレクスは平然と光の中にたたずんだままだ。

「要いらん」

　と一言告げて、レクスはもう一度剣を振ふるう。

　かつん、と硬こう質しつな音がしたかと思うと、白い光は千々に砕くだけた。

　同時に四方の壁も砕け、一気に塵ちりレベルにまで分解されて宙に舞まう。

　前方から凄まじい熱風が吹ふいて塵を後方へと吹き飛ばし、ジャスティンの視界は真っ赤に染まった。

「嘘うそ……また、世界が燃えてる！」

　エルデンの腕にすがって熱風に耐たえながら、ジャスティンは愕がく然ぜんと声をあげる。

　露あらわになった世界は、いつの間にやら真しん紅くに染まっていた。

　海も、空も、大気までが赤い。地じ獄ごくの夕焼けのように真っ赤に染まった空の下、海の水を見下ろせば無数の燃えさかる幽ゆう鬼きの姿が見えた。ひとや獣けものが炎をまとって苦く悶もんの表情を浮かべている。大気がびりびりと震え、呪じゆ詛そとうめきが木霊こだまのように響く。

　水面から数え切れない燃えさかる腕が伸び、その間からのろのろと何やら巨大な丸太のようなものが姿を現した。レクスは水面を見下ろし、一言告げる。

「エルデン、ジャスティンを守れ」

「はいはい、お任せくださいっ……って、あらぁ、大物！」

　おどけた口調は保ちつつも、ジャスティンを抱だきしめるエルデンの表情は硬かたい。

　何が大物なのか、ジャスティンが訊たずねようとした直後に水面から凄まじい火柱が立った！

　紅ぐ蓮れんの炎をまとって出現したのは、銀の鱗うろこを無数にきらめかせた巨大な海うみ蛇へびだ。

　瞳のない頭がレクスたちを捕ほ捉そくし、食いちぎろうと大きな口を開く。びっしりと何重にも生えそろった刃のような牙きばの奥から、燃えさかる赤黒い炎がちらついた。
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　レクスは艦長室の床を蹴けり、ひといきに宙へ舞い上がる。

　真っ赤な世界に黒い軍服の裾すそが不ふ吉きつにひらめき、海蛇がレクスに気を取られた。

　普ふ段だん海底深くに住む化け物は、目ではなく音波で獲え物ものを捕捉する。海蛇はエラ近くに生えた透とう明めいなヒレを震わせ、超ちよう高音を発しながらレクスに迫せまった。

　しかしレクスは空中で鮮あざやかに身体をひねり、ひらと海蛇の頭の上へ降り立つ。

　途端に海蛇はレクスの居場所を見失ったようで、ぴたりと動きを止めた。

「滅びろ、魔界の海より出いでしものよ」

　甘く囁ささやき、レクスは燃え立つ海蛇の頭に真紅の大剣を突き立てる。

　海蛇の身体は剣に触ふれたところからするすると両断されていき、力なく揺ゆらめいて真っ赤な海へと沈しずんだ。

　レクスは燃える海面に達するぎりぎりで海蛇の身体を蹴り、幽ゆう霊れい船せんの舳へ先さきへと飛び移る。

「お見事です、レクス様っ……！」

　ルーナエは瞳を輝かがやかせて叫さけぶが、その間にも幽霊船には海面から無数の悪魔が這はい上がってくる。まるで海から押し出されてくるかのようだ。

　ルーナエがサーベルを構え、ジャスティンを抱いたエルデンも片手でサーベルを抜く。

　レクスは剣を片手に、舳先からジャスティンの前へと軽かろやかに降り立った。

「何が起こっている」

　冷れい徹てつな声で問うレクスに、ルーナエは空をにらんだ。傍はたから見ていても痛々しいほどに神経を集中し、ルーナエはかすれ声で告げる。

「幽鬼の量がさっきまでの比ではありません。これは……おそらく、魔ま界かい側から、空間のひずみに大量の悪魔が放ほうりこまれています！　凄すさまじい力の偏かたよりで、もとより不安定な空間自体が圧あつ迫ぱくされはじめている様子！」

（悪魔が放りこまれているって……それって、悪魔たちも大変なことになるんじゃないの!?）

　ジャスティンの推測をなぞるように、エルデンがぎりりと歯を食いしばって言う。

「すげぇな、さすがはレクス様と並び立つ『王』位、キュリオス様っつーことか？　何百、何千の悪魔の命と引き替かえに、この海域を消し飛ばそうとしてるってことか！」

　もう黙だまって耐えることはできず、ジャスティンは懸けん命めいに叫んだ。

「これもキュリオスの仕し業わざ!?　まさか、キュリオスは味方の悪魔を犠ぎ牲せいにしてまで私たちを殺そうとしてるの？」

　考えるだに怖こわすぎて、全身から血の気が引いていく。

　目の前に漆黒の後ろ姿をさらすレクスは、どこか旋せん律りつを含ふくむ声で言う。

「奴ならやるだろう。味方だの、犠牲だのという意識が奴にあるわけがない。あれはあまりに正しい悪魔だ。──しかし」

　一度言葉を切り、レクスは真っ赤に染まった世界を見つめる。そして囁く。

「気に食わんな」

　血がにじむような、真しん摯しな一言だった。

　甘さはない。あざける様子すらも。

　ジャスティンはなぜかその一言に胸を突つかれて息を吞のむ。それはエルデンとルーナエも同じだった。エルデンが目を瞠みはって何かを言いかけ、言葉を吞みこむ。ルーナエがどこか儚はかない、頼たよりない表情を浮うかべてレクスを見つめる。

　ルーナエは震ふるえる声で主君の名を呼んだ。

「レクス様……」

（なんて悲しそうな声。きっと──ルーナエは、レクスが悪魔らしくなくなるのも嫌なんだ。ルーナエは強いレクスのことを支えにしているんだもの）

　ジャスティンは船室でルーナエの看病をしたときのことを思い出す。

　ルーナエは悪魔としてのレクスを心の底から敬愛している。レクスが人間らしくなることは、ルーナエにとっては『滅び』とやらの前兆としか思えないようだ。

　しかし、ジャスティンはレクスにもっとひとらしくなってほしい。

　何を望んでいいのかジャスティンが迷っているうちに、レクスの声がきっぱりと響ひびいた。

「ルーナエ、この空間の歪ゆがみ、叩たたき斬きるぞ」

「は──こっ、この空間ごとですか!?　このように力に満ちた歪みを斬れば、魔界にも人間界にも重大な損害が出ます！」

　レクスの台詞せりふは意外なものだったらしく、ルーナエは一転して必死な様子になる。

　ジャスティンもぎょっとしてエルデンに訊きいた。

「重大な損害って、どの程度のものなの？」

「えーっとだな、俺は細かいことはわかんねーけど……おおざっぱに言うと、人間界で言うところの国のひとつふたつは確実に巻きこむ。この位置でやらかすなら、サウスランドとノースランドは完全消しよう滅めつ。土地すら残らねーと思う。んで、他ほかの国もすげー地じ震しんとか砂すな嵐あらしとかに見み舞まわれること必至だな」

　ひきつった顔で告げるエルデンに、ジャスティンはますます真っ青になって叫ぶ。

「レクス、それは駄だ目めだよ！　世界が壊こわれちゃう！」

　ところが、返ってきた答えは意外なものだった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。ルーナエが時を止める」

「時を……？」

　ますます突とつ飛ぴな話になってきた。唖あ然ぜんとして見守るジャスティンの目の前で、ネレウス号にも無数の燃え立つ悪魔のなれの果ての幽鬼が這い上がろうと試みる。

　何かに阻はばまれるように幽鬼たちが落ちていくのは、ユリアンの結界のせいだろうか？

　どちらにせよ長くは保もつまい。悩なやんでいる時間はないのだ。

　レクスは足あし下もとに這い上がってきた幽鬼を無造作に踏ふみにじって塵へと還かえし、ルーナエに赤い瞳ひとみを向けた。

「ルーナエ、お前の《静止の輪》は運命の回転すらをも止める、絶対的な静止の力だ。時の流れを止めて虚きよ無むの狭間はざまを開き、この歪みから零こぼれる力を永遠に封ふう印いんせよ」

　言葉を受けたルーナエは息を吞み、胸に手を当てて頭こうべを垂れつつも揺れる声で告げる。

「……お待ちください、レクス様。それは魔界でも発動させたことは一度きり──僕が《静止の輪》の制せい御ぎよができなかった幼き日にその力を暴走させ……虚無の狭間に両親を吞みこまれたとき以来、初めて使う力です」

「──！」

　ルーナエの告白に、ジャスティンは息を吞んだ。そんな過去があっては、同じ力をふるうだけで恐きよう怖ふが呼び覚まされてしまう。案の定、ルーナエは真っ青な顔を上げて囁く。

「万が一──あなたを失いでもしたら、僕はどこの世界にも存在していられません」

　苦痛のにじむ声がジャスティンの心を震わせる。

　レクスは一体どうするつもりなのだろう？　他に方法はないのだろうか？

　はたして、レクスは魔界の力がにじむ真っ赤な視線をルーナエの上へ落とした。

　レクスはあまりにも完かん璧ぺきに美しい横顔をさらしたまま、無造作に言う。

「お前はもはや幼子ではない。そして、《魔界の王フエロノス・レクス》たるわたしの部下だ」

　できるな、とレクスが言外に言ったのが聞こえた気がした。

　ジャスティンにすら聞こえたのだから、ルーナエにはもっとはっきり聞こえただろう。

　ルーナエははっとしてレクスの赤い瞳を見つめた。レクスはただ立っている。立ち尽つくしたまま、ルーナエのすがるような視線を淡たん々たんと受け止める。

　そしてほんの少し目を細めて囁いた。

「……万が一、わたしが虚無の狭間に吞まれて消えるようなことがあれば、そのときはお前も死ね。許す」

　すんなりと綺き麗れいで、てらいのない台詞だった。

　ルーナエの紺こん色いろの瞳は深海の水のようにゆらりと揺らぎ、すぐに淡あわい光を宿す。

　情熱に濡ぬれながらも、硬こう質しつな誇ほこりの宿った光だ。

　ルーナエは静かにサーベルの刃はを引き寄せ、薄うすい唇くちびるをつける。

「──ありがたき、お言葉」

　ルーナエが目を閉じた瞬しゆん間かん、彼の持つサーベルの刃は鋭するどい銀色の光を発した。光はあっという間にルーナエの全身を包む。あまりに強い光がルーナエの姿を消し飛ばし、さらに大きく広がっていく。まるで巨きよ大だいな鳥が羽を広げるように。

　いいや、違ちがう。本当に羽を広げたのだ！

　銀の光は巨大な羽を広げ、一度だけ羽ばたいた。その羽ばたきで生まれた風は熱に侵おかされた世界に吹ふき渡わたり、海面に燃えさかる炎ほのおを次々に消し飛ばす。

　ネレウス号に群がっていた悪魔たちも何事かとこちらを向いた。

　悪魔たちの視界に映るのは、神こう々ごうしい羽を持つ者の姿だ。崩くずれかけた幽ゆう霊れい船せんの端はしに鋭いかぎ爪づめを食いこませ、青みがかった銀の羽を大きく広げた巨大な鳥。

　巨大な鴉からすというには全体が流線型にすぎ、鷲わしや鷹たかに似た鋭い紺色の瞳を持っている。

　異界より現れた猛もう禽きんは羽ばたくたびにきらめく銀色の粉を散らし、すべてを凍こおりつかせる視線で辺りをねめつけた。

（あれが、本当のルーナエなんだ。──きれい）

　恐おそろしがるよりも、驚おどろくよりも、何より先にジャスティンは彼を綺麗だと思った。

　まるで異国の神様か、精せい霊れいみたいな、強大で清せい冽れつな姿。

　巨大な猛禽と化したルーナエは、一度全身を縮めて身を震わせる。

　レクスが巨大な真しん紅くの大剣を構えて告げた。

「ジャスティン、十四行詩ソネツトの九から十行目を読め！」

「は、はい！──本の持ち手である智ち者しやはお前に命ずる、智者の敵はお前の敵、撃げき滅めつせよ、死こそ智者の敵に与あたえられるべき唯ゆい一いつの宝……！」

　ジャスティンが赤い魔ま法ほう書を開いて十四行詩を読み上げると、レクスの大剣は鈍にぶい光を放ち始める。刀身には《追放者》との魔法文字が浮かび上がり、剣の発する力でレクスの長い髪かみがゆらめいた。

「聞こえるか、キュリオス！　血のまどろみに漂ただよう者よ。貴様の望みは永遠の飢うえをわたしの血で満たすこと。ならば捧ささげてやろう、我が足下にひざまずくがいい！　この身の血など惜おしくはない。だがそのために余計な策を弄ろうし、己おのれをひとの言う神になぞらえるならば、貴様が得るのはただ苦い灰のみと知れ！　来い、かつて神と呼ばれし、暴ぼう虐ぎやくを引き裂さく我が力！」

　朗々たる声が辺りに響き渡り、まるで美しい音楽を聴きいたかのように無数の視線がレクスに集まる。陶とう酔すい漂ただよう大気の中で、ルーナエが大きく翼つばさを広げた。

「出いでよ、我が槍やり──我を《時の殺害者》としたもの、世界が望まず産み落とした嬰えい児じ、世界を回す運命の輪の邪じや悪あくなる片割れよ！　我が名は《廃滅のウイアード・王子ネバーモア》ルーナエ。《魔界の王フエロノス・レクス》の臣下にしてその翼、我が主あるじの前に立ちふさがるものは、世界であろうと時であろうと斬り裂くのみ！《静止の輪》よ、在れ！」

　大気を裂いて美しい声が呼ばわり、ルーナエの眼前には巨大な青白い光の輪が出現する。よく目をこらして見れば、輪には魔法文字で一いつ篇ぺんの詩が記されているようだった。

　ジャスティンが輪の詩を読み解くより先に、輪は高速で回り始める。高い音が鳴り響き、肌はだがひりついた。わずかな目眩めまいを感じて、ジャスティンは何度か瞬またたく。

　おかしい。視界の端が変だ。歪んでいる。

　真ん中あたりは通常の視界だが、端にいくほど像が不自然にねじれ、あげくに空間全体がぶるぶると震ふるえだした。

（何、これ、気持ち悪い……！）

　揺ゆれる視界に吐はき気を覚え、ジャスティンは目を閉じようとした。

　その直前、世界にひびが入る。

（え？　なんなの？　私の目がおかしくなったの？）

　ジャスティンは懸けん命めいに目を細めるが、見えるものは変わらない。

　今度は硝子ガラスに拳こぶしでも叩きつけたかのように、視界にひびが入ってしまっているのだ。

　縦じゆう横おう無む尽じんに走ったひびが世界を切り分けて、そのすべての欠片かけらに少しずつ違ちがった光景が映し出されているのがわかる。ジャスティンの真っ正面の欠片には完全に無事なネレウス号が映っているのに、隣となりの欠片のネレウス号はすでに炎に包まれている。さらに隣の欠片のネレウス号は、そもそも幽霊船の追つい突とつで真っ二つになっている。

（まるで、ありとあらゆる可能性が、絵になって凍りついてるみたいな……）

　どこを見ても割れて砕くだけた世界の中で、レクスが勢いよく真紅の大剣を振ふり下ろした。

　りぃぃん、と鈴すずを鳴らすような音がする。

　そして剣が触ふれたところから千々に割れた世界はますます細かな欠片と化し、ついには黒い塵ちりになってほろほろと崩れた。

　何かが割れるような高い音が立ったかと思うと、音はどこまでも連続して耳に心地ここちよい音楽のように響いていく。

（すごい、なんて綺麗……！）

　ほろほろと崩れていく世界を、ジャスティンは思わずうっとりと視線で追っていた。

　しかし最後にレクスの剣先が海面に触れると、途と端たんに轟ごう音おんと熱風が世界に返ってくる。

　視界が真っ赤に染まり、身体からだが吹き飛ばされそうな風を感じる。

「嬢じようさん！」

　エルデンが叫さけんでジャスティンを伏ふせさせ、自分がその上にかぶさって全身でかばう。

　ジャスティンは反射的に目を閉じたが、それでも強すぎる光で眼めがちかちかした。

　この世の終わりかとも思える音と熱はしばらくの間続き、ジャスティンは息が継つげずに小さくあえぐ。酸欠で目の前が白くなりかけたとき、やっと少しだけ風の温度が下がった。

　懸命に息を吸いこむと、吹きすさぶ風が潮の香かおりを含ふくんでいるのがわかる。

　焦こげ臭くささは徐じよ々じよに薄れ、温度もゆるやかに下がっていった。

　そうしてどれだけの時が経たっただろう？

　ぎ、ぎぎぎぎ……と音を立てて幽霊船がかしぎ、エルデンが少し腕うでを緩ゆるめて身体を起こす。

「──は……すげ。こんなん、魔ま界かいでも見たことねぇや」

　半分惚ほうけたような声を出し、エルデンが辺りを見み渡わたす。

　ジャスティンもつられてゆっくりと身体を起こした。

　一番に視界に入ってきたのは真っ青な空だ。

　どこまでも続く青い空には白い雲が浮うかび、海面は深みのある濃のう紺こんで塗ぬりつぶされている。

　──もはや炎や幽ゆう鬼きの影かげなど欠片も見あたらなかった。

（まるで、全部夢だったみたい。レクス、本当に……空間を斬きっちゃった、のかな。……そういえば、ルーナエは？）

　銀色の猛禽を捜さがして辺りを眺ながめると、たたずむレクスの後ろ姿が視界に映った。

　レクスの腕の中には、すっかり気を失ってぐったりした様子のルーナエの姿がある。

　ちなみに、もういつもの人間の姿だ。

（なんだか、本物の親子みたい。ひどいことばっかり言ってるみたいだけど、いざとなったらちゃんと守ってあげるんだ、レクスも）

　ちょっと温かい気分になって見守っているところへ、横から調子外れの笑い声があがった。

「は……はは、はははは！　ばかばかしい、なんだ、これは！　どんな茶番だ……どうせ、すべて、幻げん影えいだ……」

　震えるてのひらで自分の顔の左半分を覆おおい、笑ったりつぶやいたりを繰くり返しているのはロートンだ。壁かべをなくした幽霊船の床ゆかに座りこんだまま、もうろうと青空を見上げている。

　ジャスティンが険しい顔で口を開く前に、腕にルーナエを抱だいたレクスが振り向く。

　レクスはいつもの静かな赤に戻もどった目でロートンを見下ろし、感情のない声で言った。

「そう思いたいならそう思っているがいい。狂くるったふりをしているほうが、お前を裁く人間を困らせることはできるだろう」

「ふ、ふ、はははは！　裁くだと？　わたしを官憲に突つき出すと？　まさか、それで勝ったつもりか？　ばかな！　わたしを裁くことなどできないと言っただろう！　は、は、は……大丈夫、わたしがいなくとも、革命はなされるさ。わたしなど、ただの部品にすぎないのだからね。そして《秘密の首領》の復活ももうすぐだ！　彼が蘇よみがえれば、世界は変わる！」

　不ふ吉きつな言葉をまき散らすロートンを見つめ、ジャスティンは強く言う。

「世界が変わるのは当たり前だと思います。ただ、あなたの望むとおりに変わるとは限らない。ロートン卿きよう、罪は償つぐなっていただきます」

　するとロートンはふと瞳ひとみに正気の色を取り戻し、ジャスティンを見つめた。

　そして侮ぶ蔑べつと同情を同じだけ混ぜて、静かに告げた。

「ジャスティン。──この世界はきみが思うより複雑で、理り不ふ尽じんだ。きみもすぐにそのことに気づく。わたしはきみが嫌きらいじゃないんだ。本当だよ。だからきみの幸運を祈いのっている。……運さえよければ、きっともう少しだけは生きていけるだろう。いささか、美しくないものを見るはめにはなるだろうが」

　ジャスティンは小さく息を吞のんで震える。そうだ、たとえこの空間の歪ゆがみは消えようとも、ロートンに言われたことは消えない。

　これからもジャスティンの魔法書を狙ねらう者たちは絶えず、ジャスティンと父の窮きゆう地ちも続くだろう。一体どこまで続くのかもわからない戦いの日々を思えば、目の前が絶望で薄うす暗ぐらくなる。

　ジャスティンが言葉を失して唇くちびるを震わせているとき、不意ににぎやかな声が耳に届いてきた。ジャスティンははっとして顔をあげ、声のしてくるほうを見やる。

　そしてしばらく間をおいてから、あらためてロートンと向かい合った。

「……ご忠告ありがとうございます、ロートン卿。あと何十年であろうと、たとえ明日までであろうと──私は、私の人生を生きていくことにします。……私の誇ほこりに恥はじぬよう」

　ジャスティンの顔を眺め、ロートンは不快そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　レクスは穏おだやかに瞬いてジャスティンを見つめ、エルデンは少しこそばゆそうに笑った。

　ルーナエはレクスの腕の中で安心しきった顔で眠ねむり、そして、ネレウス号の甲かん板ぱんでは、シェルズバーン・カレッジの生徒たちが零こぼれるような笑え顔がおで、ジャスティンたちに向けて大きく手を振っていた。
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「ベックフォード様。オールブライト退たい魔ま官より、報告書です」

　スタークレスト城の豪ごう奢しやな牢ろう屋やで、金きん髪ぱつの小こ姓しようが銀ぎん盆ぼんに載のせた眼鏡めがねと封ふう書しよを差し出す。

　天てん蓋がいつきの寝しん台だいに横たわっていた退魔庁長官ベネットは、ごろりと転がって眼鏡を取った。

「もう報告書？　あいかわらずユリアンは仕事熱心だねえ。どれどれ」

　寝台に半身を起こし、ベネットは封書を開いて眺めた。

　すかさず小姓が差し出した燭しよく台だいの明かりが、ゆらりと封書の表面をなでる。

「ああ、うん、なるほど。すばらしい！　ちゃんと捕つかまったんだねえ、ロートン卿。ご本人はすぐに釈しやく放ほうされる気でいるかもしれないけど、僕らのことをそんなに舐なめてもらっちゃ困る。革命を企たくらんでいた奴やつらなんてとうに調べあげてあるんだ。やっとロートン卿自ら色々話してくれたわけだし、あとは証しよう拠こでもねつ造して一いち網もう打だ尽じんにさせてもらおう。で、ご本人にもありとあらゆる手を使ってさらに色々吐いてもらわないとねえ。それにしたってあっという間に大きい魚がかかったなぁ。ジャスティンは餌えさとしてはまったくすばらしい子だね」

　ベネットは学者風の容よう貌ぼうでにこにこと笑い、報告書と眼鏡を盆の上に戻す。

　そしてそのままもう一度寝台に身体を横たえた。

　小姓は一礼して後ろへ下がりかけるが、寝台の中のベネットの声が彼を押しとどめる。

「待って、アロワ。ついでだから、僕の話をもうちょっと聞いていってよ。僕が安心して話せるのは、心も魂たましいもないきみだけなんだから」

「はい、ベックフォード様」

　小姓は無表情のままたたずみ、ベネットの言葉を待つ。

　ベネットは天蓋を見上げながら眼を細めて続けた。

「……あのねえ、僕には敵が多いんだ。言ってみれば全世界が敵かもしれない。とにかく、女王陛下に手を出そうとする者、彼女の領地に手を出そうとする者がすべて敵だ。なんでだかわかるかな？」

「いいえ。わたしはただの器うつわです」

　淡たん々たんと答える小姓に視線をやって笑い、ベネットは目を閉じた。

「きみは嘘うそを吐つかないから好きだよ。いいや、吐く必要がないのかな。倫りん理り観かんとか、魂とか、きみにはちっとも根づかないもんね。生まれつき呪のろわれてる。僕と同じだ。──でも陛下は違ちがう。あの方には魂がある、まぶしいほどに輝かがやける魂が」

　女王のことを語るとき、ベネットの顔は少しだけ引き締しまる。

　ベネットにとって、女王はすべてであった。ベネットは神を信じないが、もし神が存在するのなら女王のような存在なのだろうと思う。彼女はとてつもなく美しく、ロマンチストで、愚おろかで、誇り高い。初めて会った時から、ベネットは彼女に魅み入いられた。

　少しばかり賢かしこく生まれたせいで、周り中がばかに見えていたベネットの少年時代。

　あのころはこの世界に生きる意味などないと思っていた。世界は灰色で、ばかに向かってにっこり笑い続け、賢い、賢いと頭を撫なでられるのにほとほと疲つかれ果てていた。

　あんまりに疲れすぎたから、このままでは自分はいつかおかしくなって、目の前の人間すべてを殺し始めてしまうんじゃないかと思った。

　そんなとき、ベネットは彼女に引き合わされたのだ。愛らしいドレスを着た、人形みたいな金髪の女の子。しかし、その目は刃は物もののようにすっとベネットの心に切りこんできた。

　まっこうから見つめられるだけでどきどきして、なぜか彼女がいるところにだけ色がついた。

　彼女は鈴すずを鳴らすような声でベネットに言ったものだ。

『何をおびえている。私はお前をぶったり、殺したりなんかしないぞ』

　そんな、まさか。僕はあなたにおびえてなんかいません。ベネットは懸けん命めいに言った。

　彼女は少し目を細めて答える。

『いいや、おびえている。おびえながら、私をばかにしている。母上の飼っている、懐なつかない小型犬のようだぞ、お前』

　なんてことだ、このひとは不思議な魔ま法ほうを使う。何も言わなくても、大人がまったく理解しなかったベネットの心の中を言い当ててしまった。

　感心しながらも、ベネットはまだひねくれた調子で言い返す。

　……よくおわかりですね。実はそのとおりです。僕を理解したあなたには、僕を蔑さげすむ権利がある。蔑んでください。僕には誇りも魂もない、あるのは苛いら立だちと怯おびえだけなんです。

　すると彼女は綺き麗れいな顔を大きくしかめ、ベネットを鋭するどく𠮟しつ責せきした。

『このばか！　本心から望んでもいないことを軽々しく口にするな。いじけるくらいなら、私の役に立て。百年に一度といわれる天才なんだろう？　ならばそれでいいではないか。魂がなんだ。そんなもの、いつかお前の智ちで創つくり上げてしまえ！』

　──雷かみなりに打たれたような気がした。

　そのときにベネットは直感したのだ。このひとは自分の主なのだと。

　彼女の言うことは間ま違ちがっていた。いくらベネットでも、魂や良心を創り出すことはできなかった。でも、こんなことを言う彼女には確実に魂がある。誇りがある。愛がある。

　彼女を守ろう、と思った。他ほかのものはどうでもいい。でも、彼女だけは守ろう。

　彼女には守るだけの価値がある。

　その気持ちは今もまったく揺ゆらいではいない。ベネットのやり方は間違っている、という人間もいる。しかしベネットは笑って言う。

　だからなんだ？

　間違っていようがなんだろうが、ベネットにはこんなやり方しかできないのだ。

　女王の美しい姿を目ま蓋ぶたの裏に思い描えがきながら、ベネットは静かに言う。

「陛下と陛下の王国を守るためなら、僕はありとあらゆるものを利用する。何人死のうが知ったことか。これでエルズバラ冒ぼう険けん者クラブも解体されたも同然だよ。シェルズバーン伯はく爵しやくはロートン卿よりもう少し賢いし、自分では上手うまく立ち回ってるつもりだろうけど、結局彼の娘むすめは僕の役に立ってくれてるしね？　僕は誰だれにも負けやしないよ」

　シェルズバーン伯爵の娘、ジャスティン。彼女は少しだけ変わっていて、いつも少しだけベネットの予測を超こえたことをやってのける。いつもきちんと生き残る。

　でもそれはベネットにとって、長持ちする駒こまだという以上の意味を持たなかった。

（ああいう駒は、そもそもあんまり長々使うものじゃないんだよね。扱あつかいづらくなりすぎるし。もう潮時なのかもしれない）

　ごく自然に考えながら、ベネットはつぶやいた。

「もうすぐだ。もうすぐ準備が整う。アヴァロン計画さえ発動すれば、全世界は女王陛下のものだ。僕は世界を陛下に捧ささげる。滅ほろびに魅入られた悪あく魔まどもはとっとと思い知るといいんだ。──この世界で一番の強者は、悪魔なんかじゃないんだよ」
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「ああ……帰ってきたー。やっぱり我が家が一番！」

『合同研修』からどうにか無事に帰ってきたジャスティンは、シェルズバーン・カレッジの校長室に入るなり帽ぼう子しを放ほうりだして声をあげた。

　魔の海域を脱だつしてどうにか港に着いたあとも、事後処理や何かで生徒たちよりは数日帰るのが遅おそくなってしまったのだ。いいかげん疲ひ労ろう困こん憊ぱいである。

　ついてきた悪魔たちも、それぞれどことなく嬉うれしそうにいつもの定位置に戻もどる。

　エルデンは思いきりのびをしてから、ジャスティンの頭を撫でた。

「無事に反乱計画とやらの首しゆ謀ぼう者もとっつかまえたし、とりあえず上々なんじゃねーの？」

「誰も犠ぎ牲せいが出なかったのはよかったよね。ほんとにほっとしたよ」

「しかし、今回の旅行の本来の目的は、この学校の存続如何いかんという話ではなかったか」

　さっそく長椅子いすに転がったレクスがゆるやかに言う。

　ジャスティンはぐっとつまり、軽く天てん井じようを仰あおいだ。

「そっ、それはまあ、確かに……」

（試験の結果にもそもそも不安満まん載さいだったのに、あんなことになっちゃったからなあ。ひょっとしなくても、もう駄だ目めかも。──いやいや、そこをなんとかするのが私の仕事だし！）

　ジャスティンが懸命に自分を元気づけていると、優美に足を組んで椅子いすに座ったルーナエが鼻を鳴らした。

「こんな学校がなくなろうと続こうと、たいしたことではないでしょう。まあ、もっともお前がお願いするなら、校長会とやらへの工作くらいやってやらないこともありませんが」

「いやいや、さすがにそれは……って、ルーナエ？」

　今のは、ルーナエが自分から協力を申し出てくれたのだろうか？

　レクスがらみのことでもないのに？

　ジャスティンがびっくりしてルーナエを見ると、彼は顔をしかめて肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをつく。

「何を間ま抜ぬけな顔をしているんですか。元の顔は人間にしては悪くないのだから、もっと姿勢正しく楚そ々そとしていなさい」

（しかも顔まで褒ほめてくれてる!?　一体何があったんだろ）

　ルーナエの態度の変化に戸と惑まどいながらも、ジャスティンは言われたとおりに背を正して言った。

「……このことについてはなるべく魔法の力は借りないって決めたんだ、私。結局は、私と生徒さんたちの問題だからね。一回魔法でどうにかしても、後々困るのは私たちだし。でも、そう言ってくれてすっごく嬉しい。ありがとうね、ルーナエ」

　まっこうからお礼を言って心から微笑ほほえむと、ルーナエはなぜか妙みような顔で固まった。

　あげくに大きく視線をそらし、懸命に主張する。

「お前は何かを勘かん違ちがいしていますね。念のため言っておきますが、僕はお前への好意からこんなことを申し出ているわけではありませんからね!?　ただの……そう、ただの気まぐれです。それに、魔法など使わなくとも、僕の美び貌ぼうと頭脳さえあれば人間などいちころですから！」

「……ルーナエ、言い方はあれだけど優やさしいなあ。なんだかその気持ちだけでじーんときた」

「っ、ばかな！　優しいだなんて、そんなのは悪魔に対する侮ぶ辱じよくです！　謝罪しなさい！」

　ますます真っ赤になって言われ、ジャスティンは慌あわてて言い直した。

「ええっ、そうなの!?　ごめん。ルーナエは悪魔らしくて、綺麗で強くてかっこいいよ」

「うん、それでよろしい」

　ルーナエは満足げに言い、たたずんでいたエルデンは頭の後ろで指を組み合わせて言う。

「あーあ、ルーナエ坊ぼつちゃんってばすっかり嬢じようさんに手なずけられちゃって。俺はなんだか寂さびしいよー。息子むすこが恋こい人びとを紹しよう介かいしてきたときのよーな気分。まあ俺、土から生まれた《槍アルマ》だから、悪魔相手でも人間相手でも子供とかできねーけど？」

「誰が息子ですか、エルデン！　お前は僕がさんざん教えこまねば何もできなかったのをもう忘れたんですか？　ジャスティンは僕の大切なレクス様にあれだけ本気を出させるのだから、きっと何か人間にしては素す晴ばらしいものがあるのでしょう。僕には今ひとつ実感がわきませんが、だからといって認めてやらないわけではありません。僕は度量が広いんです」

「あ……なるほど。そういうことで認めてもらったわけなのね」

　妙に納なつ得とくしてジャスティンは遠い目になり、レクスはエルデンとルーナエを見てどこか眠ねむたげにつぶやく。

「それにしてもお前たち、わたしが魔ま界かいを留守にしているうちに随ずい分ぶん仲良くなったものだな。よほど暇ひまだったとみえる」

「そういえば、ふたりともあんまり趣しゆ味みとかなさそうだもんねえ。ついでに人間界で何か覚えて行ったら？　えーっと、料理はレクスがやってるから、刺し繍しゆうとか造園とか」

　ジャスティンの思いつきの提案にエルデンとルーナエがくってかかろうとしたそのときに、校長室の扉とびらがノックされた。

「お帰り早々で申し訳ありませんが、お客様がいらしております」

　疲つかれ果てた秘書の声に、ジャスティンは慌てて扉に駆かけ寄る。

「ありがと、元気にしてた？　ちゃんと胃薬吞んだ？　お客って誰？」

　秘書は薄うすく開いた扉の隙すき間まから名めい刺しを載のせた盆ぼんだけを室内に差し出し、力なく言った。

「校長会のナサニエル・ウィンストン卿きようです……あの……合同研修についての結果を告げにいらしたそうで。……生徒を集めるように、おっしゃっていますが……どうされますか？」

　ジャスティンの顔は大いにひきつる。

　……もちろん、逃にげるわけにはいかない。
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「これで全員かね」

「はい、そうなります」

　教室棟とうに囲まれた中庭に急きゆう遽きよ生徒たちを並べ、ジャスティンと秘書は青い顔で突つっ立っている。ウィンストンは相変わらずおそろしくまっすぐに背を伸のばし、紳しん士しの正装でもって演説台にあがった。

「──シェルズバーン・カレッジの諸君。今日わたしがここに来たのは、先だってきみたちの仲間が参加した合同研修の結果を知らせるためだ。きみたち全員に知らされていたかどうかはわからんが、この結果如何により、我々校長会はシェルズバーン・カレッジを会から除名する用意がある」

　朗々と響ひびくウィンストンの声に、生徒たちの間からはあからさまにざわめきが生まれる。

（ああ……ざわざわしちゃって行ぎよう儀ぎ悪い。でも、気持ちはわかるわ。急な話すぎるもんね）

　途と方ほうに暮れるジャスティンには目もくれず、ウィンストンはこめかみに軽く血管を浮うかび上がらせて続ける。

「静せい粛しゆくにしたまえ！　紳士たるもの、常に冷静であらねばならん。そもそもきみたちシェルズバーン・カレッジの成績不ふ振しんは顕けん著ちよであった。そのうえ学校の周りには奇き妙みような事故や事件が多すぎる。今回の合同研修でも、何やら様々な事件があったとの報告を受けた。わたしはこの学校が、ノースランドの恥はじとなるのではないかと憂ゆう慮りよしたのだ！」

（そうだね、事件も色々あったよね。はっきり言ってありすぎるくらいあった。しかも全部私たちのせい、っていう。今回だってユリアンがみんなの記き憶おくをすり替かえて、海かい賊ぞくにあったけどどうにか撃げき退たいしましたって話になってるはずなんだけど……それにしたってすごい話だし）

　肩かたを落としながらジャスティンは考えた。いっそ完全に記憶を消してしまえば楽だったのかもしれないが、あまりにも極きよく端たんな記憶操作は後々問題が起こることが多いのだという。事件のすり替えくらいが現実的で、安全な範はん囲いだったのだ。

（……うん、今考えても、できるだけのことはやった。あとは、覚かく悟ごするだけだ）

　ひとつひとつを思い出し、ジャスティンはどうにか覚悟を決める。大きな心臓の音を聞きつつウィンストンの言うことに耳を傾かたむけているうちに、ジャスティンはふと生徒たちが静かになっているのに気づいた。

　最初の衝しよう撃げきから覚めやり、誰だれもが真しん剣けんな面おも持もちでウィンストンを見つめている。

　ちょっと柄がら悪くにらんでいる生徒もいたが、真剣なことには違ちがいがない。

　恥、とまで言われて、反発する気持ちが生まれているのだ。

　それはかすかな誇ほこりの気配だった。

　ウィンストンは生徒の視線などではさっぱりひるまず、胸を張って続ける。

「紳士とは、真に気高い人間のことである。つまりはいざというときに仲間を守り、陛下にお仕えすることができる騎き士しが紳士なのだ。そしてこの国の私立学校は、紳士のための学舎である。──今回の合同研修中、そのもっとも大事な一点において、シェルズバーン・カレッジの生徒たちは正しい判断力と行動力を持っているとの報告があったことは認めざるを得まい。参加者は前へ出たまえ！」

「……え？」

　ジャスティンは思わず耳を疑い、壇だん上じようのウィンストンを見上げた。

　生徒たちもまたざわめき始めるが、すぐに研修に参加した生徒たちと、いつの間にやら生徒たちの間にまぎれこんだレクスたちが前に出る。

　ウィンストンは生徒たちの数を数え、片かた眉まゆを上げた。

「ひとり足りんな。欠席か？」

（あれれ？　メルヴィンがいない。どこへ行ったんだろ）

　ジャスティンが戸惑っているうちに、ウィンストンは壇上に置かせた台からビロード張りのケースを取り上げ、中から金色のメダルを取り出す。

　生徒たちの中からフランシスが前に進み出て、礼れい儀ぎ正しく会え釈しやくする。

　ウィンストンは重々しくうなずいた。

「よくやった。きみたちの健けん闘とうを称たたえるメダルだ」

「ありがとうございます。これで、僕たちの学校はつぶされずにすむんですね？」

　メダルを首にかけてもらったフランシスは、輝かがやくような笑え顔がおでとんでもないことを言う。

　ウィンストンは一いつ瞬しゆんぎょっとした様子だったが、すぐに取り繕つくろって空を見やった。

「まあ、そういうことになる。この学校の校長の理想は、ただの理想に終わっていないということを見せつけられたからな」

（今の……私のこと？　私のことも、認めてくれたの？）

　どきりとしてジャスティンが壇上を見上げる。ちょうどウィンストンもこちらを見たところで、見事に目があってしまった。

　ウィンストンは決まり悪そうに咳せき払ばらいして、ジャスティンにもうひとつのメダルを見せる。

「きみも上がってきたまえ。このメダルは、きみのものだ」

「ありがとうございます、ウィンストン卿！」

　ぱっと目の前が明るくなった気がした。ひどく嬉うれしくて、お礼以外の言葉は出てこない。

　ジャスティンが足取りも軽く壇上にのぼると、ウィンストンは声を小さくして囁ささやいた。

「きみを、シェルズバーン・カレッジの校長代理として認めよう。……正式に校長として認めると言えないのは了りよう承しようしてくれたまえよ」

「そんな……！　本当ですか？」

　思いもよらない譲じよう歩ほに、ジャスティンの目はほとんどまん丸になる。

　ウィンストンはメダルをジャスティンの首にかけると、いかめしい顔でうなずいた。

「わたしは嘘うそは吐つかん。認めるものは認める。しかしきみが若いことも確かだ。きみもいずれは歳としを取ることもあるだろうが、老人たる我々が助言するべき場面は多かろう。以前わたしが感情的になりすぎたことを、きみがもしゆるしてくれるならば……わたしを少し骨こつ董とう品ひんじみた友人と思って、これからも助言をさせてはくれんかね」

　ジャスティンはまじまじとウィンストンの顔を見上げた。

　彼の顔は一いつ生しよう懸けん命めいいかめしい表情を作っているけれど、目は穏おだやかに微笑ほほえんでいる。

　いかにも誇り高く、頑がん固こで、怒おこりっぽいけれど、懐ふところに入ったものにはとことん愛を注ぐノースランドの人間の目だ。

（大だい丈じよう夫ぶ、だ。……このひとなら、きっと大丈夫）

　直感して、ジャスティンは大きく笑えみ崩くずれた。

「ありがとうございます！　ウィンストン卿！　あの、失礼します！」

「うん？」

　ウィンストンが何事かと思って腰こしをかがめたところを狙ねらい、首にぎゅっとしがみつく。

　途と端たんに生徒たちの間から、悲鳴に似たうめきがあがった。

　ジャスティンは気にせず大きく声をあげる。

「大好きです、ありがとう！」

「きみは！　大人のように喋しやべるかと思えば、その歳でまったく子供のように……！」

　ウィンストンが苦々しく言い、しかし軽くジャスティンの背を叩たたいてくれる。

　その大きな手が優やさしくて、ジャスティンは少しだけ涙なみだぐんだ。

　様子を見ていたフランシスが、悪戯いたずらっぽい笑みで生徒たちを振ふり向いて叫さけぶ。

「名門学校がなんだ！　今回は完全に、僕らの勝利だ。シェルズバーンよ、永遠なれ！」

　一気に辺りの雰ふん囲い気きが浮き立ち、わあっと歓かん声せいが上がる。

「永遠なれ！」

「やったぜ、かび臭くさい名門校になんか負けるもんか！」

　生徒たちの間から沸わき上がる声に、ウィンストンは苦笑いでため息を吐いた。

「まったく……きみの学校の生徒は自然にすぎる。もう、細かい成績を発表する必要はなさそうだな。──成績表は、きみに渡わたしておこう」

「ありがとうございます。って……これ……？」

　成績表をじっくり眺ながめているうちに、ジャスティンの顔は驚おどろきに染まっていく。

　そしてあらためて辺りを見み渡わたし、ジャスティンはフランシスの袖そでをつかんだ。

「フランシス！　メルヴィン……メルヴィンの居場所、知らない？」
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「メルヴィン！」

「ああ──ジャスティン」

　メルヴィンが振り返ったのは、学校から出る跳はね橋のところだった。つい先日旅行から帰ったばかりだというのに、メルヴィンはまた旅りよ行こう鞄かばんを手にしている。

「どうしたの、その格好？　捜さがした、んだ、よ、家に、でも──」

「まずは呼吸を整えてから話せよ。帰ったばかりで疲つかれてるんだろう？」

　メルヴィンは苦く笑しようして言い、ジャスティンが落ち着くまで辛しん抱ぼう強づよく待ってくれる。

　ジャスティンはどうにか一息吐いて、真剣な顔でメルヴィンを見上げた。

「どうしたの、学校中捜して、他ほかの生徒さんたちがここだって言うから飛んできたんだよ。家にでも帰っちゃうの？」

「帰っちゃうの、っていうか……きみ、一応校長業をやってるのに気づかなかったのか？　俺は統一試験は受けないで、外国に留学するんだ」

「え？　えええ？　外国って、どこ？　近く？　遠く？」

　メルヴィンが最上級生で、もう卒業することは知っていた。それでもどうせ国内の大学に進学するのだろうと思っていたのだ。慌あわてるジャスティンに、メルヴィンは笑って言う。

「内ない緒しよだ。向こうに着いたら教えてやる。母校がなくなっちゃうのは悲しいけどな。……『合同研修』の結果、やっぱり駄だ目めだったんだろ？」

　肝かん心じんな話に、ジャスティンははっとして首を横に振った。

「ううん、大丈夫だったの。緊きん急きゆう時のメルヴィンたちの働きが認められて、廃はい校こうはなしだって。それに、元々の成績も、トップと数点の差で二位だったんだよ！　ほら、これ、成績表！」

「え、本当か!?　ああ……これは無む理り矢や理り勉強したかいがあったな」

　慌ててジャスティンから渡された成績表を眺め、メルヴィンは淡あわく微笑む。

　ジャスティンはまだ感動さめやらずに、興奮気味に訊きく。

「やっぱりみんな、自分たちでも特訓とかしてくれてたの？」

「当たり前だろ？　ここはここで結構居い心地ごこちいいし、なくなるかもしれないってなったら、みんなかなり真しん剣けんだったよ。それにしたって、俺も捨てたもんじゃないな、うん。あんな自尊心ばっかり高いぼっちゃんたちには、滅めつ多たなことじゃ負けないってことだ。ざまあみろ」

　誇ほこらしげに言うメルヴィンを見ているとジャスティンも嬉しくて、自然に頬ほおがゆるんだ。

　と、急に旅に出る前にメルヴィンとした約束が思い出されて、ジャスティンは凍こおりつく。

（そ、そう言えば……研修がうまくいったら、私、メルヴィンとつきあうって……）

　メルヴィンもちょうど同じことを思い出していたらしい。真剣な、しかしどこか頼たよりない表情で固まったジャスティンを見下ろし、ちょっと笑って訊く。

「で、どうする？　俺たち、つきあってみる？」

　さらりと言われてしまうと、ますますなんと言っていいのかわからなくなった。

（ど、どどどどうしよう。約束では、うちの学校が一位になったらつきあう、ってことだったけど、二位でもみんな頑がん張ばってくれたのは確かだし、廃校はなしになったし──でも、そんなご褒ほう美びみたいなことでつきあうっていうのも、変、だよね？）

　考えているうちに頬が紅潮してきてしまい、あまりの恥はずかしさにジャスティンは下を向く。懸けん命めいに手の甲こうを自分の頬に当てて冷まそうとしながら、ふと、船上の夜を思い出した。

　──わたしのことは嫌きらいか？

　──必ず口づけを嫌いやがるだろう

　そう訊いたレクスに、ジャスティンは『キスは本当にお互たがい好き合ってるひと同士でしないと駄目なものだから』と答えた。あれは本当の気持ちだ。無理矢理なんて大嫌いだ。

　同時にあの夜のどきどきと、額に降った優しいキスのこともじんわりと思い出す。

　すると自然に顔が上がって、ジャスティンはメルヴィンと視線を合わせていた。

（好きじゃないのに、義務感だけでつきあったらかえって失礼だ。私はメルヴィンのこと、好きかな。──キスされてもいいくらい）

　じっと見あげたメルヴィンの表情は、真剣さとわずかな不安が入り混じっている。

　自分を好いてくれているからだと思う。その気持ちはとても嬉しい。

　──でも、それだけかもしれなかった。

（……痛い）

　鋭するどい痛みを感じ、ジャスティンはわずかに顔をしかめる。

　なんだか酷ひどい話のような気がする。こんなに好いてもらっているのに、自分の気持ちはいつまでも戸と惑まどっているだけ。そこからは一歩も出ることができていない。

（メルヴィンはすごく頑張ってくれたのに、必死になってくれたのに。私、感謝してるのに）

　痛みがどんどん鋭さを増していく。

　目の前の真剣なひとを、好きか、そうじゃないかなんて決めたくない。周りのみんなのことが大好きでいたいし、誰だれひとり裏切りたくない。

　でもこのことだけには、優等生でいるわけにはいかないのかもしれない。

　ジャスティンが互いに思いを明かして、互いに心を開いて、すべてを投げ出して唇くちびるをあわせたい相手は──きっと、メルヴィンではないのだ。

　ジャスティンは懸命に、どうにか小さな声を絞しぼり出した。

「……ごめん。私……」

　その先を言おうと努力するものの、どうしても肝心な言葉が出てこなかった。

　メルヴィンのほうはもう充じゆう分ぶん事情がわかったようで、わずかに顔をしかめてから無理矢理に苦笑した。そのうえ、慰なぐさめるように軽く肩かたまで叩いてくれる。

「ん、わかってるって。そんな泣きそうな顔するな」

「ほんとにごめん……」

　自分よりメルヴィンのほうがつらいだろうに、ジャスティンにできるのは消え入りそうな声で囁ささやくことだけだ。せめて笑おうと思っても、そんなことひとつできなくて、ジャスティンはつくづく自分の無力を思い知る。

　メルヴィンは困り顔で頭を掻かいて、シェルズバーン・カレッジを見つめた。

「謝りすぎるのも駄目だ、こっちが情けなくなるから。──まあ、色々不安も不満もあるけど、きみがちゃんと断ってくれたのだけは、収しゆう穫かくだな」

　ため息混じりに言って少し言葉を切り、あとは吹ふっ切るように明るく微笑む。

「じゃあな。今度は友達として手紙書くから、そのときは返事くれよ」

　ぽん、と一度だけまたジャスティンの肩を叩いて、メルヴィンは旅行鞄を手に歩き出す。

　まだ友人だと言ってくれたことが嬉うれしくて、ジャスティンは泣きそうな顔で立ち止まったまま、メルヴィンに手を振ふった。

「……うん、絶対に返事書くよ。本当に、色々ありがとう！　メルヴィン、元気でね！」

「またな！　俺、いつかいい男になって帰ってくるから！　あの、変な奴やつらによろしく！」

　メルヴィンは一度だけ振り返って手を振り、あとは馬車まで全速力で走って行く。

　風が吹いて、ジャスティンの髪かみを翻ほん弄ろうして通り過ぎていった。

　風はそのまま学校の門を出て、どこまでも吹いていく。外の世界は広い。果てしなく広い。

　ジャスティンを残して、少年は学校を後にする。
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（メルヴィン、外国へ行っちゃうとなるとなんだか寂さびしくなるな。でも、生徒さんたちはみんないずれ卒業していくんだもんね）

　メルヴィンを見送った後、とぼとぼと校長室に向かいながらジャスティンは考える。

　学舎に住むというのは、こういうことなのだと思う。

　若いひとときを過ごしては出て行く人々を、自分はとどまって見送るということ。

　いつでも帰ってきてね、と笑い続けるのがジャスティンの仕事なのだろう。

（私は、ずっとここにいるのかな。むしろ、いられるのかな？　そして、レクスたちは──どうなんだろう）

　城の中でも一番古い塔とうの扉とびらを開け、古びた空気の臭においを嗅かいで、ジャスティンはふと不安になる。今回の事件でロートンが明かした事実は重すぎた。一体誰を信用していいものか、ジャスティンには正直よくわからない。世界中の誰もが敵だと思ってもいい状じよう況きようだろう。

　──でも、何も信じないで生きていくわけにはいかない。

（私は、すべてを疑って生きていくのは嫌だ。そんな生き方はできない気がする。誰も信じないくらいなら、信じたいひとを信じて、裏切られたほうがましだ）

　どちらがつらい生き方なのかはわからない。

　だが、どちらが自分にあっている生き方なのかはわかる。

　ジャスティンは古い石段を一歩一歩踏ふみしめながら考える。父親のことを。

　今もどこか遠いところで、孤こ独どくな闘たたかいを強しいられているであろう最愛のひとのことを。

（父様。私は何があっても、父様を信じる。そして、父様が送ってきてくれた魔ま法ほう書も──そこから現れたレクスたちも信じるよ。それにね、レクスたちは確実に他ほかの悪魔たちとは違ちがうもの。とても……強くて、優やさしいんだ。世界を変えるための鍵かぎになってくれるかもしれない）

　ジャスティンは父の笑え顔がおを思い出そうとするが、その顔はどことなくぼやけてしまっている。代わりにふと、レクスの綺き麗れいな顔が浮うかんできた。

（あれ……れれ？　どうしてレクス、なの？）

　ジャスティンは思わず足を止めた。もうすぐ階段はひとつの扉にたどりつく。扉を抜ぬけたら、校長室はすぐだ。そこにはいつも通りののんびりとした様子のレクスたちがいるはずだ。

　それはとても心楽しいことのはずなのに、どうにもあの船上で過ごした夜のことが心に引っかかっている。

　少し酔よった視界で眺ながめた美しい光の数々と、レクスの言葉。

　ジャスティンを見つめていた優しくて悲しい瞳ひとみ。

　抑おさえようもなく高鳴っていた、自分の鼓こ動どう。

（──まずい。まずい、まずい。何かがまずい。何がどうまずいのかわからないけどまずい、ような気がする！）

　ジャスティンは混乱して扉の前で立ち止まった。

　あのときはなぜか、苦手なはずのレクスの顔がまったく気にならなかった。彼の言葉ひとつひとつに翻弄されて、彼が自分を見て、触ふれてくれるのが嬉しかった。

（あれって……なんなんだろ。私、やっぱりレクスのこと嫌いじゃないんだよね。でも彼はどうしたって悪魔だし、気をゆるしすぎちゃいけない相手だし）

　だから、今校長室の扉を開けるのが少しだけ怖こわい。

　何か、とりかえしのつかないことになるような気がするのだ。

（どうしたらいいのかな。こんなことは、きっと父様も教えてくれない）

　金色のドアノブを見下ろして、ジャスティンはためらう。

　指先でノブに触れてみて、すぐ電気でも走ったかのように引っこめて。でも、いつまでも逃にげているわけにはいかないから、えい、とばかりノブをつかんで時計回りにひねった。

　重じゆう厚こうな木製の扉を開くと、いっせいに賑にぎやかな声が押し寄せてくる。

「おっかえりー、嬢じようさん！　すっげー待ってた！　心から！　どうにかして、これを！」

「そ、そうです、こういうのはお前の役目のはずです、さあ早く！」

「……？　どうしたの、エルデンに、ルーナエも。なんでそんな真っ青な顔で……」

　途と中ちゆうまで言ってから、ジャスティンは校長室の執しつ務む用机に載のった諸悪の根源を見つけた。

　大きな銀の盆ぼんに盛りつけられた、何やら赤黒い物体。

　おぞましい形でうずくまっているそれを見つめ、ジャスティンは静かにひきつった。

「──レクス。今のほんのちょっとの隙すきに、一体何を作ったの？」

「菓か子しに決まっている。お前を驚おどろかせようと思ってな。前回よりブラックベリーが多めだ」

　皿の傍かたわらに立ったレクスはどこか誇ほこらしげに言うが、彼の作品はブラックベリーが多い少ない以前に菓子には見えない。ジャスティンがメルヴィンといたわずかな間にこれを作り上げた手て際ぎわはすごいのかもしれないが、あまり素す直なおに感心する気にもならなかった。

　ジャスティンは実に複雑な笑顔で言う。

「だからね、レクス。一体どうして小麦粉と砂糖と牛乳と果物でこんな不気味なものが……」

「ううわ、今それ動かなかったっスか!?　ちょ、まじ勘かん弁べん！」

「こら、エルデン！　何を逃げているんです、今こそ我らの忠誠を証明するときでしょう！　今度こそきみが味見を受け持ちなさい！」

「ルーナエ、お前はあいかわらずそんなにわたしのケーキが好きなのか。困った奴だな」

　口では困った奴などと言いつつも、レクスはいそいそと机のケーキを取りに行く。

　エルデンとルーナエはレクスの背後で無言の格かく闘とうを繰くり広げたあげく、エルデンががっちりルーナエを羽は交がい締じめにして叫さけぶ。

「今です、レクス様！　こう、ひと思いに！　こいつに食わせてやってください！」

「くっ……こうなれば、僕も魔界の王子として腹を決めます！　さあ、いらしてください、レクス様！」

「なぜお前たちがそういう状態になったのかはよくわからんが、まあいい。口を開け──」

　仰ぎよう々ぎようしく言ってうぞうぞと動くケーキ……らしきものにスプーンを突つき刺さすレクスの側頭部に、ジャスティンは思いきり張り手を見み舞まった。

　すぱん！　といい音がして、レクスの頭が軽く傾かたむく。

「もう！　いいかげんにしなさい、三人とも！　お茶の時間で命を粗そ末まつにしてどうするの！　こんなことで死んだら、私、爆ばく笑しようするからね!?　いーい、お葬そう式しきでみんなにばか話して大笑いさせてやるから！」

　ジャスティンが腰こしに手を当てて言うと、レクスが頭を押さえて振り返る。

「ジャスティン、お前は自分が悪魔の葬式をすると言っている時点で変わり者だということに、いいかげん気づいたほうがいいように思うぞ」

　そう言って見下ろしてきたレクスは、いつものレクスだ。

　……つまり、ジャスティンにとってはかなり苦手な綺麗な顔をした、何を考えているのかわかりにくい青年である。

　じっくり眺めてみても妙みように脱だつ力りよくするだけで、心臓が高鳴ることはない、ような気がした。

（うーん……やっぱり、船の上のあれは、気のせいかな？　まあ、私も酔ってたし）

　声には出さずに悩なやむジャスティンの目の前で、レクスはしばらく黙だまっていた。

　そして、やがて黙っているのに飽あきたのか、まだ手に持っていたスプーンをジャスティンに差し出す。ジャスティンはすばやくスプーンを奪うばい取って机の上へ放ほうり出した。

「なんだ。まだはたきたりないのか。神は両頬を打たれないと満足しないものだったか？」

　綺麗な真顔でそんなことを言って、レクスは片頬を差し出す。

　ジャスティンはレクスの態度をまるきり無視して、彼の目をじっと見上げて告げた。

「レクス。いざとなったら私、誰だれになんと言われようとあんたたちのお葬式くらいしてあげるし──もしもお葬式が無理だったら、私だけはいつまでもあんたたちのことは覚えてるけど。まずは死なないのが一番なんだからね」

　ジャスティンがまじめに話していると知って、レクスもまっすぐジャスティンを見下ろしてくる。そっとまつげを伏ふせて、感情の読めない白い顔で囁ささやいた。

「それはお前たち人間の考え方だな。数百年生きれば、少しだけ別の世界が見えてくる」

　レクスの見ている世界を思えば、ちりりとジャスティンの心は痛む。痛む心を抱かかえたままで、ジャスティンは小さくうなずいた。

（私はレクスとは違う。レクスとは比べものにならないほど甘っちょろい世界に生きてきたんだろうし、レクスみたいに世界に飽きる前に死ぬんだろう。でも、だから、きっと──私だから言えることもあるはず）

　レクスに対する『好き』がどんなものであろうと、ジャスティンの胸に灯ともった優しい気持ちだけは不変のものだと思う。だからジャスティンは腰に手を当てて言った。

「そうかもね。でも、私があなたの主人である間は私に従ってもらいます」

　静かに見つめ返してくるレクスの虚うつろで綺麗な目をのぞきこみ、ジャスティンは続ける。

「レクス、この場所、このときを覚えておいて。こうして、私やエルデン、ルーナエたちとばかなことばっかり言っていたこのときを忘れないでね。そうして、何か苦しいことがあっても、このときに帰ってくるようにがんばろう」
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（これから、何があるかはわからない。でも、きっとここが好きだっていう私の気持ちだけは変わらないし──変えちゃ駄だ目めだと思う）

「ジャスティン」

　レクスはジャスティンの言うことを黙って聞いた後、その名を呼んでそっと笑った。

　白い指を伸のべ、ジャスティンの頬に触れる。

　ジャスティンの姿を確かめるように輪りん郭かくをなぞりながら、レクスは囁く。

「お前を覚えていよう。たとえわたしがこのあと、永遠に近い時間を生きることになっても、今このときのお前を覚えている。そして──帰ってこよう。どんなに遠いところからでも。お前が生きてここにあるかぎり、お前はわたしを導く灯ともし火びとなるだろう。……わたしは望む。この誓ちかいがわたしの虚きよ無むに吞のまれず、かすかにでも輝かがやき続けることを」

　レクスの言葉は少し悲しかったけれど、とても真しん摯しで美しかった。

　だからジャスティンは心から笑って、囁く。

「──うん。きっと、約束だからね」
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